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プロローグ　潰れない話を耳にする







　どこかの学校が潰れたと、ひょろりとそんな噂うわさは立たなかった。

　一つ前に冒ぼう険けん者しやギルド経由で、とある学校から受けた依い頼らいは、それなりに人的、物的の両方から多大な被ひ害がいをその学校に与あたえたはずであるのだが、どうやら学校自体の屋台骨を揺ゆるがすほどではなかったらしい。

　それとも、あの脳みそまで筋肉でできているような風ふう体ていの校長が、意外とやり手だったのだろうかとロレンはカッファの街の冒険者ギルド併へい設せつの酒場で、赤毛の青年クラースに酒をおごってもらいながら考える。

　何故なぜそんなことになっているのかといえば、ロレンが冒険者を生業として始めて以来、よく顔をつきあわせているのがクラースであり、しかもクラースの側からしてみるとロレンに助けられたり、感謝するべきところがあったりと、色々と恩を感じているようで、一度自分におごらせて欲ほしいとクラースから申し出があったのだ。

　最初はあまり気乗りのしないようだったロレンだが、何度か申し込まれているうちに、それならば一度くらい付き合えばクラースの気が済むのだろうと考えて、おごられることになったのが今日であったということだった。

「昼間っから酒を呑のむってのもどうかとは思うがな」

　冒険者になってから、たまにやっていることではあるのだが、おごられて呑むとなるとまた事情が異なってくるようで、ロレンはそんなことを呟つぶやきながら手にしているコップを揺らす。

　中に入っている酒は、いつも呑んでいる物よりはかなり高価な物であり、それがおごりであるとなると少しばかり申し訳ないような気持ちすら湧わいてくる。

　その正面の席には、酒の肴さかなに頼たのんで腸ちよう詰づめの盛り合わせが載のった皿をつつきながら、ロレンと同じ酒を呑んでいるクラースがいるのだが、ロレンの呟きを聞きとめて意外そうな顔をした。

「なんだよそのツラは？」

「いや、貴方あなたはそういうことを気にしないものだとばかり思っていた」

　傍はたから見てそんなに大おお雑ざつ把ぱな人間に見えるのだろうかと、ロレンは首を傾かしげる。

　少なくとも仕事前に酒を呑むような者をロレンは傭よう兵へい時代にあまり見た覚えがない。

　酔よっ払ぱらって戦場へ赴おもむいたりしようものならば、死ぬのは自分であるので、そういった節制についてはきちんとしている者が多かったのだ。

　ただやはり例外というものは何についてもついて回るようで、仕事前であろうが仕事中であろうがおかまいなしに呑むような酒しゆ豪ごうもいることにはいるのだが、それはもう例外中の例外として、考こう慮りよしない方がいい。

「冒険者は依頼がなければ暇ひまを持て余し気味になるから、傭兵とは違ちがうのだろうな」

　そんな傭兵時代の話をロレンがすれば、クラースは微び笑しようを浮うかべながらそんな言葉を返してきた。

　その整った顔立ちが浮かべる微笑は、なるほどこれが異性ならば、ころりと落とされるのも無理はない、とロレンにすら思わせるほどの代しろ物ものではあったのだが、同性であるロレンからすれば、少しばかりの感動を覚えることすらなく、ただつまらなそうに鼻を鳴らすに止とどまる。

「たまにはこう、日の高いうちから高い酒に舌した鼓つづみを打つ、というのも悪いことではないと思うんだ」

　いわれてロレンは手にしているコップの中になみなみと湛たたえられている紫むらさき色いろの液体へと目を落とす。

　常つね日ひ頃ごろ、ロレン達たちが口にしている安い酒は、主に穀物を原料としているものが多いのだが、今ロレンが手にしているそれはブドウを発はつ酵こうさせて作られたものであった。

　酒場などで提供されている安い酒は、巨きよ大だいな樽たるなどに詰つめられてそこから直接注がれたりするものなのだが、こちらは一本ずつ丁てい寧ねいに瓶びん詰づめされた物で、その分さらに割高になっているのではないかと思ってしまう。

「ヴァーゲンブルグ産のブドウ酒だ。今年のものは出来がいいって評判なんだ」

「ヴァーゲンブルグ？　どこだそりゃ？」

　尋たずねたロレンにクラースの動きが一いつ瞬しゆん止まる。

　しばらくして動き出したクラースはロレンの方を、何か信じられないものでも見るかのような視線で見つめてきたのだが、男に見つめられる趣しゆ味みは無く、しかもその視線がやや気に入らずにロレンはむっとして睨にらみ返かえす。

　睨まれたクラースは、ロレンの気を悪くしたかと慌あわてつつ、両手を振ふりながらいった。

「いやいや、あの。この街の名前は知っているんだったよな？」

「カッファだろ？」

「そのカッファという街が属ぞくしている国が、大陸南西部にあるヴァーゲンブルグ王国という国なんだけれど、聞き覚えはない？」

　そういわれたところで、あぁそうなのか、くらいの感想しか湧いてこないロレンである。

　あまりに無関心が過ぎるとは自分自身でも思わなくもないのだが、根無し草のような生活をしていた傭兵時代は自分がいる場所がなんという国で、次に向かう戦場が民たみなどからなんと呼ばれている地名なのかという情報は、傭兵団の団長や幹部達が知っていさえすればいい情報でしかなかった。

　国に属していない傭兵という身としては、国名や地名などよりも、目の前に来る敵をどのようにして倒たおしたらいいのかということを考える方が先で、それは冒険者となった今でもあまり変わりが無い。

「冒険者として知名度が上がれば、国や貴族なんかからの依頼が舞まい込こんだりすることもあるのだから、少しくらいは情報を得ておくべきだと思う」

「今日の飯代にも事欠くような俺おれに、そんな日が来るとは到とう底てい思えねぇな」

　絶対にない、とまでいうつもりもないロレンだったが、仮にそんな日がいつの日か来るのだとしても、それは相当遠い未来のことであろうと思う。

「あれくらいの剣けんの腕うでがあるならば、そう遠いことじゃないと思うぞ？」

「俺のは腕わん力りよくだけだ。こいつが振れるなら誰だれでも同じくらいのことはできんだろうよ」

　傍かたわらに立てかけてある黒い大剣をぽんと一つロレンが叩たたけば、クラースは曖あい昧まいな笑えみを浮かべて力の無い笑い声を上げた。

　ロレンが主な得物として使っている大剣は、見た目の巨大さからもその重量が常識外れなことになっていることはすぐに分かる。

　そんなものを振り回すことができるならばといわれても、できる者がロレン以外に存在しているのかクラースには分からない。

　少なくともクラースが、それを振ってみせろといわれてロレンのように自在に振り回せるかと問われれば、即そく座ざに否と答えるだけの重量が、その大剣にはあるはずだった。

「普ふ通つうの剣けん技ぎってのも習いはしたんだが……あんまり身にならなくてな」

「一度見てみたいものだね」

「見せられたもんじゃねぇよ。うちの団長も、お前にゃ向いてねぇかもなって匙さじ投げたくらいだからな」

　団長という言葉を口にして、ロレンはなんともいえない感情に襲おそわれる。

　ついこの間までは傭兵として、団長の下で戦っていた自分が、団が壊かい滅めつし、他ほかの仲間達とははぐれ、どことも知れぬ場所で冒険者などになるようなことがあるなどと、想像したことは一度もなかった。

　だが、現実として団の仲間達は散り散りになり、生きているのかどうかすら分からない状態で自分は一人、ヴァーゲンブルグ王国とやらのカッファという街で冒険者をしてどうにか糊こ口こうをしのいでいる。

　おまけに、自分の隣となりには魔ま族ぞくにして知識の神に仕える神官が、仲間として立っているというのだから、どうにもめぐり合わせというものはいついかなるものがやってくるのか分かったものではない。

「貴方がいた傭兵団の仲間達の、その後の消息というのは？」

「さてね。分からねぇし、調べる気もねぇな。調べたところで分かるもんでもねぇだろうし。そもそも俺達みたいな傭兵は、農民や市民と違って身元に関する情報がねぇからな。調べようにも調べがつかねぇ」

　気楽な根無し草、といえば聞こえがいいのかもしれないが、身元も身分も保証されていないのが傭兵という存在であった。

　唯ゆい一いつ、団自体がその保証をしてくれなくもないのだが、ロレンのように団そのものが壊滅してしまっていれば、それすら無くなってしまう。

「まぁこんだけ妙みような巡めぐり合あわせを用意されてんだ。もしかしたらそのうちふらっと誰かに出会うかもしれねぇしな」

「そうなればいいな」

「まぁそうなっても、傭兵に戻もどる気はねぇよ。今いま更さら人の命で飯を食うって気にもならねぇし。約束とかしちまってたりするからな」

「はーい、辛しん気き臭くさいお話はそこまでです。大体男二人が差し向かいで、酒場の片かた隅すみでじめじめと昼間からお酒呑んでるって誰が得する状じよう況きようなんですか、これ？」

　唐とう突とつに、会話に割り込みながらロレンの隣の席を引いて腰こしを下ろしたのは神官服姿に黒くろ髪かみをポニーテールにした少女であった。

　その整った顔立ちに呆あきれた表情を浮かべながらロレンの隣に座すわった少女は、通りすがりのウェイトレスに、ロレンが手にしているコップを指差しながら銀貨を渡わたしつつ、同じ物をと注文を入れる。

「ラピス、何かいい依頼はあったかよ？」

　隣に座った少女、ラピスへロレンが声をかければラピスは肩かたをすくめてみせた。

　ラピスはロレンがクラースにおごられるという話を聞きつけて同行をいいだし、ロレンがクラースと呑んでいる間に冒険者ギルドの受付の様子を窺うかがいながら次に受ける依頼の物色にいっていたのであるが、その様子からするとあまり結果は芳かんばしくなかったらしい。

「あんまりピンと来る依頼がないです。まぁそういう日もありますよね」

　ウェイトレスがお盆ぼんに載せたコップを運びながら戻ってくると、ラピスはそのコップを受け取り、ウェイトレスにお礼を言ってから一息にコップの中身を半分ほどまで呑み込んでしまう。

　ブドウ酒というものは、口当たりは良くて呑みやすいものではあるのだが、反面それほど酒精が弱いわけでもなく、そのような呑み方をすればすぐに潰れてしまうのではないかとロレンは思うのだが、普通の少女ならばいざしらず、ラピスは大きな声ではいえないものの魔族と呼ばれる強力な能力を保有した種族の出身であり、それならば大だい丈じよう夫ぶなのかもしれないと、余計な口出しは控ひかえることにした。

「今日はボクのおごり、ということでいいんだが？」

　ラピスが注文を入れるときに、自分の財さい布ふから代金を支し払はらっていたのを見ていたクラースがそんなことをいえば、ラピスは唇くちびるを手ての甲こうで拭ぬぐいながら、コップをテーブルの上へ置くとクラースの申し出を鼻で笑ってみせた。

「ロレンさんのおごりならばともかく、貴方のおごりはお断りです」

「俺がおごれるわけねぇだろ……」

　前回受けた依頼は、珍めずらしく収支が赤字にならなかった。

　だがそれは赤字にならなかったというだけで、ちょっとばかり黒字になった、という現実の前に、ロレンの財布は相変わらず中身が寂さびしい状態である。

「物のたとえですよ。ハーレムパーティ引き連れて、正妻の他に妾めかけさんまで囲いたいみたいな人からおごられたくないんです」

「それはかなり嫌きらわれたものだね」

「私は蛇へびが大嫌いですが、貴方と比べると蛇の方がまだマシです」

　ラピスのクラースに対する評価は低い。

　ただそれは、納なつ得とくできるものでもあるのでロレンは何もいわずにラピスが好きなようにクラースを評するのを見ているだけであった。

　出会った頃ころに比べると、クラースは格段に性格が丸くなったように感じているロレンなのだが、女性に対する手て癖くせの悪さや、少々だらしない部分というものは変わった様子もなく、変える気もないらしいことが見て取れている。

　だがそれはクラースとクラースの周囲にいる者達にとって問題がないのであれば、外部の人間がとやかくいうようなことでもないだろうとも思っているので、自分に何らかの実害が及およばない限りは気にしないことにしているロレンだった。

　もっともそんなクラースが、女性からみれば敵と認にん識しきされるような性格であるということも理解できるので、クラースを罵ののしるラピスを止める気もない。

「私はロレンさんについてここにいるだけですから、お構いなく」

「それは……まぁ、はい」
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「あ、貴方の〈増力ブースト〉だけは評価してますから、また何かあったら使って差し上げます」

「あ、あははは……」

　少しばかり前の依頼の最中に、敵から逃にげるために馬の背中に乗せられ、クラースが持っている〈増力ブースト〉という技能で馬の能力を底上げし、逃げ切るためにラピスはクラースを一晩中鞭むち打うったということがあった。

　そのことを思い出しでもしたのか、引ひき攣つった笑い声をあげるクラースから目を逸そらし、ラピスは隣で黙だまって酒を口に運んでいるロレンへと視線を向ける。

「依頼は芳しいものが無かったのですが、働かなくてはロレンさんが路頭に迷ってしまいます」

「またお前から借金するってのも心苦しいしな」

　ロレンがラピスと結んだ約束。

　それはロレンがラピスに対して負っている借金を返済するまでは、行動を共にし続けるというものであった。

　借金の方は、催さい促そくなしのある時払ばらいというとんでもなく好条件な貸付であったのだが、その金額は金貨三十枚以上というとんでもない金額に上っており、これ以上金額が増えるのは御ご免めん被こうむりたいロレンなのである。

「私は構いませんが、貸す一方というのもロレンさんに妙な気を遣つかわせてしまうかもしれないですし、やはり労働は尊いと思いますので」

「けどよ、よさそうな依い頼らいがなかったんだろ？」

　無理によくない依頼を受ければ、ろくな結末が待っていない。

　それでなくとも何故だかロレンが受ける、というよりもラピスが持ってくる依頼というものは冒険者としては最下級である銅級冒険者であるロレン達には、見合っていないような難易度になることが多いのだ。

　そこに無理まで加われば一体どのようなことになってしまうのかと危き惧ぐするロレンだったのだが、ラピスは全く別なことを考えていたらしい。

「依頼はありませんでしたが、私、ちょっといいことを思いついたのです」

　そのいいこととやらを早くロレンに伝えてあげたいとばかりに顔を輝かがやかせるラピスであったのだが、それと反比例するかのようにロレンの表情が影かげを帯びる。

　なんとなくではあったのだが、今回も例に漏もれることなくろくでもないことになるきっかけを聞かされるのではないかと思うロレンは、それでもきっとそれを止めることなどできないのだろうなという諦あきらめの感情と共に、ラピスが思いついたといういいことを聞くために、コップの中のブドウ酒を一口呷あおると覚かく悟ごを決めるのであった。







第一章　傾聴から選択する







「何故依頼を失敗してしまうのか、私なりに考えてみました。実力はきっと十分であるというのに、何故ロレンさんは依頼を失敗してしまうのかを」

　パーティを組んでいるのだから、依頼の失敗は自分のみならずラピスの失敗にもなるはずなのだが、という言葉をロレンは飲み込んだ。

　その程度のことが、ラピスに分からないはずもない。

　分かった上でそのような言い回しをしてくるということは、これはわざとである。

　おそらくは自分に対して茶ちや化かすか、あるいはちょっかいをかけたいという考えなのだろうとロレンが特に反応を示すこともなくじっとラピスを見つめ続ければ、何か期待するような顔をしていたラピスの表情が段々と曇くもり始め、やがてがっかりとした表情へと変わっていく。

「えーと、パーティでの依頼の失敗は一人のメンバーの責任になるわけではないと思うのだけれども……」

　反応しないロレンと、表情が暗くなっていくラピスの顔を見比べつつ、クラースが口を挟はさもうとすれば、まるで不ふ審しん者しやに相対した番犬の如き勢いで、ラピスが険しい視線を向けた。

「そんなことは分かってます。貴方に反応して欲しいわけじゃないんですよ。全くがっかりです」

　憤ふん慨がいするラピスであるが、見た目ほどには気分を害しているような様子でもなかったので、ロレンは視線だけで話の先を促うながし、ラピスはころりと表情をかえて自分が思いついたというちょっといいことというものを披ひ露ろうし始める。

「つまり、依頼を受けるから失敗するのですよ」

「なんだそりゃ？」

「依頼を受けなければ、失敗なんてありえないんです」

「お前、もう酔っ払ったのか？」

　どうだとばかりにラピスが披露したその言葉に、ロレンは冷たく突っ込みを入れる。

　確かに、ラピスの言い分は一部は道理であった。

　仕事の依頼を受けるからこそ、そこに成否の判定が生じてくる。

　ならば依頼自体を受けなければ、その判定は生じないので結果として失敗ということはありえない。

　至し極ごく真っ当な考えではあった。

　その結果として仕事をすることができない、という点を除けばであるが。

　冒険者とは冒険者ギルドからの依頼をこなし、報ほう酬しゆうを受け取ることで生計を立てている職業である。

　そんな冒険者がラピスの考えに従い、依頼を引き受けないような真似まねをすれば、収入が断たたれてたちまちのうちに干ひ上あがってしまう。

　もっとも、ロレンの場合は依頼の失敗続きで、満足な報酬が得られておらず、生計が成り立っているとは言いがたい部分もあるのだが。

　そこへ考えが至ったロレンはどんよりと暗い雰ふん囲い気きを纏まとってしまう。

「えっと、その考えのどの辺りがいい考えなのかな？　ボクには冒険者を辞やめようといっているように聞こえたのだけれど」

　暗い雰囲気の中、質問する気力も失うせてしまったようなロレンに代わってクラースがラピスへと質問する。

　ラピスもロレンの雰囲気から、少々不味まずい領域を踏ふんでしまったということを悟さとったのか、先ほどのようにクラースに食くって掛かかるようなこともなく、その質問に答えた。

「早い話、依頼でない仕事を行えばいいんですよ」

　この子は一体何を言い出すのだろうと思ったロレンだったのだが、その正面に座っているクラースは、はたとラピスが何を言いたいのか理解したかのように一つ手を打った。

　この場において、どういった話が進行しようとしているのか理解していないのは自分だけらしいということを悟ったロレンは、威い張ばる神官と納得する戦士のどちらでもいいので説明してくれるように求める。

「つまりラピスさんは、討とう伐ばつ報ほう酬しゆう狙ねらいの狩かりを行うことを提案している、というわけだよね？」

「そこの女ったらしの言う通りです」

　確かく認にんするように尋ねたクラースを、自然な感じで罵って頷うなずくラピス。

　凹へこむクラースを放置して、ラピスはまだ理解していないようなロレンへ、詳しよう細さいな説明を始めた。

　それは厳密にいうと、依頼ではないとはいえない代物である。

　特にどこからか頼まれたような仕事ではないにせよ、冒険者ギルドが常設的に冒険者達に対して報酬を支払うことを約束している仕事が、魔ま物ものを倒し、その討伐証明部位を持ち込むことによって支払われる討伐報酬というものなのだ。

　これは、通常の依頼の最中に手に入れたものなどへも支払われるので、ロレンのように依頼とセットになっているものだと誤解する冒険者も多少いるのだが、実際は依頼とは無関係にどこで手に入れた代物であってもそれが討伐証明部位であれば、冒険者ギルドはそれと引ひき換かえに報酬を支払うのである。

　なぜならば、魔物を倒すということはその周囲の治安がよくなることを意味しており、その行こう為いに報酬を支払うことで冒険者ギルドは世の中の治安維い持じに一役買っているのだと主張することで、組織自体の印象を良くできるからだ。

　さらに、その冒険者ギルドが設置されている国から幾いく許ばくかの賞金も出ることになっている上に、魔物由来の素材などは大たい概がいが冒険者ギルドに持ち込まれることになるので、その売買益にも期待ができる。

　国は安価なコストで治安維持の一部を担になってもらえ、民は魔物に怯おびえる危険性が減り、冒険者は依頼を受けていなかったとしても報酬がもらえ、冒険者ギルドは金と評判の両方を手に入れることができるという、誰も損をしないシステムになっているのだった。

「今回はこのカッファの街から街かい道どう近くを北上して、周辺の魔物を狩るというお仕事なんかどうでしょうかという提案なわけです」

　街道そのものを使って北上したのでは、魔物との遭そう遇ぐう確率はぐんと減ってしまう。

　だからこそ街道からは少し離はなれたところなどを、街道に沿って歩こうというのが今回のラピスの提案であるらしい。

　ただ、とロレンは考える。

　そうやって街道に沿ってラピスの言う通りに北上してみたとして、魔物と全く遭遇しない可能性がないわけではない。

　その場合、討伐証明部位が手に入らないわけであるから、収入としては無し、ということになってしまう。

　そして、それなりの距きよ離りを日数をかけて移動するのであるから、それに付ふ随ずいする食料や道具などを買い込まなければならない。

　これに関かかわる出費は、魔物を全く狩ることができなかった場合は、そのまま赤字へと転じるのであるから、やはり失敗と評される可能性はあるのではないだろうかと考えたのである。

　その疑問をラピスへとぶつけてみると、ラピスはそれに対しても答えを用意していた。

「その場合でも、ここから北にある通つう称しよう〈黒の森〉と呼ばれる場所に寄って魔物の討伐を行います。それなりに魔物が生息している場所ですので、完全な空から振ぶりにはならないと思いますし、そこが空振りに終わっても、私達が歩いたルートをギルドに報告すれば、いくらかのお金を手に入れることができるんですよ」

　魔物と全く出会わなかったということは、そのルートがかなり安全であるということの証明になる。

　安全なルートの情報というものは、それだけで一定の価値が出てくるのだとラピスは説明した。

　誰にとっての価値なのかということについては、ラピスは言葉を濁にごし、ロレンは普通に街道を使えないような身の上の人間が、いたりいなかったりするのだろうと勝手に納得することにしておく。

「これならどう転んでも一定のお金は手に入る仕事になると思うんですよ」

「討伐証明部位とやらを無くさねぇ限りはそうだろうな」

　話の行き先を悪い方へ悪い方へと考えてしまうロレンの言葉に、ラピスとクラースが同時に苦く笑しようする。

　物事とは常に最悪を考えて行動するべき、という話は良く聞く話ではあるのだが、ロレンの場合は少しばかり度が過ぎているのではないかと思ってしまうくらいに、ロレンは物事を悪い方向へと考える傾けい向こうがあるらしい。

「街道の近くをうろうろするくらいなら危険度もそう高くないはずですので、大丈夫だと思いますよ？」

「依い頼らい扱あつかいではないにせよ、冒険者ギルドはそういった行動もきちんとギルドに貢こう献けんしたものとして評価してくれるから、いいと思うね、ボクは」

「断っておきますが、貴方達の同行は求めていないですからね？　これは私とロレンさんとで実行するお仕事のお話です」

「それはもちろん分かってる。ボクとて二人の道中に水を差すような真似は控えるさ」

　女性だらけのクラースのパーティに行動を共にされてたまるものかとラピスが視線と口調で威い嚇かくしながらそう言えば、クラースはあっさりと引き下がった。

「ボクらは懐ふところに余よ裕ゆうがあるからね。二人仲良く黒の森までの道中を楽しんでくるといいよ」

「黒の森ってのは、どんなとこなんだ？」

　二人仲良くというクラースの言葉に、思わず赤面するラピス。

　それを見ないようにしてロレンがクラースに尋ねると、クラースは自分の知識を思い起こすかのように上うわ目め遣づかいに天てん井じようを見上げながら、黒の森についての情報を話す。

「カッファから徒歩で二日ほど北上したところにある、結構大きな森の名前だね。かなり鬱うつ蒼そうと生おい茂しげっている森で、奥おくへいくと真っ暗になっていくことから付いた名前が黒の森。魔物の生息が多数確認されている上に、エルフや妖よう精せい族の住すみ処かもあるらしい、という噂のある森だ」

「へぇ、エルフね」

　エルフと言われてロレンが真っ先に思い出すのは、以前に成り行きで行動を共にすることになった白銀級冒険者のパーティにいたニムという女性だ。

　弓を得意とし、スレンダーな体をした彼かの女じよは所謂いわゆる、いかにもエルフといった存在であったのだが、世間一いつ般ぱんで伝えられているエルフという存在は、見た目が整っており、耳が短たん剣けんの刃やいばのように長く尖とがっていて、体型は極きわめて細く、人里離れた森の奥深くなどに集落を形成し、独自の文化を持った種族、というものである。

　どちらかといえば閉へい鎖さ的てきな社会を形成している種族で、ニムのように人里で暮らすばかりか冒険者を生業として選ぶようなエルフは、極めて珍しい存在だといえた。

「手を出す気なら止めておいた方がいい。彼かれらは王国の民ではないから、王国の法は適用されないんだが、彼ら独自の法で森を治めているらしいから。捕つかまったらとんでもない目に遭あわされる。いくらエルフが美形ぞろいでも、割に合わない」

「いや、お前じゃねぇんだし？」

　すぱっと切り捨てるようなロレンの言葉に、再度凹むクラースであったが、いわれなくとも森の中においてエルフに手を出すような真似をするのは、余よ程ほどの愚おろか者ものか命知らずのどちらかだけで、ロレンはそのどちらにも当てはまっていないつもりだった。

「見境の無い女たらしは放置してですね。どうですロレンさん、この提案。悪くないと思うのですが？」

「そうだな……」

　ロレンは考える。

　立て続けに失敗ばかりを繰くり返かしていると、人間というものはそれを行うことに嫌いや気けが差してくるもので、たまには気分転てん換かんというものを行う必要が出てくる。

　そういった点からラピスの提案を考えてみると、結果がどうなるにせよのんびりとラピスと二人で往復に数日程度かかるであろう話を受けてみるということは、そんなに悪いことではないように思えた。

　もっとも一つ前に受けた依頼は、酷ひどいものではあったが判定としてはきちんと成功扱いになっており、無理に気分転換に向かう必要もないような気がしないでもないロレンなのだが、ここはラピスの気き遣づかいを無む駄だにしないためにも、知らないふり、気付かないふりをして話に乗るべきであろうと考える。

「よし分かった。今回はその線で行こう」

「決まりですね。ならば食料やらなにやら買い込まなければなりませんね」

　何を買って何をそろえるのかを、ロレンはラピスに一任することにした。

　サボリといわれてしまえばそれまでのことでもあるのだが、何せそれらをそろえるための資金をロレンは持っておらず、全すべてラピスの懐ふところ頼だよりになってしまうというのが一番の理由である。

「悪ぃが選ぶのは任す」

「荷物持ちくらいはしてくれるんですよね？」

　問われてロレンはすぐに頷いた。

　金は出せないとしても、労力くらいは提供しなければ何から何までラピスにおんぶに抱だっこするような形になってしまう。

「それならこれから物色に行きましょう。こういうのは思い立ったら即そく行動がいいんです」

「酒が入ってる時は出歩きたくねぇが……まぁいいか」

　少しばかりふらつく頭を叩きながら、ロレンはラピスに誘さそわれるがままに立ち上がると、まだ凹んでいるクラースへと声をかける。

「そんなわけだからよ。これで失礼するぜ」

「あ、あぁ。気をつけて」

　別れを告げるロレンへ、クラースは顔を上げてそれを見送った。

　ラピスと連れ立って街へと繰り出していくロレンの姿はクラースから見れば仲のいい男女の姿にしか見えない。

　羨うらやましいなと思ってしまうクラースは、まだ中身の残っている自分のコップに口をつけつつ、この後自分の仲間であるパーティメンバーの誰かに慰なぐさめてもらおうかなと、ラピスが聞いたら視線の温度を凍こおりつくレベルまで下げるような考えに没ぼつ頭とうし始めるのであった。







　必要な食料や道具などを買かい揃そろえたロレンとラピスは、翌日カッファの街を発たった。

　往復に数日を要する行程ともなれば、それなりの量の物を買い込む結果となり、そこそこの金額を消費することとなったのだが、それ以上にラピスはそれらの荷物を運ぶためのロバを借り入れている。

　このような場合、冒険者達はラピスのように荷車や運うん搬ぱん用ようの動物を借り入れるか、あるいは冒険者ギルド経由でポーターと呼ばれる荷物運搬専門の人手を雇やとい入れるかのどちらかの方法を選ぶことが多い。

　多いというのは、そういった手段を取らない冒険者もいるということで、その場合はパーティの人数が多く、運ぶ荷物を分配し、一人あたりの荷物の量がある程度で収まるようにしているのだが、ラピスは自分達のパーティに新しく人を加入させる気はなく、ポーターを雇う気もなかった。

「折せつ角かく二人でのんびりとなのですから、余人を交える気はないです」

　そう語ったラピスの判断が正しいのか間ま違ちがっているのかロレンには分からない。

　だが、ラピスがそうしたいというのであればそれを尊重するべきだろうという考えはあり、特に意見を挟むこともなく、借りたロバの轡くつわを取っている。

　自分の背中にバックパックを背負い、ロバの背中に他の荷物を載のせてやれば出発の準備は整う。

　カッファの街の門を出たロレン達はそのまま、北へと向かう街道を特に急ぐようなこともなくのんびりと歩き出したのである。

「有事の際にはロバは放してしまってください。なんでも勝手にカッファの街に帰るよう訓練されているそうなので」

　何かに突とつ然ぜん遭そう遇ぐうすれば、ロバまで守っている余裕はない。

　だが、死なせてしまえばおそらくロバ一頭分の弁べん償しようをさせられるのだろうことを心配するロレンへ、ラピスはあらかじめそう言いい含ふくめていた。

「帰れると決まっているわけではないのですが、無理にその場に引き留めて死なせてしまうよりはずっといいはずですから」

「借りたのが馬じゃねぇのはやっぱり、値段の問題か？」

「えぇ、やはり馬は高いですよ」

　軍事にも使われる馬は、手に入れるのも難しければ馬それ自体が非常に高価でもある。

　借りられないわけでもなかったのだが、ラピスはその賃料の高さに断念していた。

「速度やら体力の問題からすると、馬の方がいいんですけどねぇ」

「そう考えるとギルドってのはやっぱりすげぇんだな」

　以前依い頼らいを受けた時、参加した冒ぼう険けん者しや達を運ぶための移動手段として馬車と御ぎよ者しやをあっさりと用意してみせたのが冒険者ギルドであった。

　その時はあまり感じることはなかったのだが、いざ自分達がそれを借りようと考えた時に、必要とされる金額から冒険者ギルドの力を思い知ったロレンである。

「片道二日って聞いたが、途と中ちゆうは野宿になるのか？」

　念のため、ということでテントやら寝ね袋ぶくろやらもロバの背中に積んである。

　男女が二人きりで野宿する、というのはどうなのだろうと思ってしまうロレンなのだが、冒険者という人種はそういったことをあまり気にしないらしいことを、短い冒険者稼か業ぎようの中でロレンはなんとなく察していた。

　それこそクラースのパーティのように、男性一人に女性複数といったパーティでも平気な顔をして野宿をし、時には同じテントに寝ね泊とまりするらしいのだ。

　荷物の関係上、人数分のテントなんか持って歩けるわけがないだとか、襲われても返かえり討うちにしてやるとか、襲ってくれるならそれはそれで、などの意見がある中で、ラピスはどうなのだろうと考えてしまうロレンである。

「え？　ロレンさんは私と二人っきりで野宿したいんですか？　そうといってくだされば運ぶテントは一つ、寝袋も一つにしましたのに」

　にんまりと笑うラピスから視線を外して、ロレンは自分が轡を曳ひいているロバの背中へと目をやる。

　そこにはきちんと二人分のテントや寝袋が運ばれているので、なんらかのトラブルがない限りはラピスがいうような状況に陥おちいることはない。

「俺はまだ死にたくねぇなぁ」

　ロバの背から隣を歩くラピスへと視線を戻しながらロレンがしみじみそう言うと、ラピスは不満そうに頬ほおを膨ふくらませつつ、ロレンの脇わき腹ばらへ肘ひじを入れてくる。

「なんで野宿の話が、唐突に生死の話になっているんですか」

「いや、だってな。不ふ埒らちな行いとやらに走ろうもんなら、お前絶対にこう首とか捻ねじ切きるだろ？」

　それほど鍛きたえているようには見えないラピスの細ほそ腕うでであるのだが、見た目からは想像できないような力を秘ひめていることをロレンは知っている。

　実は魔族であるラピスはその力を抑おさえるために、両親の手によって四し肢しと瞳ひとみを奪うばわれており、それらすべてを造り物で補っているような状態なのだ。

　魔族の技術で造られているのであろうそれらの補助器具は、さすが魔族の手によるものと感心するくらいの機能を秘めている。

　なにせロレンは以前にラピスが素す手ででゴブリンを縊くびり殺ころすところを見ており、そんなことが普通の女性の力でできるとは到底思えない。

　造り物だからこその力、という見方もできなくはなかったのだが、ラピスがことさら自分の生身の体にこだわるのを見れば、おそらくは生身の体の方が現在装備している造り物の体よりもさらに高い能力を持っているのだろうと予想することは難しくなかった。

　そんなラピスが一つ前の依頼中に、自分の左腕を取り戻しているのだ。

　ロレンが恐おそれるのも無理はない、といえた。

「そんなのは時と相手によりけりですよ。誰だれ彼かれ構わず私が捻じ切ってるような言い方は止めてもらいたいものです」

「じゃあ俺おれならいいのかよ？」

「す、ストレートに聞きすぎでしょうそれは。私にだってその……色々と、覚悟とか準備とかあるのですし……」

　顔を赤くしながらもじもじと、指など擦こすり合あわせ始めたラピス。

　からかったり茶化したりはよくするというのに、ストレートに返せばこういう反応を示すのかと、一つ学んだ気になりつつロレンは、何やらぶつぶつと聞こえないほどの小声でつぶやき始めたラピスの背中を押おして、先を急がせる。

「途中にちゃんと宿場町がありますから、そこで宿を取りますよ」

　ラピスが妄もう想そうなのかなんなのか、よく分からない思考の迷めい路ろから現世へと復帰したのは、それからだいぶ時間が経たってからのことであった。

　ロレン達たちが沿うように歩いている北への街道は、きちんと整備がされているものであり、大体人の足で一日歩く距離ごとに宿場町が整備されているのだとラピスは言う。

　当然、二日ほどかかると言われていた黒の森の近くにも、同じく宿場町が存在していて、ラピスはそこを拠きよ点てんにして黒の森での狩りを行うつもりであったらしい。

「必要に迫せまられれば仕方ありませんが、しなくていいなら野宿なんてしたいものではありませんからね。私はちゃんとベッドで寝ねたい派なんです」
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「俺はどっちでも構わねぇがな。地べたに雑魚ざこ寝ねなんて珍しくねぇ稼業だったしよ」

「それ、朝起きたら寝ね汗あせと土つち埃ぼこりで泥どろだらけになってそうですね……」

　嫌いやそうにいうラピスであるが、実際そうなったことは何度もあるロレンなので特に何かを言うわけでもなく、黙って首をすくめて見せる。

　戦場においては寝られるだけマシという状況はよくある状況であり、さらには横になって寝られるなどという贅ぜい沢たくができない場合などいくらでもある、という話をラピスにしてみたところで意味はない。

　ついでに寝汗と土埃で泥だらけの体になったとしても、それを洗い流せることなど稀まれであり、さらにいうならば寝汗ではなく返り血と跳はねた泥を全身に浴びた状態でも、寝られるなら寝てしまうのが傭よう兵へいの仕事というものであった。

「人族っておかしいですよね。文明人を自じ称しようしているというのに、汚よごれたまんまベッドに入っても全然平気な顔していますし、家庭にお風ふ呂ろの備付もありませんし。いったいどこが文明人なんだかと」

「風呂？」

　知識として、その単語にまつわる情報はロレンも持っていた。

　いわく、大きな桶おけやら何やらに大量のお湯を張って、その中に入るという施し設せつの名前であるらしいのだが、ロレン自身は体験したことがない。

　大体、大量の水を用意するだけでもかなり大変な作業であるというのに、それを沸わかしてお湯にするなど、どれだけの金を使うことになるのか分かったものではなく、それだけのコストを支払って行うことといえば、体の汚れを洗い流すだけ、という極めて効率の悪い代しろ物ものなのだ。

　しかもできることがそれだけだというのに、必要とされる空間はかなり広いものが要求されるとなれば、一いつ般ぱん的てきな宿屋などにそんなものがあるわけもなく、ロレンも話で王族が住まう城や貴族の屋や敷しきなどで、たまに見かけられる程度の代物らしい、という情報を得ているだけである。

　地方によっては大地からお湯が湧わき出だす所があり、そんな場所では湧き出すお湯を利用して風呂を提供することを売りとしている、という話も聞いたことはあるのだが、ロレンがそういった地方を訪おとずれたことはこれまでなかった。

「魔ま族ぞくの家には大概あるんですよ、お風呂。あれは本当にいいものなんですが、どうして人族には広まらないのか、不思議で仕方ありません」

「体の汚れを落とすだけなら、水でもかぶって布で拭ふけばいいじゃねぇか」

　普ふ通つうはそうしているはずであった。

　季節や気候によって、ただの水では辛つらいとなればお湯を沸かして使うこともあるが、それにしたところで手て桶おけ一いつ杯ぱい程度のお湯があれば十分であり、体全体で浸つかれるほどの大量のお湯は必要としない。

「お風呂というのはそういう機能的な話ではなく、もっと情じよう緒ちよに訴うつたえかけるものなんですよ。入れば分かります」

「そんなもんかね？」

　力説するラピスに、気のない返事をするロレンであるが、自分がその風呂という設備を使う日など来ないだろうと思っている。

「今度依頼を受ける時は、お風呂のある場所を探してみましょう。是ぜ非ひともロレンさんにはお風呂の良さを分かって頂かなくては」

「そんな熱心に勧すすめられてもなぁ」

　そんな会話を交かわしながら、街道に対して離れたり近づいたりという道程を歩き続けたロレン達であったが、目的である魔物には全く遭遇することなく、ただ時間だけが流れ続けていく。

　これは似たようなことを考える冒険者が他ほかにもちらほらいるそうで、ある程度定期的にロレン達が行っているような討伐が行われているせいで、街道周辺の治安が保たれているせいなのだとラピスは語る。

「いいことなんですよ？　これで旅人さん達が安心して街道を使えるわけですから」

「俺おれ達たちにとっちゃ、獲え物ものがいなくて懐ふところ具ぐ合あいが厳しくなるだけの気もするんだがね」

「大おお儲もうけはできないかもしれませんが、赤字になることはないからいいじゃないですか」

　そんなことをいうラピスだったのだが、雲行きが怪あやしくなってきたのは日の光が傾かたむきかけ、空が赤色に染まり始め、そろそろ夜のとばりが下りてくるのではないかと思わせるくらいの時間になった時のことである。

　歩いてきた時間と距離からして、そろそろ本日の目的地である宿場町が見えてくる頃だとラピスが自分達の行く手に目を凝こらした時に、それが見えたのだ。

「あれ？　なんかこう……妙みような気配がしますね」

　ラピスにいわれるまでもなく、それはロレンの目にも映っていた。

　ロレン達が歩いている街道が延びる先。

　周囲に丘おかや木立の姿もなく、視界が確保されているその場所が暗くなりつつある周囲とは異なり、何故なぜかそこだけぼんやりと、まるで夕焼けの残ざん滓しがいつまでもそこに留とどまっているかのように赤く染まっていたのである。

　さらにはそこから空に向かって幾いく筋すじもの黒こく煙えんが立ち上っているのがロレンの目には見えており、街道がそのまままっすぐそこへと続いているのであれば、これからロレン達が向かおうとしている場所で何か起こっているらしいことがすぐに見て取れた。

「燃えてんな、ありゃ」

「やっぱり燃えてますか、あれ」

　青から赤、赤から夜空の黒へと変わろうとしている周囲の一角だけが赤くぼんやりとしているのは、何かが燃えているせいだということを二人は同時に悟る。

「この周囲にその宿場町以外に村とか町とかあるのか？」

「覚えている限りはないですね」

　ラピスがしっかりと、ないという返事をした以上はこの周囲にそういったモノは本当にないのだろうとロレンは考える。

　そうであるならば、燃えているのはこれから向かうはずだった宿場町、ということになり、これは完全に厄やつ介かいごとの臭においしかしてこない。

「今夜、ベッドで眠ねむるってのは難しいかもしれねぇなぁ」

「人生って、ままならないものなんですね」

　気落ちしたようにいうラピスに、それほど大層な話だろうかと首を傾かしげるロレン。

　ただ、立ち止まっていたところで状じよう況きように進展はなく、行く先に厄介ごとがあろうがなかろうが、ここから引き返すわけにもいかないのだからと、二人はあまり気乗りしない雰囲気を漂ただよわせながらぼんやり赤く光っているその場所を目指して歩を進めるのであった。







　二人がそこにたどり着いた時、そこで待ち構えていたのは炎ほのおと煤すすであった。

　おそらくそうなる前は小さいながらにきちんとした宿場町であったのだろう町並みは、適当に崩くずされ、火が放たれ、今は轟ごう々ごうと音を立てながら赤い炎を噴ふき上あげている。

　炎が作り出す空気の流れは空に黒煙を巻き上げ、辺りは焦こげ臭くさい臭においがたち込めており、燃える家屋のあちこちには人の体なのだろうと思われるものが見みえ隠かくれし、吐はき気けがするような臭いをまき散らしていた。

「これはまた……」

　驚おどろいた顔をしているラピスの足元にも死体が転がっている。

　この宿場の住民なのだろうその死体は中年の男性のものであり、夜の暗がりを押しのける炎の照り返しに、恐きよう怖ふに歪ゆがんだ死に顔を晒さらしていた。

　その死体の傍かたわらに屈かがみこんだロレンは、死体の肩かた口ぐちから背中にかけて走っている一筋の傷きず跡あとを見て、顔を顰しかめる。

「背中から一いち撃げきか。魔物の仕し業わざだと思うか？」

　獣けものに類するタイプの魔物であるならば、その爪つめや牙きばによる傷はロレンが調べている死体のような真一文字の傷にはならない。

　ならば武器を持つような魔物。

　たとえばゴブリンやオークといった類の魔物の仕業の可能性はないだろうかとラピスに尋たずねれば、ラピスはちらりと死体の状態を見てから首を横に振ふる。

「ゴブリンにしては傷が深い気がしますし、オークにしては浅い気がします。それにどちらにしても死体をそのまま残してはいかないでしょう」

　ゴブリンもオークも雑食で、どちらも人を食べる魔物である。

　炎に巻かれて焼けた死体ならばまだしも、殺してそのままになっている死体を少しも食べることなく放置していくということは考えにくかった。

「てぇことは、こいつは人間の仕業か」

「おそらくは。手て酷ひどくやってくれたものです」

　溜ため息いきを吐き出したラピスの視線の先で、焼けていた家屋の一つが炎の中に崩れる。

　宿場町を襲おそった、おそらくは人間なのであろう者達は、それほど大きくはないこの町を徹てつ底てい的てきに破は壊かいし尽つくしていったらしい。

　取れる物は根こそぎ取り尽くし、壊こわせるものは適当に破壊し、それが終われば町全体に火を放った、というわけである。

「生存者、いると思うか？」

「いたら相当な強運の持ち主ですね。少し分けてもらわなくては」

　軽口を叩たたいているラピスであるが、その表情は硬かたい。

　目の前の惨さん状じようを目にすれば、誰だれもがそうなるだろうとは思うロレンであったが、差し当たって問題とされるのは。

「今日の寝ね床どこ、なくなっちまったなぁ」

「この状況下で、それを心配するロレンさんの肝きもの太さが頼たのもしいです」

「初めて見るようなもんでもねぇからなぁ」

　傭兵をやっていれば、戦争の最中に略りやく奪だつにあった町や村を見るなどということはそう珍めずらしい体験ではない。

　ロレン自身というか、ロレンが所しよ属ぞくしていた傭兵団がそれを行ったことはないのだが、敵対する勢力に加担している傭兵達がそれを行っているところや、行った跡あとなどはいくつも見てきているロレンである。

　だからといって見慣れたり、何も感じなくなったりするほど心が摩ま耗もうしているわけでもないが、取り乱したり怒いかり狂くるってみたりしたところで得る物は何もないことを悟るくらいには経験してきたことでもあった。

「これだけ派手に焼かれると、消火もままならねぇしな」

「なんでこんなことをするんですかね？　同族でしょうに？」

　淡たん々たんとした声でラピスに尋ねられて、ロレンは困ったように頭をかく。

　何故なのかと問われても、ロレンには答えの持ち合わせがない。

　強しいていうならば、そこに町があり、近くに盗とう賊ぞくか何かがいたからだ、というのが理由であるといえなくもないが、ラピスが求めている答えはそういうものではないだろうということくらいはロレンにも分かる。

「悪ぃな。俺にゃ答えらんねぇ」

「すみませんロレンさん。困らせる気はなかったんですが」

　ようやくそれだけの言葉を捻ひねり出だしたロレンに、慌あわててラピスがそう答える。

「ただ、私達魔族は他の種族から嫌きらわれているだけに、身内意識が強いんです。もちろん利害や立場の対立で戦うこともありますが、これはそういうのとは違ちがうでしょう。だから何故なんだろうって」

　魔族という言葉が持つイメージから、殺さつ伐ばつとした世界というものを想像してしまうロレンなのだが、どうやらそれは間違ったイメージであるらしい。

　魔族ですら理解できないようなことを、平気で行えてしまうのだから、実は人族の方が粗そ野やで野や卑ひなのではないか、とすら思えてしまう。

「まぁ、やるとなったらこの程度では済まないくらいに徹底的にやるのも私達魔族だったりするんですけれども」

「なんか、安心したな、そりゃ」

「火のかけ方が甘あまいです。これじゃ焼け残っちゃうじゃないですか」

「分かった。ちょっと黙だまってろ」

　全て台無しになるラピスの言葉であったが、なんとなく安心してしまうロレンである。

　これでオチが用意されておらず、実は魔族は人族よりも平和主義者で理性的、などということになったりすれば自分の中にある価値観が根底から崩れかねないところであった。

「それで、これからどうしましょうか？」

「そうだな。まずはやっぱり生き残りがいねぇか調べてみるとするか」

「それが終わったら、何か金目の物が落ちていないか調べるんですね。さすがですロレンさん。早さつ速そく取り掛かりましょう」

「お前……黙ってりゃ美人で清せい楚そっぽい神官なのになぁ」

　美人で清楚というロレンの評価に、ラピスが両手を頬に当て炎の照り返しの中でも分かるくらいに顔を赤く染めた。

　そのままロレンに背中を向けて、何やらごにょごにょと口の中だけで言葉を呟つぶやいているラピスの背中を見ながら、そういうことをしている場合ではないのだがと思いながらもロレンはとりあえず曳いていたロバを炎の影えい響きようを受けないくらいに離れた場所へ繋つないでおくための適当な木立か何かを探し始める。

「これ本当に徹底的にやりましたね。これだけ徹底的ですと、逆に見事ですねと評価したくなるくらいに徹底的です」

　ロバを繋ぎ、改めて焼け落ちていく宿場町の探たん索さくを行ったロレン達であったが、しばらくするとラピスがそんな評価を下すくらいに、宿場町が受けた被ひ害がいは大きく徹底的なものであったことが分かる。

　まず、生存者が皆かい無むであった。

　襲しゆう撃げきされた時に、町の外へと逃にげた者がいたかどうかまでは分からなかったのだが、町の中に限っていえば、誰だれ一人ひとりとして生きた住民が存在していなかったのである。

　それこそ下は子供から上は老人に至るまで、男女を問わず完全に、きれいさっぱりと殺し尽くされていたのだ。

　その上、ラピスが冗じよう談だんで口にした金目の物は町に全く残されていなかった。

　焼けた物は別としても、現金から家財道具、装そう飾しよく品ひんやら食料やら、とにかく価値のありそうなものは根こそぎ奪い尽くされており、あまりに見事な略奪ぶりに悪いことだとは分かっていても思わずロレンなどは感心しかけてしまったほどである。

「かなり手て馴なれてやがるな。昨日今日で盗賊に身を落とした奴やつらの仕業じゃねぇぞこれは」

「匠たくみの技わざというやつでしょうか」

「こういう匠は死んだ方がいいがな」

　つまりこの町に現在残っているのは焼かれた家屋と死体だけということである。

「曲りなりにも宿場町ってんなら、守備兵くらいおいてあったんじゃねぇのかよ」

「いたみたいですよ。あっちでこんがり焼かれてましたけど」

　ラピスが指さしたのは宿場町の中心部の方向であり、広場のようになっているそこでラピスは積み重ねられて燃やされている武装した兵士の死体の山を発見していた。

　それほど大きな規模ではない町でも街道の要所ではあり、数十名からの兵士が守備兵としてこの町に詰つめていたようだったのだが、それらもきれいさっぱりと殺し尽くされていたのである。

「よっぽど手て練だれがいやがったのか？　精せい鋭えいではないにせよ、正規兵だろ？　盗賊の一団に全ぜん滅めつさせられるとか、新兵でも派は遣けんされてやがったのか？」

「それはちょっと分からないですねぇ。みんな焼けちゃってましたから」

「こりゃ相当でかい盗賊団が近くにいるぞ。守備兵数十人と町の住民を殺し尽くしたってことは、少なくとも二、三百はいやがるだろ」

　それだけ巨きよ大だいな盗賊団なのであれば、噂うわさの一つや二つ立っていてもおかしくないはずだったのだが、少なくともロレンはカッファの街でそのような噂を聞いたことがない。

「考えたくはねぇが、傭兵崩くずれか？　うちの団が壊かい滅めつしたあの戦いじゃ、結構な数の傭兵団が同じ憂うき目めを見てるはずだからな」

　ロレンが冒険者になるきっかけとなった、それまで所属していた傭兵団が壊滅した戦いでは敵味方のどちらにも結構な数の傭兵団が参加していたはずだった。

　結果としてロレンが参加した側が敗者となったわけであるが、敵味方問わずに大きな被害を受けた傭兵団はそれなりの数に上ったはずで、それが原因で団として立ち行かなくなったものも、そこそこの数になるのではないかとロレンは思う。

　そういった傭兵団が傭兵稼か業ぎようから盗賊稼業に落ちぶれる、ということはよくあることだったのだが、今回宿場町を襲ったような大きな組織になることはほとんどない。

　何故ならば、それくらいの規模を誇ほこれるのであればまた傭兵として稼かせげばいいだけで、わざわざ盗賊になろうなどとは考えないからである。

「どこかの団が盗賊になって……他の傭兵達を吸収しつつでかくなった、って線がありそうだな」

「一いつ旦たん犯罪に手を染めてしまった以上、今いま更さら傭兵には戻もどれないって感じですか。嫌な話ですねぇ」

　いくら組織として大きくなったとしても、核かくとなっている者達が犯罪者なのであれば、どれだけ巨大になろうが元の鞘さやへは戻れない。

　そうして犯罪行こう為いを続けている間に、同じような境きよう遇ぐうにある者達を吸収し続け、雪だるま式に肥え太ってしまった成れの果て、というのがロレンの予想であった。

　自分も傭兵であったロレンとしては、考えたくはない事態ではあるが、手馴れた襲撃の仕方と、数十名からなる兵士の一団をほとんど一方的に殺し尽くせてしまう戦せん闘とう能力の高さからしてかなり確度の高い予想であろうと思っている。

「こりゃ、討とう伐ばつ部隊が送り込まれるまでに、いくつの村や町が同じ目に遭うか分かったもんじゃねぇぞ」

　それだけ巨大な犯罪組織ともなれば、村や町にいる程度の兵士の実力や数では到とう底てい太刀たち打ちできるものではない。

　そのことに国が気づき、本ほん腰ごしをいれて討伐部隊を編制すればいずれ討伐されるのではあろうが、そうなるまでにどれだけの被害が出るのかはロレンにも予想できなかった。

「それは困りますね。潰つぶしますか？」

　ロレンの言葉を聞いて、さらりとラピスが口にした言葉の意味をロレンは理解できずにしばし、ラピスの顔へ視線を向けつつ目を瞬またたかせる。

　しばらくして何を言われたのか理解したロレンは、苦笑いと共にラピスへ告げた。

「あのな。相手は最低でも二百人以上はいるはずなんだぞ？　しかも予想が正しけりゃ、戦い慣れた傭兵が、だ。俺ら二人だけでどうこうできるような相手じゃねぇよ」

「じゃあ、国が動いてくれるまで、被害が拡大するのを見守ります？」

　私はそれでもいいですが、とラピスにいわれてしまえばロレンとしては答えに困る。

　ロレンに英えい雄ゆう願望のようなものはない。

　困っている人がいれば見過ごせないというような義ぎ侠きよう心しんの持ち合わせも、人並みにはあるかもしれないが、それ以上ではないはずだった。

　だがしかし、広がると分かっている被害を見過ごしたままでいられるような性格でもなく、だからといって死ぬとわかっている話に頭を突っ込めるほど楽観主義者でもない。

「最良の手は、ここからまた一日かけてカッファまで戻って、兵士の詰つめ所しよにでも駆かけ込こむことだとは思うんですけど……そこから国が動くまでどのくらいの時間がかかるんでしょうね？」

「そりゃ……まぁ、な。けどよ、だからってどうにかできるかって言えば……」

「本当にどうにもできませんか？　私とロレンさんと……それだけの戦力があって、現状何もできないと思いますか？」

〈お兄さん！　シェーナがいればたとえ死んでも大だい丈じよう夫ぶです！　アンデッドになれますよ！〉

　アンデッドになるのは御ご免めん蒙こうむると、視界の端はしに現れたシェーナに心の中だけで突っ込みを入れておいてから、ロレンは空を見上げて考える。

　確かに、やられっぱなしというのは面白おもしろい話ではない。

　やられたのが自分達ではないにせよ、この宿場町に住んでいた住民達は確実に浮うかばれないはずであり、それを発見してしまった自分達に彼らが願うことは一つであろう。

「敵かたき討うちってか……そうだなぁ……」

　殲せん滅めつする必要はおそらくない。

　ある程度の被害を与あたえてやれば動きは鈍にぶるであろうし、うまくすれば散り散りになってくれるかもしれない。

　そうなれば村や町にいる守備兵達でも対応できるくらいの脅きよう威いに落ちるかもしれず、被害も少なくなるかもしれなかった。

「まぁそうだな。せめて今夜の俺達の寝床をこんなにしてくれた礼くらいはしておかないと、俺達としても面白くねぇか」

「やるなら速度が命ですよロレンさん。盗賊達は今日の獲物に満足し、油断していることでしょうからね」

　まだ燃えている町を見ながら、暗がりの中で佇たたずむラピスがその顔に不ふ吉きつな笑えみを浮かべる。

　その笑顔を見て、笑い返しながらもロレンは、なるほどラピスはやはり魔族なのだなと認にん識しきを新たにするのであった。







第二章　発見から家捜しする







　盗賊達の野営地は意外と簡単に見つかった。

　それというのも、彼かれらは特に自分達の存在を隠そうとはしていなかったからである。

　考えてみれば、二百人近くの傭兵崩れが成り果てた盗賊団、という名前だけでも脅威であるのだが、その戦力は下手をすれば軍隊に匹ひつ敵てきしかねないものであり、少なくとも現在において巨大な討伐軍が組まれていないところからして、彼らを脅おびやかすような存在が近きん隣りんにいない、ということがその原因なのだろうとロレンは推測した。

「自分で予想しておいてなんなんだが、実物を目にするととんでもねぇな」

　襲撃された宿場町からロレン達の足で一刻ほど歩いた場所。

　周囲に遮さえぎる物のない、平地の真ん中で盗賊団らしき男達は篝かがり火びを焚たいて、野営を行っていたのであるが、その光景はロレンが口にしたように、生半可な考えでは到底手を出せないような威い容ようである。

「やりたい放題ですが、全くの考えなしというわけでもないのでしょうね」

　身を隠す場所もないので、盗賊達の野営地が発している光から見えないくらいに離はなれたちょっとした窪くぼ地ちに息を潜ひそめて身をかがめながら、忌いま々いましそうに呟くラピス。

　真正面からぶつかって、ほぼ負けないだけの戦力を有しているのならば、気を付けなければならないのは奇き襲しゆうやなんらかの策さく謀ぼうであり、それに気づくためには下手に視界を妨さまたげる遮しや蔽へい物があるような地形よりも、見晴らしのいい平地に陣じん取どった方が危険が少ない。

　そこまで考えての場所の選せん択たくかどうかまでは、ロレン達に分かるわけもなかったが、結果としてそうなっているのであれば、考えていたと仮定して動いた方が、危険が少ないというのがラピスの見方であった。

「馬ば鹿かと仮定して動くよりは、多少賢かしこいと考えて動いた方がいいでしょうからね」

「そりゃいいんだがよ。これじゃ手の出しようがねぇんじゃねぇか？」

　ロレン達が潜んでいる位置から近づこうとすると、野営地の見張りを行っている者達に気付かれてしまう。

　何か策を立てようにも、周囲はただの平原であり、使えそうな要素が何一つとしてない。

　確かにロレンはそれなりに実力のある傭兵だった者ではあり、多少の自覚はあったものの、さすがに百も二百もの敵を相手にして、それらを屠ほふりきることができるとまで自うぬ惚ぼれてはいなかった。

「こういう時に定番の、火ひ攻ぜめも水攻めもできねぇし。今から罠わなを仕し掛かけようにも、あれだけの兵数を嵌はめるような罠なんぞ、作れるわけもねぇし」

「ロレンさん、何気にその辺り詳くわしそうですね？」

「攻めたことも攻められたこともあるからな。けどよ、今回はどっちもダメだぜ」

　周囲に燃やせるようなものはなく、引き込めるような川も沼ぬまもない。

　ただの平原というものは、攻めるにせよ守るにせよ、何の恩おん恵けいももたらしてはくれないのだが、それは敵味方どちらについてもいえたことである。

　戦力が拮きつ抗こうしているならばともかく、その差が絶望的なまでに広がっている場合は、その差を埋うめるような手が何もない。

「そうですねぇ。そこは私がちょっと大きめの魔ま術じゆつを使って、無理にでも壊滅してもらうという手がないわけではないのですが」

「そんな規模のでかい魔術、使えんのか」

「私を誰だと思っていますか。四肢と瞳を失ってもまだ強力な魔族さんですよ？　その上、今は左腕を取り戻した状態です」

　わきわきと左手を動かしながらいうラピスであるが、ロレンにはちょっとばかりその言葉が信じられない。

　確かに強力な魔術師というものは、その時の戦せん況きようをひっくり返しかねないくらいの魔術を使えるらしいことはロレンも知っていたが、さすがに二百近くの敵兵を一撃で壊滅させるというのは、お伽とぎ噺ばなしの中の話のようにしか思えなかった。

「もちろん、何の代だい償しようもなしに、というわけにはいきませんので、できれば避さけたい話でもあるのです。そこでロレンさん、ちょっとお尋ねするのですが」

　敵に見つからないように、わずかな窪地でロレンと身を寄せ合うようにしていたラピスは間近な距きよ離りからじっとロレンの目を見つめる。

　夜の暗くら闇やみの中、盗賊達の野営地から漏もれてくるわずかな光の中でもはっきりと、ラピスが自分を見つめていることが見えるのは、ロレンの中にいるシェーナのおかげであるのだが、あまりにまっすぐなその視線は、何もかも見み透すかされているのではないだろうかという考えをロレンに抱いだかせた。

「切れるカードは、全部提示してほしい、と思うのですがどうでしょう？」

　ロレンの中、というよりはアストラル体と呼ばれる精神の体の中にシェーナという、以前に受けた依頼の中でアンデッド最上位といわれる死の王にされてしまった少女がいる、ということは、ロレンからラピスに説明はしていない。

　いろいろと、その死の王の力で助けてもらったりしているロレンであるので、実際は既にバレている、と考えた方が間ま違ちがいなかったのだが、ラピスは頑かたくなにロレンが説明するまではそのことに気が付いていないふりをしている。

　そのラピスが、ここへきて説明を求めたということは、それだけその力を当てにしているのか、あるいはそれ以外に打てる手がないのかの、いずれかであろうとロレンは考えた。

「私を警けい戒かいすることは仕方のないことです。警戒してしすぎることはない相手だということは私自身が理解しています。寂さみしいことですけど……」

「いや、うんまぁその……なんだ……」

　本当に寂しそうに、顔など曇くもらされてはロレンとてわずかながらに、隠かくし事ごとをしているということに対しての罪悪感を覚えてしまう。

「ですが現状を考えますと、ここは曲げて私に情報を渡わたして欲ほしいと思うのですが、いかがなものでしょう？」

〈お兄さん、ここはもう正直に話しちゃった方がいいんじゃないでしょうか？　お姉さんだけ除のけ者ものにしてるみたいでちょっと心苦しいです〉

　ロレンと似たようなことは、ロレンの中にいるシェーナも感じていたらしい。

　とりなすようにそんな思念を送ってくるシェーナに、話してしまうのであればこのタイミングがいいだろうかと考えたロレンは、ラピスに話してしまうことに決めた。

「前に受けた依い頼らいで、助けられなかったシェーナのことなんだが」

「分かりました。話してくれる気になった、と思っていいんですね？」

　切り出しかけたロレンの言葉を遮って、ラピスがそう告げればロレンはやや驚きつつもこくこくと首を縦に振り、ラピスの言葉が正しいことを認める。

「ならば私から、ロレンさんのアストラル体の中には死の王と化したシェーナさんのアストラル体が間借りしている。通常はロレンさんのアストラル体を隠かくれ蓑みのにしているので分からないですが、シェーナさんのアストラル体を励れい起きさせれば死の王の力の一部を行使することができる、ということですか？」

「分かってんじゃねぇか」

　やっぱりなのか、と思うロレンであったがラピスは真ま面じ目めな顔で声を潜めたままロレンに言った。

「そうじゃないかと思うのと、そうですよねと確かく認にんするのとはまた別問題です」

「ラピスにシェーナは見えんのか？」

　尋ねたロレンへラピスは首を横に振る。

「見えないですね。何か妙な気配がするな、ということとそれが以前に見た死の王の気配に似ているな、というくらいがきっかけで。後は能力が発動するときにやっぱりそうなのかなと思ったくらいです」

「それでもすげぇな」

「それほどでも。それで、です。これでやっと作戦が立てられます」

　ラピスはそう語るとにっこり笑ってロレンの肩かたへぽんと手を置く。

　一体それが何を意味しているのか分からないロレンへ、ラピスはこともなげにこんなことを告げてきた。

「ではロレンさん、斬きり込こんでください」

「おいおい……俺に死んで来いってか？」

　やたらと簡単に話すラピスではあるが、見た感じからして二百近くであろう敵兵へたった一人で斬り込むというのは、奇襲を仕掛けたとしてもそうそう上手うまくはいかないであろう戦力差であり、今回のように真正面から仕掛けたのでは万が一にも生きては戻れない馬鹿げた行為だ。

　それを口にし、ロレンにやれというラピスにロレンは何かしら嫌われるようなことでもしてしまったのだろうかと考え込んでしまう。

「ちゃんと援えん護ごはしますから」

「それでも……死ぬだろ？」

「勝負は最初の数人を斬り殺す所までです」

　どうやらラピスがおふざけや、ロレンを殺すつもりで言っているわけではないらしいことはその口ぶりからなんとなく理解したロレンであるが、それでもやはり勝ち目は全く見えない話にしか思えない。

　だがそんなロレンとは反対に、ラピスは自分が口にしていることが十分勝ち目のある作戦であると確信しているような、そんな気配を漂わせている。

「私もロレンさんだけならこんな作戦は実行しないんですが。シェーナさんがいるとなれば話は別です。この方法でかなりの確率でいけると思います」

「本気かよ……」

　たった二人でなんとかできるような敵の数ではないというのに、さらにそこに単たん騎きで突っ込むことが勝利する確率が高い話だと言い切るラピス。

　常識的に考えて、賛同できないロレンではあるのだが、そこまで自信満々に言い切られた上に、ロレン自身はそれに代だい替たいする案の持ち合わせがないとなれば、ラピスの考えを翻ひるがえさせることはできず、その作戦に乗るか、ここから引き返すかのどちらかを選ぶしかない。

「途と方ほうもねぇ話だがよ。信じていいんだろうな？」

「お任せくださいロレンさん。私もここでロレンさんを手放す気はありませんし、盗賊如きにどうこうさせるつもりもありません」

　ぽんと一つ自分の胸を叩いて請うけ負おうラピスの言葉と表情に、ロレンが見る限りでは嘘うそやためらいは全くなかった。

　ならばここは、信じてみるしかないのだろうと決めてしまうとロレンは背中に背負っていた大たい剣けんを下ろし、その柄つかを両手で握にぎり締しめる。

「ロレンさん、私はシェーナさんとは会話ができません。私の言葉はロレンさん経由でシェーナさんに聞こえているんでしょうか？」

「あぁ、視界やら何やら、感覚を同調させられるって言ってたぜ」

「ではシェーナさん聞いてください。私が貴方あなたにお願いしたいのは、味方を作ることです。どうでしょう、できますか？　できない時は教えてください」

〈えーと……はい、分かりました。大丈夫だとお姉さんに伝えてください〉

「大だい丈じよう夫ぶみてぇだぜ」

　シェーナの代わりに答えたロレンにラピスは頷うなずくと、その視線を盗賊達たちの野営地へと向けた。

　野営地の様子に変わったようなものはない。

　ロレン達が潜んでいることにも気がついたような様子はなく、相変わらず定期的に野営地の周囲を歩ほ哨しようが歩き回っているのだけが見て取れる。

「それでは始めましょうか。あの宿場町を襲い、私達の夕食とベッドを台無しにしてくれたあの盗賊どもに、地じ獄ごくを見せてあげましょう」

　ラピスとしては至し極ごく真面目にそのようなことを言ったつもりだったのだろうが、身構えていたロレンがつんのめるようにしてこける。

　その様子を不思議そうに眺ながめているラピスへ、ロレンは苦笑と共に尋ねた。

「……急に動機がセコくなったんじゃねぇか？」

「何を言いますかロレンさん。食べ物の恨うらみは恐おそろしいとよく言うじゃありませんか。今回はそれに加えて寝床の恨みまであるんですよ？　これはもう是ぜが非ひでも地獄で悪あく魔まと踊おどって頂かなくては」

「町の住民達の敵討ちはどこいった？」

　さらに尋ねたロレンの問いに、ラピスは今しがたそれを思い出したというような顔をしてから、即そく座ざにニヤリと悪い笑みを顔に浮かべてみせた。

「それも加えたらもはや彼らには懺ざん悔げの時間すら与えられないですね」

「ちょっと奴らに同情したくなってきた」

「それはよくない傾けい向こうですよロレンさん。ここは無む慈じ悲ひに、冷れい徹てつに、かつ残ざん酷こくに彼らをあの世に送り届けるべきです」

「残酷はいらねぇだろ？」

　魔ま族ぞくの考える「残酷さ」とは一体どのような凄せい惨さんな代しろ物ものなのだろうかと慄おののくロレン。

　ラピスは取り立てて表情や雰ふん囲い気きを変えることなく、それにこう答えた。

「結果として残酷になるのは仕方ないですよね？」

「俺おれはこれから何をやらされるんだ……」

「いつもと変わらないことですよ、敵と戦ってそれを斬る。それだけのことです」

　本当にそれだけならば、確かにいつもやっていることではあるなと思うロレン。

　その傍らでラピスはロレンを支し援えんするための法術か魔術のいずれかの準備を始める。

「タイミングは任せます。こちらはこちらで適度に支援しますから」

「しょうがねぇな。腹括くくって行って来るぜ」

　大きな体と巨大な剣。

　その二つを兼かね備そなえているとは到底思えないようなするりとした動きで、それまで潜んでいた窪地からロレンが夜の闇やみの中へと飛び出していく。

　その姿は窪地からいくらも出ないところで警戒中の歩哨の目に留まり、すぐさま近づいてくる不ふ審しんな人物を処理するべく、弓を持った者達が集まり出した。

　このまま進んでは、矢の雨の中を突つっ切きる羽目になるのではないか。

　そう危き惧ぐしたロレンだったが、射しや手しゆ達がロレン目め掛がけてその手に持つ弓を構えようとした瞬しゆん間かん、ロレンの背後から爆ばく発はつ的てきな光が夜や陰いんを切きり裂さいて周囲を真っ白に染めた。

　その光を背後に背負うような形のロレンは影響を全く受けなかったのだが、ロレン目掛けて弓を放とうとしていた射手達は、それまで暗闇を見つめていた目にいきなり強きよう烈れつな光を浴びせられて、完全に視界を失い、人によっては手にしていた弓を取り落としてしまう。

〈お兄さん！　いけいけです！〉

「言われるまでもねぇよっ！」

　ほんのわずかではあるが、ロレンにとっては十分すぎる時間。

　その時間を利用して、野営地までの距離を駆かけ抜ぬけたロレンはその勢いのままに盗賊達の野営地の一角へ、単身で斬り込んでいったのであった。







　一旦、やると決まればロレンに躊躇ためらいなどない。

　傭よう兵へい時代にとて、単騎で百倍以上の数の敵がいる陣じん地ちに突っ込むような真似まねはしたことがあるわけもないロレンである。

　大丈夫、なんとかなるというラピスの弁を信じた、というわけではない。

　単に現状完全な戦闘態勢ではなく、本日の略奪の結果に浮かれていたり、あるいはこれから寝ねようとしているであろう盗賊達が相手ならば、最初の数人を斬ることくらいはなんとかなるのではないか、という目もく論ろみからの行動である。

　もっとも、その最初の数人というものを斬った後については完全に行き当たりばったりであって、何の策もなければ、押おし包まれて討うち取とられるという結末しか待っていないのだが、そこはなるようになるだろうとしか考えていない。

　成り行きに任せてどうにかする、という行為はあまりほめられた行為ではないのだが、傭兵等という稼か業ぎようをやっていれば、そういう局面に追い込まれるということは多々あり、それらを何とかすることができる傭兵だけが長生きする、という見方もある。

「な、何者だ……ガァッ!?」

　おそらくはラピスが放ったのであろう光を背に受けつつ、敵までの距離を一気に詰めたロレンが誰すい何かの声を上げた敵目がけて大剣を振るう。

　元々持っている重量に速度を加えられたすくい上げるような一撃は、真正面から浴びせられた強烈な光から、目を守ろうとしてなのか、手をかざしていた敵の胴どう体たいへ斜ななめ下したから食い込むと、ほとんど抵てい抗こうらしい抵抗を感じさせることもなく反対側へと抜ける。

　湿しめった繊せん維い質しつのものが断たたれる音と、おそらくは骨なのであろう硬いものが圧へし折おられる音とを周囲にまき散らしながら、ロレンの一撃が走り抜けた場所から真っ二つにされた敵の上半身がくるくると回りながら宙を飛び、上半身を失った残りの体が真横へ打うち倒たおされると大地に大量の血肉がぶちまけられた。

　一人目をカウントしたロレンはそのまま勢いを殺すことなく前へと踏ふみ込こむ。

　悲鳴を上げることなく絶命した一人目のせいで、まだ状じよう況きようが飲み込めていない射手達の間へ躍おどり込こむと、当たるを幸いに右へ左へと大剣を振り回す。

　真下から顎あごを捉とらえられ、顔面を二つに割られた射手が悲鳴を上げながら仰のけ反ぞり、肩かた口ぐちから腕うでを斬り飛ばされた別の射手が体の均きん衡こうを失って倒れる中、ラピスが放った閃せん光こうの効力が消えて、周囲が再び篝火の明かりだけを頼たよりとする暗がりへ戻る。

　視界を完全に失って、めちゃくちゃに武器を振り回す者や、狙ねらいを定めることなく喚わめき声ごえを上げながら適当に矢を放つ者がいる中で、ロレンは重傷を負って動けなくなっている射手達に次々ととどめを刺さしていく。

「敵てき襲しゆうーっ！　敵襲だっ！」

「くそったれ、どこのどいつだ!?」

　ラピスが放った閃光と、ロレンが行った攻こう撃げきによって傷を受けた者達の叫さけび声ごえとが、野営地全体に襲撃があったことを報しらせてしまう。

　もちろんそれは、あらかじめ分かっていたことであり、ロレンは慌てることなく周囲の地面に転がっている自分が倒した盗賊達の数を数えると、自らの内側にいるシェーナへと意識を向けた。

「数人くらいは倒したぜ！」

〈お任せなのです。〈屍者作成クリエイトアンデツド〉！〉

　ロレンの内側にいる死の王がその力を行使する。

　夜の闇の中にあるというのに、それでもなおその黒さが分かるほどに黒い霧きりのようなものが地面から吹ふき上あがると、今しがたロレンが倒した盗賊達の死体の周囲にわだかまる。

　大剣の一いち撃げきによって絶命した盗賊達の体は、見るも無残な肉にく塊かいと化していて、そこからいったい何をする気なのかとロレンが見守る中で、地面から噴ふき出だした黒い霧は転がるそれらの死体を包つつみ込こむと、ぐちゃぐちゃと耳みみ障ざわりな音を立てながら地面の上を移動し、ゆっくりとではあるが確実に一つの塊かたまりへと集まっていく。

　てっきりロレンは死体からゾンビやスケルトンといったアンデッドを作り出すのではないかと思っていた。

　大剣によって派手に破壊された死体からではろくなアンデッドを作れないだろうとも。

　しかしその考えは、死体を飲み込み、一ひと塊かたまりに寄り集まった黒い霧によって覆くつがえされることになる。

〈お兄さん、死体の数が少なくて大したものは作れないですが、いいですか？〉

「構わねぇからさっさと頼たのむ！」

　大規模な野営地にたった一人が奇襲をかけたところで、その行為が及およぼす影響はたかがしれており、徐じよ々じよに迎げい撃げき態勢を整えつつある盗とう賊ぞく側に、焦あせりを覚えながらもロレンは周囲にいる盗賊達を斬きり伏ふせ続けている。

　重い一撃が盗賊の体に叩たたき込こまれるたびに、死体の数が一つずつ増えていくのだが、それらはすぐに黒い霧に飲まれて、大きな塊へと吸い込まれていき、少しずつ膨ふくらんでいくその黒い塊に向けて、シェーナの意思が飛ぶ。

〈来てください！　アンデッドナイト！〉

　ずるりとばかりに黒い霧が吐はき出したのは、太い何かの左ひだり腕うでであった。

　一見して人間の腕にも見えるそれは、太さこそ人間の腕の倍近くあったのだが、その外見は干ひからびたミイラのような状態で、見る者に怖おぞ気けを覚えさせる。

　続けざまに引き抜かれた頭部は、巨大な頭ず蓋がい骨こつ。

　胴体もまた人のそれを大きく上回る大きさであったのだが、やはり骨の上に干からびた皮だけが張り付いているような状態で、その体の上には錆さびついた胸むね鎧よろいだけが装備されていた。

　さらにやはり錆びついている腰こし当あてと、同じく錆びた足鎧を身に着けた体が黒い霧の中から引きだされ、最後に引き抜かれた右みぎ腕うでには表面に赤あか錆さびの浮いたハルバードが握られている。

　ロレンもかなり大おお柄がらな体格をしてはいたのだが、そのロレンですら見上げるような体格を黒い霧の中から生じさせたそれは、シェーナが呼びかけたアンデッドナイトと呼ばれるアンデッドであった。

　その手に握られた巨大なハルバードが醸かもし出だす威い圧あつ感に周囲の盗賊達が動きを止める中、呼び出されたアンデッドナイトは周囲をびりびりと揺ゆらすほどの咆ほう哮こうを夜空へと解き放つと、いきなりその手に握られているハルバードを横よこ薙なぎにする。

　錆びついた刃やいばはいかにも切れなそうな感じであったのだが、それを振ふるう腕が持っている力と、そこから生み出される速度とが、まるで引きちぎるかのようにその刃が描えがいた軌き跡せきの上にいた盗賊達の体を断ち切って、夜空にその死体を打ち上げた。

　まるで雑草でも刈かり取るかのような無造作さではあるのだが、そのハルバードが一ひと振ふりされるごとに確実に複数の盗賊の命が断たれていく様子は、完全に悪夢であり、ロレンも思わず大剣を振るう手を止めてその光景に目を奪うばわれる。

「あれで、大したことねぇのかよ？」

〈大したことないです。お兄さんなら倒せますよ？〉

「あれとやりあうのは、避けてぇなぁ……」

　防ぼう御ぎよも回かい避ひも考えず、ただがむしゃらに目の前にいる敵目がけてハルバードを振るうアンデッドナイトには、当然ながら盗賊側からの反はん撃げきが浴びせられる。

　遠くからは矢が放たれ、近くではやや重武装をしている盗賊がアンデッドナイトの体に、それぞれが手にしている得物を叩き付けていた。

　それらの攻撃は全く意味を成さないということはなく、矢は突き刺さり、刃は多少アンデッドナイトの体の表面に切り傷を作りはするのだが、攻撃されているアンデッドナイトはそれらを全く意に介かいした様子もなく、変わらぬ勢いでハルバードを振り回し続けている。

　元々、アンデッドは痛みや疲つかれを覚えるということがない。

　完全に破は壊かいされるか、あるいは何らかの方法で浄じよう化かされない限りはほとんど同じ性能を発揮し続けるのがアンデッドという存在なのである。

「倒せっかなぁ……？」
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〈いけます、お兄さん強いですもん。でも、呼び出せるアンデッドナイトは一体じゃないので、たくさんいるとお兄さんでも危ないかもしれないです〉

　そう語ったシェーナの言葉を肯こう定ていするかのように、最初に呼び出されたアンデッドナイトが倒した盗賊の体がまた黒い霧によって集められ、再び膨れあがった黒い霧から、二体目のアンデッドナイトがその姿を現した。

「手に負えねぇなぁ」

　きちんと数えていたわけではなかったので、一体自分が何人倒したのか分からないロレンであるが、おそらくアンデッドナイト達が倒していく速度にはかなわないだろうと考えて、構えていた大剣を肩に担かつぐ。

　ただでさえ盗賊達を一方的に屠っていくアンデッドナイトが二体に増えたことで、盗賊達が殺されていく速度は単純に倍になる。

　殺されていく速度が倍になれば、生産される死体の数も倍の速度で増えていくことになり、三体目と四体目のアンデッドナイトは、二体目が生まれてからさほど時間を経過することもなく生み出された。

「なんなんだこいつらはぁ!?」

「だめだ！　こっちの攻撃が全く効いてねぇぞ！」

「逃にげろ！　バケモノ相手に死ぬなんてばかばかしいだろっ！」

　四体目のアンデッドナイトが殺さつ戮りくを開始した時点で、盗賊達の士気は完全に崩ほう壊かいした。

　攻撃が当たらないわけではないというのに、倒すことのできない巨大なアンデッドの姿に恐れをなした盗賊達が四方八方へクモの子を散らしたように逃げ出し始めたのを見て、そうはさせじとシェーナが違ちがったアンデッドの作製を行う。

〈ゾンビドッグ、行きなさい！〉

　アンデッドナイトに比べると、必要とされる死体の数が少ないのか。

　シェーナの呼びかけに応じて黒い霧から、半ば腐くさり果はてた体を持つ犬のアンデッドが無数に放たれると、逃げようとしていた盗賊達の背後から飛とび掛かかったり、その行く手をさえぎって逃とう走そうを阻そ止しし始める。

「くっそ！　なんだこいつら!?　どこから現れやがった！」

　アンデッドナイトに比べると、簡単に呼び出せるせいなのかゾンビドッグ達の方は盗賊達の攻撃で真っ二つにされたり、殴なぐり潰つぶされたりと倒されるものがちらほらと出ている。

　だが倒される個体の数よりも呼び出される数の方が圧あつ倒とう的てきに多く、引きずり倒された盗賊が喉のど笛ぶえを噛かみ千ち切ぎられて絶命し、別な盗賊は腹を食いちぎられて、複数のゾンビドッグに内臓をむさぼられ始めるという凄惨な光景が繰くり広ひろげられ始めた。

〈一人も逃がしませんよ！　殲滅あるのみ！　ミナゴロシです！　生まれてきたことを後悔しながら犬のえさになるがいいです！〉

　頭の中に響ひびき渡わたるシェーナの高笑いに、ロレンはやや青ざめた顔を空へ向けながらぼそぼそと呟つぶやくようにしゃべる。

「怖こわい……すげぇ怖い……今日初めてお前が怖いと思った。っていうか、なんで人間を材料にして犬ができんだか、誰だれか説明してくれ」

〈何故なぜなんでしょう？　そうじゃなくてお兄さん、今のはちょっと気持ちが昂たかぶってしまっただけで、私は怖い子じゃありませんよ、本当です！〉

　虚うつろなロレンのセリフに慌あわててフォローを入れだすシェーナ。

　手て遅おくれじゃないかなと思いながらロレンは、篝火が倒され、張られていたテントが燃え出し、あちらではアンデッドナイトがまた人間を肉の塊に変え、こちらでは群がるゾンビドッグが悲鳴を上げながらもがく盗賊の内臓にむしゃぶりついているという、いわゆる凄惨な地獄絵図が描かれている元野営地を見回す。

　自分がやったことといえば、最初に盗賊を十人ばかり斬り倒しただけのことで、それ以降は勝手に被ひ害がいが広がり続けている。

　さらに、元々はおそらく肥え太って手が付けられなくなった盗賊団を、ある程度の規模に分ぶん割かつすればいいだけの話だったはずなのだが、現状は二百人近くいたであろう盗賊達のほとんどが、ハルバードの餌え食じきか犬のエサとしてその命を落とし、逃げることができた幸運な者がいたのかどうか、判別できないような状況に陥おちいっていた。

「なんだこれ？　何がどうなったらこうなるってんだ？」

「夜限定の、しかも法の外にいる相手にしか使えない限定戦法ですからねぇ」

　いつの間にやら傍かたわらまで歩いてきていたラピスの声に、ぎょっとした目を向けたロレンへ、ラピスは少しばかり傷ついたような表情をむけて、むっとした声を出す。

「そんな、人をお化けでも見たような目で見るなんて酷ひどいです」

「この状況下じゃ、何を見たってお化けにしか見えねぇ気がするんだが」

　奇襲から壊かい滅めつまでの時間は、ロレンからしてみれば本当にあっという間であった。

　ほんの少し前までは、正規軍でも連れてこない限りはどうすることもできないように見えた巨きよ大だいな盗賊団が、今は見る影かげもなくひたすら逃げまどい、斬られ、引きずり倒されて噛みつかれ、悲鳴を上げ、助けを求めながら食い殺されていく。

「自じ業ごう自じ得とくというやつでしょう。同情の余地はありません」

「俺はちょっとだけ奴やつらに同情してぇ……」

　盗賊達が行ったことは、到とう底てい容よう認にんできるようなことではない。

　これが普ふ通つうに捕つかまって、法の裁きを受けたりしたのであるならば、ロレンも同情することなく自業自得だと思ったことだろう。

　しかしながら、わけも分からないままに大量のアンデッド達に襲しゆう撃げきされ、その餌食になるほどに悪いことだろうかと考えると、即座にそうだとは言い切れないロレンであった。

「来世ではもっといい子に生まれてくるんですよー、ということでロレンさん、状況が落ち着いたらアンデッド達を下げて、楽しい家捜しが待ってます」

「腹の黒さだけなら、奴らといい勝負なんじゃねぇか、ラピス？」

「何を言いますか？　こんなすべすべで真っ白なお腹なかの私の、どこが腹黒いと……ちょっと、ロレンさん？　顔を背そむけてないでこっち見てくださいよ、ほら！」

「うるせぇ！　こんなところで服捲まくんな！　押し付けんな！　放しやがれっ！」

　周囲では、未いまだに助けを求める悲鳴や断だん末まつ魔まが響き続けているというのに、それらを完全にそっちのけにしてロレンの頭を抱きかかえようとするラピスとその束そく縛ばくから逃のがれようとするロレンのじゃれあいが始まる。

　蚊帳かやの外、というわけではなかったがどうやら一いつ旦たん忘れられているらしいことを悟さとったシェーナは、とりあえず呼び出したアンデッド達に周囲の捜そう索さくと掃そう討とうを命じると、二人が自分達のことを思い出すまでと、ロレンのアストラル体の中でしばしの休きゆう憩けいに入るのであった。







「さてさて、楽しい家捜しのお時間ですよ」

　うきうきと顔をほころばせながら宣言するのはラピスであったが、対照的にロレンはげんなりとした表情のまま、元盗とう賊ぞく達たちの野営地であった場所を眺めている。

　時間としてはまだ夜のうちで、周囲は暗闇に閉ざされているのだが、シェーナが呼び出したアンデッド達から逃にげ惑まどう盗賊達が、焚かれていた篝火などを倒したり、食事の用意をしていたのであろう竈かまどを蹴け飛とばしたりしたせいで、あちこちに火の手が上がっているせいで、それなりの明るさが確保されていた。

　その炎ほのおの明かりに照らされた元野営地は、惨さん憺たんたるありさまを晒さらしている。

　とはいうものの、死体の数は驚おどろくほど少ない。

　ほとんどがシェーナがアンデッドを呼び出す材料として回収されてしまったか、あるいは呼び出したアンデッド達の胃い袋ぶくろに納まってしまったかしたせいであり、さすがに飛び散った血などはそのままになっているが、起きてしまった結果からすればかなりましな状況であるともいえた。

　ちなみにそのアンデッド達なのだが、アンデッドナイト達は元野営地だった場所の周囲をうろうろと巡じゆん回かいしており、ゾンビドッグ達は周囲を走り回って生き残りがいたりしないかや、誰かの目にこの惨さん状じようが留まることがないかを警戒している。

「どうすんだよこれ……」

　呼び出したアンデッドの数は、村や小さな町くらいであれば楽に包囲殲せん滅めつしてしまえるくらいの数に上っている。

　二百人近くいた盗賊達をどうにかするために必要な戦力であったということは理解しているロレンなのだが、これでは盗賊団を壊滅させて、代わりにアンデッドの軍団を呼び出してしまったようなもので、脅きよう威いとしては増えた気さえしてしまう。

「元々は、ちょっとばかり被害を与あたえて、細かく分ぶん裂れつさせる程度の話じゃなかったかよ？」

「意外と、やれてしまうものなのだとちょっと感心しています」

〈大だい丈じよう夫ぶですよ、お兄さん〉

　シェーナの声が脳のう裏りに響く。

　ラピスに聞こえることのないその声は、ロレンが抱いている不安を少しでも解消させようと思ってなのか、やたらと明るかった。

〈作り上げた子達は、朝になったら消えますから〉

　シェーナ曰いわく、今回呼び出したアンデッド達は数を揃そろえるためにそれほどきちんとした作りにはなっておらず、時間経過か朝日を浴びることで塵ちりに帰るようになっているらしい。

　それによって、突とつ如じよ一夜にして現れたアンデッドの大群が、どこかの町に被害を及ぼすといったようなことにはならないのだとシェーナは語った。

「ほんとに消えてくれんのかよ……」

　目の前で巨大な盗賊団を壊滅させたアンデッド達が、朝日を浴びたくらいで消えてくれるという言葉を、いまいち信用できないロレンであったのだが、信用できないからといって今現在周囲をうろうろしたり元気に走り回ったりしているアンデッド達を、ロレンの手だけでどうこうすることは無理な話である。

「こいつらが消えてくれたらくれたで、問題がねぇわけじゃねぇんだけどな」

「おや？　何か他ほかに問題でも？」

　ロレンが漏らした呟きに反応したラピスへ、ロレンは新たに抱いた危惧を告げる。

「シェーナが言うには、こいつらは朝になったら消えるらしいんだがよ。そうなると、ここで何があったのか、誰に説明しても信じてもらえねぇだろうなって」

「え？　何を言っているんですか？」

　地面といわずテントといわず、そこらじゅうにぶちまけられている血の跡あとからして、この場所で大量の人間が殺されたということはすぐに分かるはずであったのだが、では誰がそのようなことをしたのか、という点についてはその下手人であるアンデッド達が消えてしまったのでは、説明のしようがないとロレンは考えていた。

　当然ながら盗賊団を一つ壊滅させてしまったのだから、そのことはきちんと冒ぼう険けん者しやギルドに報告しなくては、と思うが故ゆえの考えだったのだが、その言葉を聞いたラピスはロレンのことを一体何を言っているのか全く理解ができないといった様子で見つめる。

「ことの顛てん末まつを、冒険者ギルドなり、どこかの国なりに報告しなきゃならねぇんじゃねぇか？　これだけの人数が死んでるんだし、宿場町だって一つ、駄だ目めになっちまってんだし」

「不思議ですね。一体何があったというのでしょう？」

　とぼけたようなラピスの言葉に、何を言い出すのかといいかけたロレンは、即座にラピスが何を考えているのかを察して、口をつぐんだ。

　まさかそんなことを、と思いながらもラピスから視線を外すことができないロレンに対して、ラピスは心底不思議がるような様子で、首を振りながら胸の前で腕を組む。

「とんでもない惨状です。ここで多数の人死にがあったことは間違いないのでしょうが、理由がさっぱり分かりません。原因を究明しようにも私達は先を急ぐ身。ここは死者には必要なさそうなものだけを失敬して、調査は別の人にお任せしましょう」

「そういう線でいくってぇワケだな？」

「さて、何をロレンさんが言っているのか、私には理解できないですね」

〈お兄さん、お姉さんは一体何を言っているんですか？〉

　理解できないといったシェーナの問いかけに、ロレンは顔を顰しかめつつも説明を行う。

　早い話がラピスは、今夜周辺で起こった一連の出来事を、知しらん振ぷりして通すつもりでいるらしいのだ。

　宿場町が襲撃された理由も、そこからさほど離はなれていない場所で、誰かが大規模な野営地を作っていた理由も、そしてその野営地が突如として現れたアンデッドに襲撃され、壊滅したということも、全すべて知らない振りをする気でいるらしい。

〈そんなの通るんでしょうか？〉

「目もく撃げき者しやも証しよう拠こも、何も残ってねぇからなぁ……」

　宿場町の方は盗賊達の手によってほぼ全ぜん滅めつさせられており、死体のほとんどは焼かれた宿場町と一いつ緒しよに灰になってしまっているはずだった。

　そんなことを行った盗賊達は、襲撃してきたアンデッド達によって殺され、新たなアンデッドを呼び出すための素材として消費されたか、あるいはアンデッド達のえさとしてその腹の中に消えてしまっている。

〈ほんとです。誰も目撃者がいません！〉

「俺らが口閉ざしちまえば、真相は闇の中ってな……まぁ確実を期すってんなら、俺の口でも塞ふさいどくか？」

「ロレンさん、何怖いこと言っているんですか？　それよりさっさと品定めして、もらえるものをもらってここから立ち去りませんと」

　恐ろしいことをさらっと口にするラピスである。

　ただその言葉の中には一理ある部分もあって、ロレンは溜ため息いきを吐き出しながら手招きをしているラピスに応じて野営地の中を歩き出す。

　なにせ、盗賊達が野営していた場所というのは、彼かれらが襲おそって壊滅させた宿場町からそれほど離れていない場所なのだ。

　宿場町というものは、街かい道どうを旅する者達が宿を求めた足を止める場所であり、ロレン達の他に、誰かがそこを目指して歩いていたとしても何もおかしくはない。

　そんな旅人が、燃え上がっている宿場町を見ればどうするか。

　そのまま引き返してくれるならば問題にはならないが、多少腕に覚えのある冒険者達が来たりして、引き返す前に情報収集でもしていこうと考えたりすれば、こちらも焼けている盗賊達の野営地跡などすぐに発見されてしまうことだろう。

　そうなれば、そこにいるロレン達も発見されることとなり、もしかすれば一体ここで何が起きたのか説明を求められるようなことになるかもしれない。

　そうなれば、答えに困るのはロレン達である。

　まさか正直に、死の王の力を使ってアンデッドを使し役えきし、盗賊達を壊滅に追いやりました、と言えるはずがないからだ。

　そんなことを口走れば、下手をすると次に討とう伐ばつ対象として冒険者ギルドの依頼の中に名前が載のるのはロレン達、ということにもなりかねない。

　なんだかんだいって、そのくらいのことはきちんとラピスも考えているのだな、と思うロレンに、ラピスは全く異なることを言った。

「他の人にここを見つけられてしまったら、取り分が減ってしまうんですよ！」

「俺にゃお前の方がより盗賊っぽく見えてきた」

「なんてことを言いますか！　私はただ、原因不明で人のいなくなってしまっている野営地から、有益な物を回収しましょうと提案しているだけのことです」

　白々しいにもほどがあると思わなくもないロレンなのではあるが、確かにラピスがいうように他の誰かがここへやってきて、自分達の取り分が減らされるというのは面白おもしろい話ではない。

　元々は名前も知らないどこかの誰かの財産ではあるのだろうが、それらは盗賊の手に渡わたった時点で誰のものやら分からない状態になっている上に、宿場町にあったものであるならば、その持ち主は大体が死んでいるので、返へん却きやくすることもできないはずだった。

　ならば、自分達で有効に使おう、という考えはそれほど酷くはないだろうと思ってしまう。

「食料品とか衣類関係は嵩かさ張ばるだけなので捨てていきましょう。いるかどうか分かりませんが、若い女性とかいても連れて帰っちゃだめですからね？」

「やらねぇよ」

「いいことです。狙ねらい目めは貴金属とか宝石の類。現金もあれば回収したいですが、銅貨は止めておきましょう」

「お前、完全にそれは盗賊の言葉だからな？」

　燃えているテントを蹴けり倒たおし、中に収められている荷物を漁あさりだすロレンとラピス。

　盗賊とはいえ組織を運営するためには、食料や衣服、雑貨といったものが必要となるのだが、それらは全て盗とう品ひんである。

　盗賊達からしてみれば必要不可欠な物だったのかもしれないが、現状のロレン達からしてみればわざわざ運び出すほどのものでもない。

「襲った先ってのが村やさっきの宿場町くらいのもんだとすりゃ、貴金属ってのも望のぞみ薄うすだろうな」

　売れば多額の現金となる貴金属や装そう飾しよく品ひんの類というものは、盗賊達からしてみても、食指が動くであろう獲え物ものではあるのだが、農村や宿場町に住む者達からしてみれば、逆にそのような食べられもせず、使い道もないものをわざわざ入手するような意味はない。

　だからこそそちらもあまりないだろうと考えるロレンの推測を裏付けるように、ラピスが次から次へとひっくり返すテントや荷物の中身からそれらの物はほとんど出てこなかった。

　自分達の体などを着き飾かざるような趣しゆ味みも余よ裕ゆうもない農村や宿場町の住民達から巻き上げた荷物なのだから、当然といえば当然の結果なのであるが、ラピスは落らく胆たんの色を隠かくせない。

「現金くらいはあるんでしょうかねぇ？」

「そりゃ、ちっとはあるだろうさ」

　そちらもあまり望みはないだろう、と思っているロレンである。

　農村部において現金とはせいぜいが銀貨程度が流通しているのが関の山で、金貨にお目にかかれることはほとんどない。

　また宝石については農村部においては無用の長物である。

　宿場町でもほとんどの商あきないのやりとりは銀貨で行われる程度で、金貨を多数必要とするような大きな商いはほとんどないはずだからだ。

　つまり、今回壊滅した盗賊団の主な獲物は食料品や雑貨、或あるいは銅貨を主体としたいくらかの現金、それにもしかすると連れ去られた人間そのもの、という線が濃のう厚こうなのである。

　人間については、見つけても困ってしまう状況ではあるのだが、見つかることもないだろうとロレンは考えていた。

　何せこの野営地を壊滅させたのはアンデッド達なのである。

　シェーナが呼び出したアンデッド達はロレン達のことは認にん識しきしており、襲いかかってくるようなことはなかったものの、その他の人間についてはそれが盗賊なのか、哀あわれな農民達なのか、区別できるようには思えなかった。

「うわー。これ銅貨だらけですよロレンさん。銅貨ばっかりこんな沢たく山さんあっても、持ち運ぶのに困るだけじゃないですかねぇ？」

　一応は目当ての物を見つけたらしいラピスの声が聞こえてくるのだが、やはりロレンの予想通りであったらしい。

　次に獲物にありつけるのがいつになるのか分からないような盗賊達ならばいざ知らず、まさかラピスがその大量の銅貨を連れてきたロバに積み込んで、持ち帰ったりはしないだろうと考えていたロレンの耳に、少しばかり焦ったようなラピスの声が飛び込んでくる。

「ロレンさん！　これちょっと見てください！」

「なんだってんだ？　そんな驚くようなもんがここに転がってるわけがねぇじゃねぇか？」

　いくつ目かのテントをひっくり返し、中身を物色しているラピスの所へ歩み寄りながらそんなことを言ったロレンだったのだが、ラピスが指差しているものを見て動きが止まる。

　それは、大きな箱であった。

　おそらくそれは衣類などを入れて持ち運ぶためのもののようにロレンには見えたのだが、ラピスが物色するために開いた蓋ふたの向こうにあったのは衣類などではない。

　確かに多少の衣類が詰つめ込こまれていたのだが、その衣類に包まれるようにして、意識を失った状態で体を丸めている者があったのだ。

　肩口までかかるさらさらの金きん髪ぱつ。

　抜けるような白い肌はだと、簡素な作りをしている緑色の上下。

　歳としの頃ころならば、十歳前後くらいのように見える小さな子供。

　整った顔立ちは男の子とも女の子とも、どちらと言われても不思議がないような顔立ちであり、盗賊達が攫さらってきたのも無理はないだろうと思わせる。

　だが、ロレンが一番驚いたのはその子供の耳が、以前に白銀級の冒険者のパーティの中にいた射手の女性の耳のように、長く鋭するどく尖とがった形をしていたことだった。

「エルフ？」

「そのようですね。これはまた、面めん倒どう事の予感がします」

　見なかったことにして蓋を閉めるわけにもいかず、だからといって連れて行けばそれはそれでまた何かの面倒事を招き寄せそうな気がする存在。

　よりにもよって、こんな所にいてくれなくてもいいものをとロレンは天を仰あおぎ、ラピスは苦く笑しようを漏もらしながらどうしましょうとばかりにロレンを見るのであった。







第三章　離脱から休息する







　結局の所、盗賊達の野営地跡から得られたものは、小さな袋ふくろ一いつ杯ぱいくらいの銀貨に安っぽい装飾品がいくつか。

　それに高そうな酒類が何本かと多少の食料くらいなものであった。

　苦労した割には実入りが少ないと、文句を垂れるラピスであったのだが、ロレンからしてみれば一体どこにどれだけの苦労があったのか、よく分からない。

　むしろ苦労という点からするならば、これからの方がより多いのではないかとすら思ってしまう。

　その原因が、ロバの首に抱だきつくような形で背中に乗せられているエルフの子供の存在であった。

　子供、と一口にいってしまっても外見がそう見えるというだけで実際にどのくらいの年ねん齢れいなのか分かったものではない、と思ったロレンだったのだが、ラピスがいうにはエルフとは一定の年齢までは人間と同じように成長し、そこから先になると外見に変化が現れなくなり、長い間若い外見のままで生き続ける種族であり、子供から大人へと変わる間については見た目通りの年齢であると考えていいらしい。

　逆にどんなに若く美しいエルフであっても、下手をすると自分の十数倍生きている可能性があるので、コナをかけるときは注意するように、とのことであった。

　エルフにコナをかけるようなことがこの先あるのかどうか、ロレンには分からなかったのだが、いちおう知識としてはありがたく受け取ることにしている。

「しかしこの子、なんでまた盗賊の野営地の、しかも箱の中なんかにいやがった？」

　ロバの轡くつわを取りながら、ぼやくようにいうロレンに、ラピスは答えを返さない。

　いかに知識の神に仕えている神官であっても、やはり分からないことは分からないようであった。

　見た目からして、男の子なのか女の子なのか、判別が非常に難しいエルフの子供であったのだが、その判別はラピスがいとも容易たやすくあっさりと行っている。

　方法はといえば、とりあえず野営地からロバのいるところまでロレンが背負ったそのエルフの股こ間かんに、ロレンの手首を掴つかんだラピスがえいやとばかりにロレンの手を押し付けたのであった。

「どうでした？」

「手前ぇ……男の子だった」

　いとも容易く行われたえげつない行こう為いに、ラピスは気にした様子もなくしれっとした顔で尋たずね、ロレンは思わずラピスを罵ののしりかけて自制し、掌てのひらの感かん触しよくからした判別結果を告げる。

「おや、男の子でしたか。彼らもまたどうしてエルフの男の子をわざわざあんな所に……まぁそういう趣味も世界には存在しているようですから、需じゆ要ようと供給が存在していてもおかしくはないのですけれども」

「いきなりやるんじゃねぇよ。それに男だったからまだ俺おれが凹へこむだけで済むが、女だったらどうするつもりだったんだ？」

　いくら顔立ちが整っていようが、まだ子供の外見であろうが、掌から伝わるソレの感触が不快であることに変わりはなく、しかめっ面つらになるロレンではあったのだが、これが少女であった場合はさらに酷いことになりかねない。

　年とし端はのいかぬいたいけな少女の股間に手を差し込んだ、という事実が自分に与える精神的なダメージを考えると、ぞっとしてしまうロレンであった。

「その場合はラッキーだったということで」

「ラッキーじゃねぇよ、この性しよう悪わる魔ま族ぞく！」

　自分の手でやれ、と思うロレンなのであるが、やらせたならやらせたで、少女の股間に手を突っ込む美少女、もしくは、少年の股間に手を突っ込む美少女と、字じ面づらだけでもやばいものが現実の光景として出現することになり、それはそれで危険な気もしてくる。

　結局、まぁ被ひ害がい者しやが自分と意識の無い相手だけなのであれば、それはそれでもういいかと諦あきらめる辺り、お兄さんも随ずい分ぶんとお姉さんの行動に染まってきたのではないかと思ってしまうシェーナなのだが、もちろんそんな言葉をロレンに伝えるような愚ぐは犯おかさない。

「で、どうすんだよこの子？」

　移動は日が明ける前に開始された。

　その場に留まっていたのでは、誰かの目につく危険性が増えるとラピスが判断したせいで、その判断にはロレンも異を唱えていない。

　見られたり問われたりしようものならば、後ろめたさがありすぎて、自分ではとても隠しきれないと考えたせいである。

　ラピスならば、さらりと知らない振りをして、その嘘うそをつきとおせたのかもしれないが生あい憎にくとロレンはそれほど器用に言葉を扱あつかえなかった。

「あの場に放置する、ということを考えなかったわけではないんですけどね」

　ロレン達たちがその場を後にしても、呼び出したアンデッド達はあの野営地跡に留まっている。

　シェーナの言葉を信じるのであれば、朝日が昇のぼるまでは彼らはそこに存在しつづけ、やがて朝日が昇れば塵と消えるはずであるのだが、そんなところにエルフの少年を放置していけば、速すみやかにアンデッド達は生命溢あふれるそのエルフを己おのれの糧かてとして食くい尽つくしてしまったことだろう。

　そういった処理の仕方を選ばなかった、ということはラピスには何らかの考えがあるのだろうと考えたロレンだったのだが、ラピスがロレンの問いかけに返した答えはあまりはっきりとしたものではなかった。

「なんとなく、なのですが。これからエルフの集落がある森に行こうとしている矢先にエルフに出会ったこと、というのが引っかかりまして」

「験げん担かつぎみてぇなもんか？」

「まぁそんな感じなのでしょうか？」

「別にエルフを殺したら、エルフに呪のろわれるってわけでもねぇんだろ？」

「その場合でも、呪われるのはあそこにいたアンデッドということになるんですが」

　さらっと酷いことを口にしてロレンの気分を暗くするラピスだったのだが、それに対する自己フォローというわけでもないのだろうが、続けてエルフの少年を見捨ててこなかった理由の説明を始める。

「どのような事情があったとしても、あの状じよう況きようからしてこの子が自分の意思であそこにいたとは考えにくいですからね。そうしますと考えられるのは拉ら致ちくらいなもので。きっとこの子の家族なんかは心配しているんじゃないかと思うんですよ」

「ちっとは情のあるような話もできんじゃねぇか」

　そんなエルフの所にいなくなった子供を連れて帰ってやれば、悪いようにはされないだろうという打算が働いていたとしても、そこで行われることは悪いことではない。

　これが、エルフの少年をえさにして仲間のエルフをおびき出し、捕ほ縛ばくしてどうこうという話にならなくてよかったとロレンは胸を撫なで下おろす。

　盗賊団がどのようにしてエルフの子供を攫ったのかは分からないが、わざわざここまでつれてきたからには、どこかに売り飛ばす算段でもしていたのかもしれない。

　見目のいいエルフはさぞかし高値で売れるはずで、ならばもう少し育ったエルフならばもっといい値で売れるのではないかとラピスならば言いかねないと考えるロレンへ、ラピスがかなり険しい視線を向ける。

「その様子ですと、何か酷いことを考えていましたね？」

「自分の胸に手ぇ当てて考えてみろ」

「いくら私でも、その少年に集落の場所を吐はかせて、子供を助けた振りをしつつ内部に侵入し、内側から集落をそっくり手に入れようとか、考えませんからね！」

「考えてんじゃねぇか……」

　しかも想像よりやや酷いことをと思うロレンに、ラピスはそれらが全て冗じよう談だんであると笑いながら手を振ふって見せる。

　そんな会話をしながら、街道近くを街道に沿って歩くロレン達だったのだが、エルフの少年が目を覚ましたのは、夜が明けて少しばかり日が高くなりつつあるような時間。

　エルフの少年がロバの背中に揺ゆられている状態で目を覚まし、眠ねむそうな目をこすりながら体を起こしてまず最初に行ったことは、悲鳴を上げることであった。

「ん？　おい、なんかいま甲かん高だかい悲鳴が聞こえなかったか？」

　尋ねたロレンの目の前には、地面に胡坐をかくような格好で絶命しているオーガの姿がいくつもある。

　街道沿いを歩くロレン達の目的は元々が出しゆつ没ぼつする魔ま物ものを討伐し、その討伐部位を集めてカッファの街の冒険者ギルドから討とう伐ばつ報ほう酬しゆうを貰もらうということであったのだが、ちょうどエルフの少年が目を覚ます前に遭そう遇ぐうしたのが、どこから流れてきたのやら、人を食う大おお柄がらな鬼おにであるオーガの一団だったのだ。

　その力は人間の数倍以上に達し、技量はないもののその腕わん力りよくが放つ攻こう撃げきは、下手な盾たてや鎧よろいでは防ぎきれるようなものではない。

　一いつ般ぱん的てきな銅級の冒険者のパーティでは数体も出れば全滅を覚かく悟ごしなければならないような相手であり、数によっては黒鉄級の冒険者のパーティでも手こずるような魔物である。

　それが十体ほど。

　到とう底てい銅級の冒険者がなんとかするような相手ではないはずであるのだが、これをロレンとラピスは二人がかりで、大した被害を受けることもなく討伐しきってしまっている。

　エルフの少年が目を覚ましたのは、倒たおしたばかりのオーガの死体からロレンとラピスが討伐証明部位や、素材となる体の一部を切り取っている、まさに真っ最中だったのだ。

「え？　どこかの旅人に目もく撃げきでもされました？」

　両手から真っ赤な血を滴したたらせつつ、刃やいばの厚いナイフでもってオーガの死体から牙きばや角を抉えぐり取とっていたラピスがロレンの声に気がついて顔を上げる。

　その周囲には無残に角や牙を抉られ、全身が血だらけになっているオーガの死体がいくつも転がっており、それを目撃したエルフの少年は、悲鳴を上げ続けながらロバの背中から地面へと転げ落ち、這はいずりながらその場から逃にげ出だそうとし始めた。

「こらこら、どこに逃げようというんですか？」

　這いずるエルフの少年の背中を、すっと間合いを詰つめたラピスが踏ふみつける。

　それは別段、エルフの少年に酷い目を見せてやろうという意図があったわけではなく、腕うでまくりをしながらオーガの解体を行っていたラピスの両りよう腕うでは肘ひじの辺りまで血にべったりと染まっており、そんな手でエルフの少年の体に触さわるわけにはいかないだろうとまで考えて、仕方なくの行動であった。

　ただ傍はた目めから見ればそれは、泣なき喚わめきながら這いずって逃げようとしているエルフの少年を踏みつけて逃がさないようにしている血に塗まみれた少女の図である。

　あまりに凄せい惨さん過ぎて、ロレンも思わず自分が担当していたオーガの解体の手を休めて、少年を助け起こしてやろうと手を差さし伸のべたのだが、当然その手も血塗れであり、エルフの少年の上げる悲鳴の音が一段階高く大きくなってしまう。

「ちょっとうるさいですよ？」

　どうしたものかとおろおろするロレンとは反対に、ラピスは落ち着きはらった様子で、エルフの少年の背中を踏みつけている足にわずかに力を込める。

　その軽い力でも、エルフの少年は小さな呻うめき声ごえを上げ、なんとかその足の下から逃れようともがいたのだが、一向にそこから逃れられるような気配はなく、しばらくもがいた後に諦めたようにぐったりと手足を地面の上へと投げ出してしまった。

「ロレンさん、ちょっと先に手を洗ってこの子の面倒を見てもらえませんか？　私は解体作業を続行しますから」

　言われたロレンはあらかじめ用意してあった皮かわ袋ぶくろの中の水を使って手に付いた血と脂あぶらを洗い流すと、手を振って水すい滴てきを飛ばし、乾かわかしてからラピスがそっと足をどけたエルフの少年を抱き起こして、またロバの上へと座すわりなおさせてやる。

「そんな怯おびえてくれんなよ。俺らいちおう、お前を助けたことになるんだぜ？　自分が何に拉致されて、どんな待たい遇ぐうだったかくらい覚えてんだろ？」

　言ってから、果たして自分の言葉はこのエルフの少年に通じるのだろうか、という疑問をロレンは抱く。

　以前面識のあった白銀級冒険者のパーティメンバーであったニムのようなエルフは、きちんと人族の言葉を習い、会話が通じる相手であるのだが、人里に出てこないエルフの中には独自の言語体系を持つような者達もおり、場合によっては会話が成立しないこともあるのだと、聞いた覚えがあったからだ。

　果たして彼の場合は、どうなのだろうかと思うロレンの目の前で、最初は怯えるような目でロレンを見ていたエルフの少年が、少しずつ自分が置かれている状況や、意識を失う前のことを思い出し始めたのか、ゆっくりとではあったが顔から恐きよう怖ふの色が消え始め、それを見たロレンはそっと安あん堵どの息を吐く。
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「助けて……くれたの？」

　少年が呟つぶやいた声に対してロレンはなんと答えたものか迷う。

　そうじゃないと答えれば、再び少年を怯えさせることになるのは明白である。

　だが、そうだと答えた後で、ラピスが何をするか分からない状態では下手に肯こう定ていしてしまうのも不味まずいような気がして、ロレンはまだ解体作業を行っているラピスの方をちらりと見れば、ラピスはその視線に気がつきつつも顔をロレンの方へ向けようとはせず、作業の手を休めないままにこくりと一つ頷うなずいてみせた。

　どうやら対応は自分に一任してくれるらしい。

　そう見てとったロレンは、答えが返ってこないことに、不安げな表情を見せ始めたエルフの少年を安心させるようにゆっくりと答えた。

「あぁ、助けた。あの盗賊達に捕まってたお前を助け出してきた。俺がロレンで、あっちの神官がラピスってんだ。俺らはこれから〈黒の森〉とやらまで行くんだが、お前は黒の森のエルフか？」

　ここで違ちがうとでも言われようものならば、かなり面倒なことになるのだがと思いながら尋ねたロレンに、エルフの少年はこくりと頷いてみせた。

「ボクのいた森は、人族達からそう呼ばれてた。村まで来る行商人さんから教えてもらった」

　どうやらこのエルフの少年がいた集落というものは、人族とある程度の交流がある集落であったらしく、会話の方も問題なく行えた。

　これならば大丈夫そうだと考えたロレンは、オーガの解体作業を黙もく々もくとこなしているラピスが耳だけを自分達の会話に集中させているらしいことを感じつつ、エルフの少年から必要と思われる情報を聞き出すために、さらに会話を続けるのであった。







　エルフの少年はフィーユと名乗った。

　そのフィーユから必要と思われる情報を聞き出すのに、ロレンはほぼ半日という時間を費やしたのである。

　まず名前を聞き出すだけでもそれなりに苦労したのだが、フィーユ自身が幼いせいなのか話が要領を得なかったり、記き憶おくが飛んでいたりしていたせいで聞いているロレンの方もだんだんと情報があやふやになったりしたせいだ。

　しかしながらそこは、傍かたわらにいて黙だまって二人の会話を聞いているラピスが、筋道立てて順番に情報を整理してくれていたので、話しつかれたフィーユがロバの背中の上で眠りに落ちたころには大体必要な情報が集まっていたのである。

　それによれば、フィーユは黒の森と呼ばれる森の中にあるエルフの集落の一つに住んでいたエルフであり、年齢は十歳。

　友人達と森の中で、木の実や薬草といったものを採取する仕事の手伝いをしている最中に誤って森の外がい縁えん部にまで足を延ばしてしまい、そこで運悪く近くを通りかかった複数の人相の悪い男達に追われることになったらしい。

　男達は発見したエルフの子供達をなんとか一いち網もう打だ尽じんにして、連れて行こうと考えていたようなのだが、あまりに手て際ぎわが悪く、捕つかまえるべき子供達の大半を死なせてしまい、残りはほとんど取り逃がしてしまったのだ。

　そんな中で唯ゆい一いつ捕まったのが、転んで足を挫くじいたフィーユであったというわけである。

　捕まったフィーユは手足を縛しばられるとそのまま、男達に担かつがれて一日ほどの行程を運ばれ、あの野営地に運び込まれ、すぐにあのロレン達がフィーユを発見することとなった箱の中に放ほうり込こまれてしまったらしい。

　これからどうなるのかと不安に思うフィーユだったのだが、泣なき疲つかれて睡すい魔まに襲われ、そのまま眠りに就ついてからは、何も見ていないのだという。

　運が良かったのか悪かったのか、なんともいえない話であると思うロレンであったが、意識を失っていたことに加えて箱の中にいたおかげで、あのアンデッドの大群にも見つかることがなく、命が助かったのであるから致ち命めい的てきに運が悪いというわけでもないようである。

「とりたてて、面白い情報もなかったですね」

　ロバの首に抱きつくようにして眠っているフィーユを見ながら、ラピスが得た情報に対してそんな感想を漏らすが、当の本人からしてみれば死ぬか生きるかの瀬せ戸と際ぎわのような状況の話であったはずで、面白いか面白くないかはこの際関係がないとロレンは思う。

　ただ、このままフィーユを連れて黒の森に入るというのは、どうにも危ないように思えて、そのことをラピスへ告げるとラピスは顔に疑ぎ問もん符ふを浮うかべてみせた。

「何故なぜ、私達が危ないと？」

「子供達を殺したり、攫った奴やつらの仲間だと思われるかもしれねぇだろ」

「攫った人達がわざわざ子供を返しに来るわけがないでしょう？」

「そりゃそうなんだがよ」

　冷静に考えればラピスのいう通りなのであるが、誤解とはえてして状況から勝手に生まれてくるものであり、いなくなった子供達のうちの一人を連れまわしている人族という情報から、一連の出来事の犯人に違いないという短たん絡らく的てきな予想をされるということは、そう珍めずらしいことでもないとロレンは思うのだ。

「まして相手はエルフだしよ」

「それはまぁ、可能性はありますねぇ」

　犯人として疑われなかったとしても、子供をダシにして集落に入り込んで何かしようとしているとか、謝礼目的で子供を届けに来たのだろうとか、色々と想像されはするかもしれないが、何故かそういった予想の中には不思議と善意で子供を届けに来た、というものが含ふくまれていないことが多いということをラピスもなんとなく理解している。

「エルフは変なのが多いですからねぇ」

「エルフも魔族にゃ言われたくねぇと思うぞ」

　ちくりと刺さすようなロレンの言葉に、さすがにむっとするラピスであったが心当たりが全くないとまで言う気はないのか、反論は返って来なかった。

　そんなことをしつつ、一日分の行程を特に目立った出来事もないままに歩き切ったロレン達は、その日の夕ゆう方がた頃ごろには黒の森に一番近い所にある街へと到とう着ちやくしたのである。

「ちょっと情報不足でしたね。まさかこちらの街に冒険者ギルドの出張所があるなんて思ってもいませんでした」

　街へ入ったロレン達が宿を取るより先に行ったのは、偶ぐう然ぜん見つけた冒険者ギルドの出張所へ、これまでの道中で手に入れた魔物の討伐証明部位と素材を納めることであった。

　フィーユが意識を取とり戻もどした時にロレン達が解体していたのはオーガ十体だったのだが、それ以前にもちらほらと遭遇した魔物を狩かっていたロレン達である。

　その量はそれなりのものになっており、黒の森の中へ入る前に処理してしまおう、と考えたのであった。

「こっちで精算までしてくれんのかよ？」

　ロレンがロバから下ろしてきた荷物を出張所の受付カウンターの上へと置けば、その血が滲にじんで見るからに物ぶつ騒そうな荷物を、笑え顔がおを崩くずすことなく受け取った受うけ付つけ嬢じようが、首を横に振って見せた。

「ここで行うのはあくまでも査定とお預かりです。証明書を発行いたしますので、拠きよ点てんとされている街の冒険者ギルドにてお金をお受け取りください」

「なるほどね」

　多少面倒ではあるし、本当に戻った先の冒険者ギルドで換かん金きんしてくれるのだろうかと不安になるシステムではあったが、それでも荷物となる物を延々持ち歩かずに済むというのは助かる話である。

　おまけにそこの出張所も、カッファの街の冒険者ギルドのようにギルドの受付と酒場が併へい設せつされているような作りとなっており、ロレンは背後できょろきょろと周囲を見回しているフィーユを指差しつつラピスに言う。

「こっちの処理は俺がやっとくからよ、ラピスはあいつになんか食わせてやれ。たぶん、しばらくろくなもん食ってねぇだろ」

　拉致られて縛られて、閉じ込められていたというフィーユがまともな扱いをされていたとは考えにくい。

　幼い子供にとっては一回か二回でも食事を抜ぬかれるという行為は非常に辛つらいもののはずであり、そこを気にしてのロレンの言葉に、ラピスは素す直なおに頷くとフィーユを促うながして酒場の方へと歩き去っていった。

　酒場、と名前はついているものの普ふ通つうは食事と酒を提供する場所であり、フィーユのような子供でも食べられるものはあるだろうと思いながら二人を見送ったロレンは、ロレン達から受け取った荷物の中身を受付カウンターの向こう側で広げながら、その査定を行っていた受付嬢が珍しいものを見たような目でロレンと同じく二人を見送っていることに気がつく。

「なんか珍しいもんでも見えたかい？」

　世間話でも持ちかけるような気楽さで、ロレンがそんな風に尋ねてみると受付嬢は客であるロレンの仲間をじっと見つめてしまっていたことに気がついて、恥はずかしそうにうつむきながらも一つ首を縦に振ってみせた。

　エルフという存在が珍しいのか、とも思ったロレンなのだがその街はエルフが住んでいるという黒の森のすぐ近くにある街であり、人と交流のあるエルフもいることを考えるとエルフが珍しい、というのは妙みような話のような気もする。

「俺の連れか？　あんな若さであの容姿で、何も神官なんて道に進まねぇでも他ほかにいくらでも、なんにでもなれそうなもんじゃあるんだがな」

　おそらくは受付嬢の視線を引き付けた理由としては違うものなのだろうと考えた要素を、何気なく口にしてみせたロレンへ、受付嬢は今度は首を横に振った。

「お連れ様も綺き麗れいな方ではありますが……不ぶ躾しつけにすみません。エルフの子供を連れていらっしゃったので……思わず見てしまいました」

　ぺこりと謝罪のために頭を下げる受付嬢であったが、気にするなとばかりに手を振りながらもロレンは、少し前に違うだろうと思っていたことが実はそうだったという話を、どういうことなのだろうかと考えながら話を続ける。

「この街は黒の森のすぐ近くなんだろ？　エルフなんて見慣れてんじゃねぇのか？」

「えぇ、少し前まではそうだったんですが」

　少し前、という言葉にロレンは不ふ穏おんな響ひびきを感じてしまう。

　つまりはやはりこの街でエルフの姿を見ることはそれほど珍しい話ではなかったらしい。

　しかしそれが、少し前からぱったりと姿を見せなくなってしまったということだ。

「森で採れたものや、木工品なんかを商いに、頻ひん繁ぱんというほどではないんですがエルフ達が森から街に出てくることはよくあったんです」

「それがその少し前くらいから出てこなくなっちまったってことか？」

「それだけじゃありません。エルフ達と商いをしていた人達が、ぱったりと姿を見せなくなったエルフ達を心配して、護衛を雇やとって何人かが森に入っていったんですが……」

　ここで受付嬢は手を口に当て、ロレンを手招きする。

　あまりおおっぴらに口にしたくないことなのだろうと、カウンターの上へと身を乗り出したロレンの耳元へ、手を当てた口元を寄せた受付嬢はぼそぼそと小さな声で囁ささやいた。

「戻ってきた人がいないんです。まだ二日か三日くらいの話ですし、黒の森というのはかなり広い森ですので、調査中なのかもしれないとは思っているのですが」

　しゃべりながらも受付嬢の作業をしている手は休んではいない。

　討伐証明部位の数を数え、素材を種類ごとに並べてひとまとめにし、その数と評価額をさらさらと手元の書類へと書き連ねていく。

「あまり長い間戻ってこないとなると、彼かれらを捜そう索さくするための依い頼らいを出張所名義で出さなくてはならないかとも思うのですが、私どもは規模の小さな出張所でして、それほど金銭に余裕もなく、まずは近くのギルド支部に判断を仰ごうかなとも」

「そいつはまぁ、色々と心配な話だな」

「全くです。あまりアテにできる冒ぼう険けん者しやさんもいないんですよ、ここ。規模が小さいから利用する冒険者さんも少ないんです。どこかの親切な冒険者さんが、様子見とかしてきてくれると助かるんですけどね」

　ちらりと様子を窺うかがうようにロレンを見る受付嬢に、ロレンは苦笑で応じる。

　フィーユを除けばロレンとラピスの二人しかいない冒険者のパーティがオーガ十体分もの素材を持ち込んだとなれば、その冒険者はかなりの実力者であるということくらい、すぐに分かってしまう。

　階級こそ銅級ではあるのだが、普通の腕うで前まえの銅級冒険者がたった二人で倒せるような獲物ではないからだ。

　ならばその腕の良さそうな冒険者が、何か起きているのかもしれない黒の森の様子を見てきてくれないかなという期待のようなものを受付嬢は持っているのかもしれなかったが、ロレンからしてみれば、どう評価されても興味はないが、タダ働きというのは引き受ける気の全くしない話である。

「依頼が出てりゃ、誰だれか受けてくれんじゃねぇかな」

「状況がはっきりしないと、どのくらいのお金を依頼にかけていいやらでして」

「調査依頼をするための調査っていうわけか。まぁ気が向いて、金の折り合いがつくなら受けてみてもいいかもしれねぇが、なんせ相棒持ちでね。俺一人で決められる話でもねぇんだ」

「それもそうでしょうね。はい、査定終わりました。こちらが証明書になります」

　試ためしに言ってみただけ、とでもいうような雰ふん囲い気きで話を打ち切るかのように受付嬢がロレンへ、査定の結果を記し、それが間ま違ちがいのないことを示す出張所のサインの入った書類を差し出してくる。

　礼を言ってからそれを受け取り、ラピス達の所へと歩き去ろうとしたロレンの背中に、受付嬢がそっと小さな声で呟いた。

「受けていただけるのでしたら、少し色をつけますよ？」

　ロレンが肩かた越ごしに振り返れば、にっこりと笑う受付嬢がちょいちょいと依頼を張り出すための掲けい示じ板ばんを指差している。

　そこに受付嬢がいうような依頼が張り出されていないことは、少しばかり遠目から見るような形になっているロレンには分かっていたのだが、どうやらこれから張り出されるらしい。

「そんときゃ頼たのむわ」

　あくまでも気の無い振りをして、そう言い放ってからラピス達が座っている席へと歩いていくと、そこではシチューにパンにサラダといったメニューを、むさぼるように口へと運んでいるフィーユと、ロレンの方をニコニコと笑いながら見ているラピスの姿があった。

「お帰りなさい。どうでしたか？」

　いわれたロレンは、求められているものとは違うだろうと思いながら受付嬢から受け取った、持ち込んだ素材や部位の査定が書き込まれている書類を差し出す。

　何も言わずにその書類を受け取ったラピスはざっとそこに書かれている情報に目を通すと、すぐにその書類を懐ふところへとしまいこむ。

「これはまぁこれとして」

　もっと別なものも出せ、というようなラピスにロレンは自分が座るための椅い子すを引いて、そこに腰こし掛かけながら、受付嬢から得た情報をラピスに伝え始めるのであった。










　結局その日は宿を取り、体を休めることになったのだが、部屋を取る段になってフィーユの扱いをどうするかでロレンは迷うことになる。

　最初は、多少金はかかるものの、三人いるのだから三つ部屋を取ればいい、としか思っていなかったのだが、そこでフィーユを一人だけ部屋に入れてしまうというのはどうなのだろうと思ってしまったのだ。

　フィーユはエルフではあるが、わずか十歳でしかない。

　年端の行かぬ子供を一人にする、ということはあまり良いこととは思えなかったのだが、ならば自分と同じ部屋にしようとして、何故だか背後から突つき刺ささる視線を感じてロレンは振り返る。

　そこは宿屋の一階で、大たい概がいの宿屋がそうであるように宿しゆく泊はく客きやくに食事を提供する場所になっていたのだが、そこに詰めている客達からの視線のようであった。

　敵意とか殺意とか、そういう類の視線でないことはすぐに分かったのだが、では一体どんな目を向けられているのだろうかという点についてはロレンはすぐには理解できない。

　それでもなんだか周囲の、特に女性の冒険者からの視線が冷たいような気がして、首筋を撫でるロレンへ、ラピスがそっと囁く。

「これはたぶんなのですが……フィーユさん、女の子だと思われているのではないでしょうか？」

　言われたロレンは自分の隣となりで、自分を見上げるようにしているフィーユの姿を見下ろしてみる。

　エルフは基本的に美男美女が多い種族として知られているのだが、そんな中でもフィーユという少年は、華きや奢しやな体格に中性的な容よう貌ぼうで、ぱっと見ただけでは男性女性のどちらなのか判別が付き辛づらく、じっと見てみたとしても女の子ではないかと思ってしまうような顔立ちをしていた。

　つまりこれは、傍はたから見ると少女を自分の部屋に連れ込もうとしている、というように見られてしまってもおかしくはないのだということに遅おそまきながら気がついたロレンは、それならばフィーユをラピスの部屋に放り込んでしまおうかと考えたのだが、これについてはラピスが難色をしめす。

「見た目はともかく、フィーユさんは男の子です」

「そりゃまぁそうだな？」

「嫁よめ入いり前の娘むすめが、男性と二人っきりで一夜を明かすなんて！」

「……あ、はい」

　その一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくはなんだと騒さわぎ立たてるラピスを一いつ旦たん無視して、どうしたものかとロレンは頭を捻ひねる。

　自分と一いつ緒しよでは周囲の目が冷たく、ラピスと一緒にしようとするとラピスが嫌いやがる、となれば取れる選せん択たく肢しは一つしかない。

「三人一緒に大部屋ってぇのは？」

「なんだ、あんたら家族連れだったのか？」

　そんな風に尋ねて来たのは、宿屋の主人である。

　中年の男性である宿屋の主人にそう尋ねられて、ロレンは改めて自分の連れの構成を考えるのだが、人族である自分と、魔族であるラピスと、エルフ族であるフィーユとで家族とまとめられてしまうことには、なんだか混こん沌とんとしたものを感じずにはいられなかった。

「そんなんじゃねぇんだが。まぁ色々とあってな。詮せん索さくしねぇでくれると助かる」

「五人用の大部屋貸切なら、一泊ぱく二食付で銀貨三枚、前金だ。お湯と布の追加手配は別料金になるからな？」

　家族連れでないならば、と宿屋の主人は気を利きかせたつもりだったのであろうが、ロレンからしてみれば精神的な疲ひ労ろうが増す結果となり、ぐったりした表情をしつつも主人の前のカウンターの上へ、銀貨を三枚滑すべらせた。

　手持ちの少ないロレンではあるのだが、銀貨くらいならば財さい布ふの中に何枚か残っている。

　この場において、ラピスに金を支し払はらわせるという行為はなんだか自分の背後で様子を窺っている他の宿泊客に与あたえるイメージが悪くなりそうで、ラピスが支払おうとする前にさっさと金を出したわけである。

　金を確かく認にんした宿の主人は、ロレンの手元に鍵かぎを一つ滑らせると部屋の位置を告げた。

　結構痛い出費であるなと思いながら、ラピスとフィーユを連れて二階の部屋へと上がったロレンは、五人用だというそこそこ広い部屋に入り、荷物や武器を部屋の隅すみで降ろして、ベッドに腰掛けて一息ついたところで、自分の方をじっと見ているフィーユの視線に気が付く。

「どうした？」

　部屋の入り口に突っ立ったままのフィーユにロレンが声をかければ、フィーユは顔に不安の色を浮かばせながら、ロレンに尋ねた。

「あの……ボクはこれからどうなるんでしょうか？」

　問いかけとしてはやや漠ばく然ぜんとしているような気がしないでもないフィーユの問いだったのだが、ロレンはなんと答えたものかと考えながらラピスを見る。

　こちらも自分の荷物を降ろして、ロレンとは別のベッドに腰掛けていたラピスだったのだが、ロレンの視線に気がつくとおとがいに人差し指をあて、視線を天てん井じよう付近に彷徨さまよわせながら、とつとつと答えだす。

「オーソドックスに考えるなら、このまま黒の森まで同行してもらって、元々住んでいた集落まで送り届けるというのが一案ですかね？」

「普通に考えりゃそうなるんだろうが、オーソドックスてぇのはなんだ？　そうじゃない考えもあるってのか？」

「……聞きたいですか？」

「聞きたくねぇから、胸の内に仕し舞まっといてくれ」

　何を言い出すか分かったものではないラピスをとりあえず黙らせておいて、ロレンはまだ部屋の扉とびらの前で立ちすくんでいるフィーユへ視線を向ける。

「仲間に連れん絡らくする手立てってのがあるなら、そいつで連絡を取ればいい。そうじゃねぇなら、悪ぃが俺らをお前の集落まで案内してくれ。黒の森ってのはいくらエルフでも子供が一人でうろうろできるようなとこじゃねぇんだろ？」

　集落まで案内しろという言葉にフィーユは戸と惑まどったような表情を浮かべたが、実際はそこまで護衛してやるというような話であり、ラピスが苦く笑しようしてロレンに睨にらまれる。

　見目麗うるわしいと評されるエルフであるが、麗しいだけにその身を狙ねらう不届き者の数も結構な数に上るらしく、それなりに苦労しているのだなとロレンはフィーユの反応を見ながら思う。

「別に集落に用があるわけじゃねぇよ。そこまで送っていってやるって話だ」

「いいんですか？　ボクにはお支払いできるお金とかないんですけれど……」

　ロレン達たちが冒険者であるということは、ギルドにも寄ったりしているのだからフィーユにも分かるはずであった。

　ならば、基本的に依頼を受け、金をもらって仕事をするはずの冒険者であるロレン達が、フィーユを集落まで送ってやると言い出したからには金を支払えということなのだろう。

　そう考えたらしいフィーユに、ロレンは仕方が無いことかと溜ため息いきをつく。

「別に、お前から金を取ろうなんて考えてねぇから心配すんな」

「じゃ、じゃあ。ボクの両親から……」

　なるほど、と一瞬ロレンは考えてしまった。

　まだ子供であるフィーユから金をむしりとるという行こう為いは、とても褒ほめられた行為であるとは思えない話であるが、迷子を家まで届けて、その両親から謝礼金を貰うというのは、なかなか悪くない話のようにも思えたのだ。

　だが、ロレンは軽く頭を左右に振るとその考えを頭の中から追い出す。

「迷子を家まで届けて、金を貰うような仕事はしてねぇよ」

「だったら……」

「乗りかかった船ってやつだ。あそこでお前さんを拾ったってのも何かの縁えんだろうしな。無料で家まで届けてやるし、ここの支払いも後で金をくれとか言わねぇから心配すんな」

「どうしてそこまで……？」

　縁もゆかりもない相手に、見返りを求めることなくそこまでしてくれる冒険者というのは、非常に珍しいらしい。

　驚おどろくやら信じられないやらというフィーユに、ロレンはどう答えたら納なつ得とくしてもらえるのだろうかと考えて、納得させる必要もないのだ、という事実に気がつく。

　フィーユが自分の申し出を受けるならそれでよく、受けないからといって困ることは何一つない。

　黒の森の入り口で、はいさようならと別れてしまったとしても、ロレン達にとってはなんの痛手にもならないのだ。

　むしろ、そっちの方が手間がかからなくていいのではないかと思う部分もないわけではないのだが、無力そうな子供を一人、森の中を歩かせるというのはどうにも寝ね覚ざめの悪い話になりそうで、気が進まない。

「別に理由なんてねぇよ。強しいていうなら……」

「このお兄さん、底そこ抜ぬけにお人ひと好よしなんですよ」

　いいかけたロレンの言葉を遮さえぎって、するりとラピスが言葉をもぐりこませてくる。

　誰が底抜けのお人好しだと抗こう議ぎしようとしたロレンであったのだが、現在ロレンが行っていることというのは、そうとられても仕方の無いようなことであり、違いますかとばかりに視線を向けてくるラピスに返す言葉を失って、黙らされてしまう。

「ですからここは気持ちよくお話に乗ってもらうとして。無事にお家に着いた後、少しばかりでも報むくいてあげたいと思ったら、その時にいくらかお礼してあげるといいのではないか、と思いますよ」

「そ、そうですか？」

　優やさしげなラピスの言葉に、少しでも安心したのかフィーユは立たち尽つくしていた場所から動くと、空いているベッドの縁に腰掛けた。

　五人部屋ということであったのだが、ベッドは三つしか置かれておらず、どういうことなのかと考えるロレンは、ベッドの他に置かれている物の中に長めのソファが二つあるのを見て、どうやら二人分のベッドはそれを使わなければならないらしいと悟さとる。

　そうなってくると、ベッドの数が三つあることは、現在のロレン達からすれば人数分のベッドが確保されているということであり、これは幸運だったのではないかと考え出したところで、ラピスがさも今しがた思い出したといわんばかりの口調でロレンへ話しかけてきた。

「ではロレンさん、後は食事して寝ねて、黒の森には明日から入るということになるわけなんですが」

「それがどうしたってんだ？」

「はい、ここの宿屋、お湯と布の手配は別料金だって言ってましたよね？　やはり就しゆう寝しん前には体をきれいにしたいと思うわけなんですが……」

　サービス悪いですよねとぶうぶう文句を言うラピスへ、ロレンは受付の主人がいっていた言葉を思い出す。

「いや、追加のって言ってただろ？　体を拭ふく布とお湯は、宿しゆく泊はく代だいに含まれてるはずだぜ？」

　記憶に間違いはないはずだがと考えながら言うロレンへ、ラピスは不思議そうな顔をしながら、何かしら疑問に思ったらしいことをぶつけてくる。

「追加でお湯と布を頼む、ということは使うのに足りない分しか用意してもらえないってことなのでしょうか？」

　そんなことはないだろう、とロレンは考える。

　かなりの安宿であっても個室を取れば、布を絞しぼって体を綺麗に拭き清めるのに十分なくらいのお湯は用意してくれるはずで、五人部屋を三人で借りているロレン達ならば、言えば五人分の布とお湯を要求してもなんら問題ないはずであり、それだけのものがあれば体を綺麗にするのに足りないということは考えにくい。

　問題があるとするならば、ラピスが体を清めている間は自分とフィーユは部屋の外に出ていなければならないだろうと思うくらいのことであるのだが、それとて大した問題ではなかった。

「俺おれは一人分の布とお湯で十分だし、フィーユもそれほど使わねぇだろうから、五人分頼んで余った分はラピスが全部使ってくれていいんだぜ？」

「はぁ、それはありがたいんですが……そうすると宿の主人さんは一体どうしてまた追加のお話なんてされたんでしょう？」

「さてな。客の中にゃそれこそ馬ば鹿かみてぇに布もお湯もどばどばと使う奴がいるんじゃねぇのか？　あとは金に糸目をつけねぇような奴とか？」

　誤ご魔ま化かすようにそんなことを言ってみたロレンであるが、実際は宿の主人は全く違うことを気き遣づかってロレンに追加の布とお湯の話をしていたことは、口にはしたくなかったが、きちんと理解している。

　それはロレンの連れというのが、ラピスという少女と、フィーユという一見少女にしか見えない少年であったことが理由だ。

　ラピス辺りならば、説明しなくてもなんとなく察してくれるのではないかとロレンは考えていたのだが、どうやら魔族には通じない話であったらしい。

　こいつら、普通に風ふ呂ろに入る習慣があるらしいから、追加で布やお湯が必要となるようなことがあったとしても、風呂で体を綺麗にすればいいだけなのだろうなと思うロレン。

〈お兄さん、それってどういうことなのかシェーナに教えてもらえます？〉

　脳のう裏りに響いたシェーナの声に、十年早いと返しそうになったロレンなのであるが、相手は自分の内側にいるアストラル体の意識であり、しかも死の王という最上位のアンデッドである。

　十年経たとうが成長して大人になるようなことはなく、そうなってくると子供だからまだ早く、大人になったら説明してやるといったような話についての扱あつかい方かたが分からなくなってきてしまう。

〈お兄さん？　何かシェーナ、良くないことを聞きました？〉

　そんなロレンの反応に、何事か良くないことをしてしまったのだろうかとシェーナがうろたえだし、そんなシェーナの声を聞いて冷静さを取り戻したロレンは、そのうち気が向いたら説明してやるとシェーナの問いかけをはぐらかしてから、ごろりと自分が確保したベッドの上に横になるのであった。







第四章　野営から遭遇する







　翌日ロレン達は黒の森を目指すことになった。

　宿を引ひき払はらうときに、宿屋の主人が何かしらいいたそうな顔をしていたのだが、あらかじめロレンはそれこそ殺気を帯びたと形容して問題ないくらいの険しい視線でもって睨みつけ、その口を封ふうじている。

　何を言われてもそれほど気にしないロレンであるが、不用意な発言を受けて周囲からの評価を好んで下げる趣しゆ味みもない。

　おそらくは、夜に追加のお湯や布を頼まなかった辺りのことを不思議に思っているのかもしれなかったが、異性と一晩同じ部屋で夜を明かしたからといって、布やらお湯やらが必ずしも必要となるようなことをするわけではないのだと理解して欲ほしいロレンである。

「適当に、雑貨を補ほ充じゆうしたら黒の森に向かいましょうか」

　ロレンのそんな思いなど、知る由もないラピスがそんなことをいう。

　流石さすがに借りてきたロバを連れて行くことはできないので、こちらの街にある冒険者ギルドの出張所に預かってもらうことにして、出張所のすぐ近くにある雑貨店で物資の補充を行うことになった。

「借金が嵩かさんで仕方ねぇ……」

　依頼中の必要経費は折半である。

　そうはいっても、ロレンが持っている現金では支払いきれないような金額は全すべてラピスが自分の財布から支払っているので、傍から見れば完全にラピスの財布におんぶに抱だっこされているとしか見えない。

　後で支払うということは、周囲の人達には分かるわけもなく、雑貨店においてもロレンが周囲から受ける視線には、冷たいものが混じる。

「今回はそれほど嵩まないんじゃないでしょうか？」

　補充といっても、いくらかの保存食と傷薬に火口や油といったものを少しばかり買い足すくらいなもので、フィーユの分がいくらか増えているのだが、それにしたところで全体の量としてはそれほどのものではない。

「フィーユさんの分は、ロレンさんの方の経費にツケときますね」

「仕方ねぇな」

　言えばそこも折半にはなるのだろうが、ロレンとしては成り行きで同行することになったフィーユの分の経費をラピスに持ってもらう気にはなれず、ラピスの言葉にあっさりと頷うなずきを返してみせた。

　それに対してラピスは少しだけ不満そうな顔を見せたものの、すぐにいつもの表情へ戻ると、手際よく買ったものの梱こん包ぽうと、代金の精算をおこなってしまう。

「あの……ボクの分は、集落に戻れたらきちんとお支払いを……」

　言いかけたフィーユの頭へぽんと手を置く事で、その言葉を途と中ちゆうで遮り、ロレンは唇くちびるを曖あい昧まいな笑えみの形にしながら、ぐりぐりとフィーユの頭を撫なで回まわす。

　ロレンの大きな手とフィーユの小さな頭とでは、ロレンの方からしてみれば撫で回しているつもりが、フィーユからしてみれば首から上をやや乱雑にぐるぐると回された格好となり、フィーユはふらふらとふらつきながら、手近な棚たなに手をついてなんとか倒たおれることを防いだ。

「そんなこと気にしねぇで、今はきちんとその集落に帰ることだけ考えてな。俺らじゃ道は分からねぇんだ。案内は頼んだぜ？」

「は、はい」

「それに打算がねぇわけじゃねぇんだ。俺ら黒の森でちっとばかり魔ま物ものを狩っていこうって腹積もりだからな。森に詳くわしいエルフに助けてもらえりゃありがてぇからな」

　不安そうなフィーユにロレンは、一晩かけて考えたフィーユを手助けする理由というものをそれとなく語る。

　無む償しようの善意による行為、というものでもロレンとしては構わないと思っていたのだが、どうにもこの無償というものが、逆に相手に不信感を抱かせてしまうような結果を呼ぶことが多いことをロレンも知っていた。

　人は、そういうものをあまり信じはしないらしい。

　ならば多少は見返りを求めているのだよ、ということを伝えると途と端たんに安心されるのだから世の中分からないものだ。

　しかしこの見返りというものも、あまり欲張った話をするとフィーユが暮らしていたという集落にいった時に、フィーユの両親やその集落の住人達に悪い印象を与えるような結果になる。

　それならということでロレンがひねり出した理由が、黒の森の情報を森については詳しいに決まっているエルフから得られることを期待しての行動なのだ、という説明であった。

　これならば、それほど欲張ってはいないはずであるし、エルフ達の懐も全く痛むことがない。

　情報を得られなくてもロレン達とすれば、元々エルフの助力などあるとは思っていなかった話であるし、得られたりすればそれはそれで非常に助かるはずだった。

「そんなわけだから、まぁ気楽に俺達の世話になっとけ」

「ありがとうございます」

　ロレンの思おも惑わくを知ってか知らずか、お礼の言葉を口にするフィーユの頭から手を離はなしてロレンが笑って見せると、その袖そでを買い物を終えたらしいラピスがつんつんと引っ張る。

「どうした？」

「そういう優しさをたまには私に向けてくれてもいいと思いません？」

「俺、お前の行動にゃかなり寛かん大だいだと思うんだがな？」

　これ以上優しくしろというのかと言わんばかりのロレンの言葉に、薮やぶ蛇へびだとでも思ったのかそそくさとその場からラピスが逃にげ出だしていく。

　そんなことをしながら準備を整えたロレン達は、街の食堂で昼食を摂とり終えると、その足で街を出て、黒の森へと向かうことになった。

　黒の森は、街から徒歩でおよそ半日ほどの距きよ離りにある。

　その規模はかなり大きく、奥おくへ進むにつれて昼間でも鬱うつ蒼そうと茂しげる木々の葉が日光を遮り、夜のような暗さをしていることから付けられた名前なのであるが、その巨きよ大だいな森の中にはエルフ族を始め、様々な種族が小規模な集落を作って生活しているらしい。

「ゴブリンやオークみたいなものから、ボク達エルフや妖よう精せい族なんかの集落もあるんですよ」

　道すがら、自分が知っている情報だけでも先にロレン達に伝えようと考えたのか、フィーユが一いつ生しよう懸けん命めいに黒の森についての説明を行っていた。

「妖精族とエルフ族ってどう違ちがうんだ？」

「羽が生えてて体が小さいのが妖精族で、羽が無くて私達と同じくらいの大きさなのがエルフ族です。元は同じだった、と言われてますね」

〈私、きっと妖精族っぽいです〉

　ロレンの視界の端はしで、ぱたぱたと背中の羽を羽ばたかせるシェーナ。

　自分にしか見えていない少女の姿を、なんとなく眺ながめながらそういうものなのだろうかと思うロレンに、ラピスは追加の説明を行う。

　元々は妖精族もエルフ族も、精せい霊れいというアストラル体に近いものだけを持った存在だったらしい。

　それが何らかの理由で受肉し、人のような形に変化していったのがエルフ族で、精霊のときの姿そのままに定着したのが妖精族なのだという。

　どちらも森のような自然の環かん境きようを好み、鉄や銅といった卑ひ金きん属ぞくを嫌きらい、そしてどちらもやや気位が高く、人族を見下すような傾けい向こうがある。

　以前に出会ったエルフの射しや手しゆを思い出すロレンからしてみれば、気位が高くて見下されているような雰囲気を彼かの女じよから感じることはなかったのだが、人里に下りてきたばかりか、なんとなくだが人といい感じの仲になりつつあるような彼女はエルフの中でも変わり種といえるのかもしれない。

　昼過ぎ辺りに街を出たロレン達は、夕方の日が暮れる直前くらいの時間帯に黒の森の外がい縁えん部に到とう着ちやくすることができた。

　そのまま森の中へ入るのだろうとロレンは思っていたのだが、ラピスは森へ入るのは明日の朝からということにして、今日は森の外縁部で一夜を明かすことを提案。

　ただでさえ暗い森の中を、わざわざ夜に移動するということは、危険度が増すだけの行為で賢かしこいやり方であるとは到とう底てい言えないというのがラピスの言い分であったのだが、それはロレンも納得する話であり、フィーユもそれに同意した。

「森の奥まで行くと本当に真っ暗になるんですが、ボクの集落くらいまでなら日中は薄うす暗ぐらい程度の状態ですから、日の高い時に入った方が絶対にいいです」

「集落までの道は分かんのか？」

「たぶん……大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　ロレンやラピスから見れば、目の前に広がっている森はどこからどう見ても同じような木々が生おい茂しげっているだけで、中に道があるようには見えない。

　だがエルフであるフィーユには何かロレン達とは違うものが見えているらしく、しばらく森の中を見つめてから確信を持って一つ頷いたフィーユの様子に、これならば彼を集落まで届けるのはそう難しいことではなさそうだとロレンは少しだけ安心する。

「まぁなんにせよ、全ては明日ということで今日はここに野営しましょう」

「森の近くに野営して大丈夫なのか？」

　森に近かろうが遠かろうが、周囲にあるのは森と平原だけであるのであまり状じよう況きように変わりがないようにも思えたが、より何か出てきそうなのは森の方である。

　その森に近い所に野営するよりも、少し離れた方がいいのではないかというロレンの意見に、ラピスはしばし森と平原とを眺めた。

「薪まきを拾ってきたり、風を避さけたりするのには森に近い所の方が何かと便利な気がするんですよね。森から離れた所で野営すると吹ふき曝さらし状態ですよ？」

　黒の森に赴おもむくわけなのだから、ロレン達は薪の類を持っていない。

　現地で調達できそうなものを、わざわざ買い込んで持ち歩くということを冒険者はしないのである。

　それに、平原を吹ふき渡わたる夜風というものは、それなりに冷たいものであり、いくらテントを張ってその中で休むとしても、完全に防げるようなものでもない。

　ならば木々を盾たてにできる上に、すぐ薪を拾ってこられる森の近くに野営地を設置した方がいいのではないかというのがラピスの意見であった。

「フィーユはどう思う？」

　ここは早さつ速そく、エルフの知ち恵えを借りる時だろうかとロレンが水を向けてみると、フィーユはしばらく森の中を窺うように視線を向け、さらに耳を澄すませてからロレンへと向き直る。

「たぶん、大丈夫だと思います。今の所危険そうな動物の気配はないですから」

「そうか、じゃあ近くに設置するか」

　方針を決めてしまえば後は行動するだけである。

　背負っていたバックパックを下ろし、大きめのテントを一式取り出すと手て際ぎわよくそれを設置し、竈かまどにする予定の場所にくぼみを作り、周囲に拾ってきた石を簡単に積む。

　それが終われば今度は、森に少しだけ入ったような位置にある、茂みやら木立やらに隠かくれて野営地からは見えなそうな場所に、やや深めの穴を掘ほり、念のために近くの木立の枝にランタンを吊つり下さげて、視界を確保。

　この作業をロレンが一人で行っている間に、ラピスとフィーユは森の中から枯かれた木の枝等を集めてロレンが準備した竈の傍に積み上げていく。

「一夜を明かす程度の野営地なら、こんなもんだろな」

　ランタンに火を入れ、竈に薪をくべて火をつければ簡単な野営地のできあがりである。

　荷物を少なくするために、調理器具などは持ってきていないので、竈に火が入ったからといって何かを調理するわけではないのだが、それでもお湯くらいは沸わかすことができるし、硬かたいパンや干し肉というメニューである保存食を温めることもできるのだから、十分であろうとロレンは思う。

「明日の朝から森に入るってんなら、今日はさっさと寝ちまった方がいいな」

「見張り番はどうします？」

「俺とラピスで交代だな。ちょうど半分ずつだからいいだろ？」

「あの、ボクは……」

「いいから寝てろ。子供は寝るのも仕事のうちだってぇからな」

　自分だけ何も手伝わないというのは気が引けたのか、フィーユが何か手伝おうという意志を見せてきたのであるが、ロレンはそれを断った。

　いかにエルフといえども子供であるフィーユに一人で見張りが務まるとは思えなかったし、自分かラピスと一緒に行動させるくらいならば、朝まで寝かせておくべきだろうと考えたからなのだが、役に立たないと思われた、とでも思ったのかフィーユは表情を曇くもらせてしまう。

「どうせ森の中じゃお前の記き憶おくに頼たよることになるんだからよ。今日はゆっくり寝て、体力を温存しとけって言ってんだよ」

　またぐりぐりと頭を撫で回してやると、ようやくフィーユの顔に笑え顔がおが戻もどる。

　子供の暗い顔というものは、周囲の雰囲気まで暗くするからなと思うロレンに、何故なぜだかラピスが自分の頭をぐいぐいと押おし付つけ始めた。

「どうしたよ？」

「ロレンさん、私にもそのなでなでをですね」

「……歳とし、考えろ」

「なんかフィーユさんばっかり優ゆう遇ぐうされている気がします！」

　放っておいても害はないはずだったのだが、そんなことを力説されてしまうと、何かしなくてはラピスの機き嫌げんを損そこねる一方かもしれないと思ってしまうくらいにロレンという人間はお人好しであった。

　仕方なく、一つ息を吐はき出だしてからラピスが自分の方へと突き出しているその頭に手を置いて、無造作だと思われない程度に優しく撫でてやると、ラピスは気持ち良さそうに目を細め、しばらくしてから十分に堪たん能のうしたのかロレンの手の下から頭をどけるとぐっと拳こぶしを握にぎり締しめる。

「これでまた一日戦えます！」

「なんだそりゃ？」

　意味は分からないまでも、ラピスの機嫌を損ねることがなかったのであれば、それはそれでいいのだろうと思うロレンだったのだが、ふとその表情が呆あきれたものから固く引き締まったものへと変化する。

　その手が背中に吊るしている大たい剣けんに伸のびた時には、それまでふにゃふにゃな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしていたラピスも、険しい表情へと変わっており、やや遅おくれてフィーユがその長い耳をひくつかせながら森へと視線を向けた。

「え？　これって……」

「やっぱり、森から離れた所に野営地作っとくべきだったな」

「結果論です結果論」

　ぼやくロレンに反論するラピス。

　あまり緊きん張ちよう感のない会話であったが、全員の耳には何かしら森の奥から自分達が野営している場所へと近づいてくる足音のようなものが聞こえ始めていたのであった。







「随ずい分ぶんと数が多いみてぇだが、何が来るってんだ？」

　ロレンが背中から巨大にして重量のある漆しつ黒こくの大剣を抜ぬき放はなつ。

　ラピスが身構えながらもフィーユを背後へ隠すように立ち、フィーユは必死に聞こえてくる足音から、自分達の野営地に向かってきている者の正体を探さぐろうとしていた。

「この足音は……フォレストウルフだと思います」

「あれかよ」

　その名前は以前に聞いたことのあるロレンだった。

　森に生息する狼おおかみで、群れで行動し、狩かりなどを行うためにやや危険な存在であるとされ、簡単な依い頼らいを受けて森で行動する冒ぼう険けん者しやの死因の結構な割合を占しめるといわれているその動物は、フィーユがその正体を看破してからすぐに、荒あらい息と唸うなり声ごえを上げながら、ロレン達の野営地目め掛がけて飛び掛かってきたのである。

　それを迎げい撃げきするロレンの大剣が一いつ閃せんすれば、先頭を走っていたフォレストウルフが眉み間けんから尻尾しつぽまでを真っ二つに割られて絶命。

　返す刃やいばがロレンに噛かみ付つこうと跳とんできたフォレストウルフの胴どう体たいを捉とらえ、血と内臓を大地へとぶちまける。
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「おいおい、なんだってんだこりゃ？」

　瞬またたく間まに二匹ひきのフォレストウルフを始末したロレンだったが、すぐにまた別の一匹に飛び掛かられ、大剣を戻す暇ひまもなく胴体を蹴けり飛とばすことでその攻こう撃げきを防いだところで、周囲に目をやったロレンはそこにあった光景に思わずそんな言葉を漏もらしてしまう。

　元々、群れで行動しているフォレストウルフであるのだから、それなりの数がいることはロレンも予想していた。

　だが、森の中から飛び出して、ロレンが三匹のフォレストウルフを相手にしている間に野営地を取り囲んだその数は、ロレンが予想していたよりもとんでもなく多かったのである。

「いくつかの群れが合流したんでしょうか？」

　フィーユを背中に庇かばいながら、ラピスが自分達を取り囲んでいるフォレストウルフ達に右の掌てのひらを向ける。

　その行動に反応して、食いちぎろうとばかりに飛び掛かってきた一匹のフォレストウルフの首が鈍にぶい音と共に真後ろを向く。

　仲間がやられたことなど意に介かいすることもなく、続けざまに飛び掛かっていった別のフォレストウルフ達も、ある個体は同じく首が真後ろを向き、別の個体は頭が上下逆さまの状態になるまで捻られて、どれもこれもが瞬しゆん時じにその命を散らして地面へと落ちた。

「え？　えぇ!?」

　それが自分を庇っている神官の少女の行ったことだということを、信じられないような面おも持もちで見つめるフィーユに、ラピスはそれらの攻撃を行ったのであろう右手をぷらぷらと振ふりながら、仲間があっさりと殺されたというのに全く逃げ出す気配の無いフォレストウルフ達を眺める。

「なんか妙みようですね。この子達ってこんな根こん性じようの入った子達でしたっけ？」

　さらに飛び掛かってきた別の個体の首を捻ねじ切きってから、ラピスは不思議そうに首を傾かしげる。

　フォレストウルフは群れで行動しているところからして、個体としてはそれほど獰どう猛もうな動物ではないはずなのだが、臆おく病びようというわけでもない。

　しかし、仲間がそうも容易たやすく屠ほふられていけば、逃げ出すくらいの知恵もあるはずではあった。

　だが、ロレン達を取り囲んでいるフォレストウルフ達は、次々に叩たたき切きられ、捻じ切られているというのに一向に退散しようとする気配がない。

「なんなんだ、こいつら？」

「さて？　どうしても私達を夕飯のメニューにしたいんでしょうか？」

　軽口を叩くラピスの右手が、その首筋目掛けて飛び掛かってきたフォレストウルフの顎あごへと突つき刺ささる。

　そのまま地面へと叩きつけたフォレストウルフの頭を、ラピスの踵かかとが踏ふみ潰つぶすのを見て、フィーユの顔が引ひき攣つった。

「あまり、子供に見せたい光景ではないのですが、仕方ないですよねぇ」

「テントの中に避ひ難なんさせりゃいいじゃねぇか！」

　右手一本で振り回された大剣の刃が、空中でまとめて数すう匹ひきのフォレストウルフの体を肉にく塊かいへと変える。

　左手には喉のど笛ぶえを掴つかまれた一匹が、なんとかその手から逃のがれようと暴れる姿があったのだが、すぐに気道と頚けい骨こつを一いつ緒しよくたに握り潰されて、全身から力が抜けてだらりと四し肢しを垂れ下げてしまった。

「目の届かない場所にいられると、そっちの方が心配になりませんか？」

「そりゃ……なんとなく分かる」

　首を握り潰した死体を足あし下もとへ落として、再び大剣を両手で握りながらロレンはラピスの言い分を認めた。

「それにしてもこいつら、食えるならまだしも食えねぇのにこんなに来られてもよ」

　以前にラピスに聞いた時に、フォレストウルフの肉は食用にあまり適していないといわれたのを覚えているロレンである。

　その手に握られている大剣が、右へ左へと振られるたびに、血ち飛沫しぶきを上げながら地面へと落ちていく死体は増える一方なのであるが、利用価値がなければただのゴミにすぎない。

「こりゃ、野営地を移動させなきゃならねぇかもな」

　それだけの死体を量産すれば、周囲の空気には濃のう密みつな血の臭においが漂ただよい始める。

　さらにはロレンの大剣の刃によって開きにされた死体から、内臓の臭いまで立ちこめ始めていた。

　これではいくらフォレストウルフ達を撃げき退たいできたとしても、到とう底てい寝ねていられるような状況ではないだろうと思うロレンに、ラピスが嫌いやそうに応じる。

「今からまた移動ですか？　それはちょっと嫌ですねぇ」

「そうは言うけどな？　この状況で野営してぇか？」

　そう言われてしまえばラピスも反論はしないだろう。

　そう考えていたロレンだったのだが、ラピスは何を思いついたのか背後で蹲うずくまっているフィーユの首根っこを捕つかまえて、テントの中へと放ほうり込こむと入り口を閉じてしまう。

　何をする気なのだと、次から次へと襲おそいかかってくるフォレストウルフ達を切きり伏ふせ続けていたロレンの視線の先で、ラピスが左ひだり腕うでを掲かかげた。

「おいおい、もしかしてと思うんだが……」

「我わが眼前に渦うずを巻き、荒あれ狂くるえ、紅こう炎えんの嵐あらしよ。〈炎嵐フアイアーストーム〉」

　ロレンが止める間もなく紡つむがれた呪じゆ文もんは、瞬く間に強きよう烈れつな炎の渦を作り上げる。

　しかもそれは一つではない。

　野営地を囲むようにして同時に四つ出現した炎の嵐が、野営地を包囲していたフォレストウルフ達をその渦の中に巻き込んで、天を衝つく勢いで燃え上がったのである。

「ふっふっふ、どうですかこの魔ま術じゆつの冴さえは。左腕に回さなくて良くなった分、威い力りよくも範はん囲いも強力になったんですよ！」

　得意気に語るラピスであるが、ロレンは黙だまって拳を握るとその得意気なラピスの脳天へ、やや強めにその拳を落とした。

　ぐぇっと呻うめき声ごえを上げて、自分の脳天を両手で押さえつつラピスがその場にしゃがみこんでしまうと、制せい御ぎよが切れたのか四つの炎の渦が跡あと形かたも無く消えていく。

「なにするんですかぁ……」

「お前なぁ……今のやつが誰だれかに見られたらどう説明すんだよ!?」

「森の中から私達たちの苦境を助けに、謎なぞの賢けん者じやが！」

「もう一発喰くらっとくか？」

　ぎゅっと固く握った拳を目の前にちらつかせてやれば、ラピスはやや青くなった顔で首を横に振りながら、押おし止とどめるかのようにロレンのこぶしに掌を当てた。

「やめてください、陥かん没ぼつしてしまいます」

「ったく……まぁ今ので奴やつらも退散したんだろうが……」

　言いかけたロレンの右手が自分の首筋を守るかのように持ち上げられる。

　そこへ、いきなり飛び掛かかってきたフォレストウルフがロレンの掲げた腕うでへと噛み付いた。

「ロレンさん!?」

「こいつら……」

　驚くラピスの声を聞きながらロレンは信じられない光景を目まの当あたりにしている。

　野営地を包囲していたフォレストウルフ達は、今のラピスの魔術によってかなりの数が灰に帰していたはずであった。

　だというのに、生き残ったフォレストウルフ達はその場から逃とう走そうすることなく、炎の渦が消えたのを見計らったかのように接近してくると、油断したロレンへと飛び掛かり、その上に噛み付いたのである。

　獰猛な唸り声を上げながら、さらにロレンの腕へ深くその牙きばを食い込ませようとしたフォレストウルフだったのだが、その上うわ顎あごと下した顎あごがラピスのほっそりとした手に掴まれた。

　次の瞬しゆん間かんには、フォレストウルフの顎の力などものともせずに、ラピスはロレンの腕からそれを引ひき剥はがしながら、勢い余ったかのように真っ二つに引ひき裂さいてしまったのである。

「大丈夫ですかロレンさんっ!?」

「たいしたことはねぇよ。けど、こいつら一体どうしちまったんだ？」

　仲間の死に怯おびえず、あれだけ強大な炎の渦に怯ひるむこともなく、ただひたすら相手を食い殺そうと襲い掛かってくるフォレストウルフ達の行動は、もはや狂ってしまっているのではないか、と思うほどであった。

　生存本能をまるで無視してしまっているフォレストウルフ達の行動に、ロレンは鬼き気き迫せまるものすら感じてしまっている。

「そんなに俺らが美味うまそうに見えんのかね？」

「ロレンさんは硬そうで美味おいしくなさそうですから、私かフィーユさんのどちらかでしょうか」

　言われたロレンはなんともいえない表情を浮うかべる。

　食べて美味そうだと言われても嬉うれしいことなど何一つないのだが、あからさまに不味まずそうだといわれるとそれはそれで何かしら引っかかるものがないわけでもない。

「俺のハラワタは、魔ま族ぞくほど苦くねぇと思うぞ」

「それは暗に黒いと言いたいわけですか!?」

「つうことで、消去法でフィーユが美味そうってことか」

「私も美味しそうでしょう!?　フィーユさんには負けないですよっ！　お肌はだもお肉も若々しくて、今がまさに食たべ頃ごろって感じじゃないですか！」

　他ほかに聞いている者がいたとすれば、誤解されてもおかしくないような妙な主張を声こわ高だかに行うラピスであったが、ロレンはとりあわず、数をかなり減らしたとはいってもまだ野営地の周囲に残っているフォレストウルフ達を見る。

　ラピスの魔術によって焼けた地面を踏みしめて、残っている熱でその足を焼かれながらもフォレストウルフ達はロレン達を襲うことを全く諦あきらめたようには見えない。

「殺ころし尽つくすしかねぇってのか……」

　群れが全ぜん滅めつするまで戦うことを止めない動物などロレンは聞いたことがない。

　だが、いままさに目の前にいるフォレストウルフの群れはおそらく最後の一匹が死ぬまでロレン達を襲い続けるであろうことは容易に想像できて、ロレンは思わず背筋に冷たいものが走るのを感じていた。

　それは、絶対に自然な話ではない。

「気け圧おされると、思わぬ不覚を取ることになりかねませんよ？」

　ロレンの呟つぶやきから何か感じ取ったのか、それまでとはうってかわって冷れい淡たんな声で、ラピスはロレンに警告めいた言葉を放つ。

「ここで彼かれらにご飯を提供したい、と言われるのであれば止められませんが」

「冗じよう談だんじゃねぇよ」

　焼けた地面からの熱にやられて、ロレン達に飛び掛かる前に一匹のフォレストウルフが力尽きたようにその場に倒れる。

　そのまま動かない仲間の姿を見ているはずだというのに、他の個体は前に出るのをやめようとしない。

　皮と毛、肉が焼やけ焦こげていく臭いを嫌と言うほど嗅かがされながら、ロレンは大剣を握りなおすが、その顔には戸と惑まどいが見て取れた。

「原因を考えるのは後です。今はここを切り抜けませんと」

「分かってんよ。分かっちゃいるんだが……」

　飛び掛かってきた二匹のフォレストウルフ。

　ロレンが大剣を一閃させると、その腹部があっさりと裂けて二匹とも地面へ転がされる。

　片方はその傷で即そく死ししたらしいのだが、もう片方は死に切れなかったようで、腹部に開いた傷口から中身をぼろぼろとこぼしながらも、這はいずるようにロレンの足下まで来ると、その足首に牙を突き立てようとして、ロレンに踏み潰された。

「気味が悪くて仕方ねぇ」

「えぇ、これはちょっと……普ふ通つうじゃないですね」

　結局、ロレン達の野営地を襲ったフォレストウルフは、最後の一匹が屍しかばねに変わるまで、一匹たりともその場から逃げ出そうとはしなかったのであった。







　翌朝、ロレン達は野営地を引き払うといよいよ黒の森の中へと踏み込むことになった。

　昨夜のうちに野営地を襲ってきたフォレストウルフ達の死体は、ロレンが戦せん闘とうの後でせっせと拾い集めて一箇か所しよに積み上げ、ラピスが改めて〈炎嵐フアイアーストーム〉の魔術を行使して、灰にしてしまっている。

　飛び散った血肉などについても、可能な限り集めたり、布で拭ふいたりして一緒に燃やしてしまったのだが、それでも鉄てつ錆さびめいた血の臭いや、内臓などのすえた臭いなどはその場に漂い続け、ロレン達はあまり気持ちのいい夜を送ることができなかった。

　場所を変えれば、とはロレンもラピスも思ったのだが、あの常じよう軌きを逸いつしたフォレストウルフ達の襲しゆう撃げきの後では、そこから作ったばかりの野営地を引き払い、どこか新しい場所にもう一回それを作るだけの気力が失うせており、臭いについてはガマンするということで意見の一いつ致ちを見た上で、その場に留まったのである。

「大丈夫ですか？　お二人とも」

　心配そうにフィーユが尋たずねるのも無理はない。

　交代で見張りをしていたロレンとラピスではあるのだが、自分が寝ねる番になっても野営地に漂っている臭いが気になって、ろくに眠ねむることができなかったのだ。

　ロレンもラピスも、一晩寝られなかっただけでどうこうなるようなものではなかったのだが、それでもやはり寝ね不ぶ足そくというものは顔に出てしまう。

　ちなみにフィーユは戦闘中にラピスにテントの中へと放り込まれた後は、寝ね袋ぶくろに潜もぐり込こんで襲撃が終わるのをじっと待ち続けていたらしいのだが、そのまま眠りに入ってしまい、朝日が昇のぼるまで起きることがなかったので、十分に睡すい眠みん時間がとれていた。

「なんとかなんじゃねぇかな」

「フィーユさんを集落まで送り届けたら、ちょっとベッドをお借りしたいとこです」

　行動に問題がなかったとしても、寝不足から来る機嫌の悪さがなくなるというわけではないようで、むすっとした表情のラピスがそんなことをいうと、フィーユは慌あわててこくこくと頷いてみせた。

「是ぜ非ひゆっくりしていってください。きっとみんな歓かん迎げいしてくれると思います」

「だといいがな。そいつを期待して行ってみるとするか」

　正直なところを言うならば、回れ右して帰りたい気持ちのロレンである。

　それくらいに昨夜の襲撃は気味が悪すぎた。

　襲ってくること自体は、フォレストウルフの生息域近くに野営していたのだから仕方の無いことだといえる。

　だが、元々動物などが持っているはずの生存本能を、完全に無視したような形の襲撃は、黒の森の内部で何かおかしなことが起こっているということの証しよう拠こであり、街で聞いたエルフの姿が見えなくなったことや、森に調査に入ったまま帰ってこない人達の話と相まって、黒の森がことさら不気味に見えてきてしまう。

「フィーユさんの集落まで、どのくらいかかるのでしょう？」

　ゆっくりと、周囲に注意を払いながら森へと踏み込んだロレンの後からついていくラピスが、隣となりを歩いているフィーユに尋ねてみる。

　フィーユは周囲の状況を見回して、しばし考え込んでから答えを出した。

「たぶん、一刻ほど歩けば到着すると思うんですが」

「結構遠いですね」

　エルフは森の歩き方も熟知している。

　人族の知らない効率的な森の歩き方や、歩きやすい道の選び方などはエルフにとっては常識であるが、同じ道を人族が歩けるかといえば、そんなことはない。

　人族が歩けば足をとられたり、下草や蔓つるに道をふさがれたりするような場所を、エルフ達はすいすいと駆かけ抜ぬけていってしまうのである。

　それだけに、エルフが口にする森の中の移動時間を鵜う呑のみにしてはいけないのだとラピスはロレンへ囁ささやいた。

　それに頷きを返すこともなく、茂みを踏み分けて道を作ろうとしたロレンの手が素す早ばやく宙を薙ないだ。

　何事かと身構えるラピスと、驚おどろいた顔をするフィーユの目の前でロレンが宙で掴んだそれを自分の目の前へと持ってくれば、そこには首を掴まれてロレンの右手に巻きついた蛇へびの姿がある。

　ロレンの肘ひじの辺りまでぐるぐると胴体を巻きつかせているそれは、おそらく木の上から落ちてきてロレン達たちのうちの誰かに噛み付こうとしたのであろうが、どう考えてもその大きさではロレン達を食べることはできそうにない。

　だというのにその蛇は口を開いたり閉じたりしながら、なんとかしてロレンの手に噛み付こうとその体をくねらせているのだ。

「ラピス、何かヤバイ臭いしかしねぇ。気をつけろ」

　警告の声を上げてから、ロレンは掴んでいた蛇の首を一息に潰す。

　命を失い、ロレンの腕に巻きついていた胴体が力を失ってだらりと垂れ下がるのを見てから、ロレンは蛇の体を適当な茂みの中へと放り投げた。

　途端に、その茂みが激しく動いたかと思うと、ぶちぶちと何かを引きちぎる音が立て続けに響ひびき、やがてくちゃくちゃと咀そ嚼しやくする音がし始めて、フィーユの顔が青あお褪ざめる。

「どこの魔ま境きようですかここは」

　投げ捨てた蛇の死体を、何かが引きちぎって食べているというのは音からでもすぐ分かり、ラピスがうんざりしたような声を上げる。

　では一体何がその中で蛇を食べているのか、ということはロレン達も考えたくはなく、やや足早にそこから離れて先を急いだ。

「こんな危ねぇとこに、よく住んでられるな、エルフってのは」

「いつもはこんなんじゃ……」

　足下を素早く走ったネズミが、何かの昆こん虫ちゆうを捕まえてそれを貪むさぼり始める。

　そのネズミが、突とつ如じよ頭上から襲い掛かった何かの蔓に貫つらぬかれて絶命し、ネズミを貫いた蔓は凄すさまじい勢いでネズミの体液を吸い上げ始めた。

　干ひからびていくネズミの死体には、何かの昆虫が群がり出し、水気を失いつつあるネズミの体の解体を始め、そんな昆虫達を別のネズミがまた襲って食い散らかす。

　頭上を見上げれば尖とがった枝の先には、何かの動物の死体がぶら下げられており、その死体を猿さるのように見える動物が一心不乱に食べている。

　あんなことをする鳥がどこかにいたっけなとロレンが思っていると、食事中の猿のような動物の背後から、巨大な鳥が襲いかかり、その体を鷲わしづかみにするとそのまま高く飛び去っていってしまった。

「なぁ俺達、一体どこに迷い込んだんだ？　黒の森ってのはこんな殺さつ伐ばつとした森なのか？」

　先さき程ほど鳥が持ち去っていった猿のような動物の別の個体が頭上からロレンへと襲い掛かる。

　それを見ることもなくロレンが殴なぐり飛とばせば、拳の大きさに顔を凹へこませたそれは木々にぶつかりつつ遠くへ飛んでいき、落ちた先で何かに襲われたのか、耳みみ障ざわりな悲鳴と茂みの揺ゆれる音が鳴り渡り、フィーユがびくりと体を震ふるわせた。

「なんだよ今のは？」

「フォレストエイプだと思います……でもおかしいです。彼らは確かに雑食なんですが、普通は木の実なんかを主食にしていて、他の動物に襲い掛かるようなことはないはずなんですが……」

「良く分からねぇが、肉が食いたい日ってのもあるんだろうな」

　そんな理由ではないだろうことは、言っているロレン本人がよく分かっている。

　だがそんな軽口でも叩かなくては、とても前に進む気にはなれないようなそんな雰囲気が森中に漂っているような気がして仕方なかったのだ。

「ラピス、何か分かることとか、分かったこととかねぇか？」

　ここは知識の神の神官の力に頼るべきときであろうかと、尋ねてみたロレンにラピスは難しい顔をしながらフォレストエイプが飛ばされていった方向を見ている。

　何かしら、自分達では見えていないものが彼女には見えているのだろうかと思うロレンへ、ラピスは首を左右に振りながらぼそぼそと言った。

「凶きよう暴ぼう化かしているのか、とも思ったのですが何か違うんですよねぇ。誰かに操あやつられているにしては行動が無む軌き道どうすぎますし」

　言った途と端たんにフィーユの胴体に何かが巻きついた。

　悲鳴を上げる暇すらなく、その巻きついたものに体を持ち上げられかけたフィーユだったが、すぐ傍そばにいたロレンがフィーユの体を左手で押さえつつ、その体に巻きついていたものを右手で引きちぎると、近くの木立の上から何かの鳴き声が響く。

　見上げればそこにいたのは、体長が一メートルを超こえる巨きよ大だいなカエルで、それが木立の上の方に逆さに張り付いていたのだ。

　フィーユを持ち上げようとしたのはそのカエルの舌であったらしい。

　確かに巨大なカエルではあるが、フィーユを丸まる呑のみにするにはちょっとサイズが足りないだろうと思いながら、ロレンはカエルがしがみ付いていた木立を蹴り飛ばして揺らすと、落ちてきたカエルの頭を踏み潰す。

「無む茶ちやくちゃだな」

　ロレンに踏み潰されて死んだカエルの体には、すぐさま小さな昆虫達が群がってきた。

　みるみるうちに解体され、食われていくその姿に嫌けん悪お感を覚えながら、自失しかけているフィーユの体にまだ巻きついていたカエルの舌を外してやりその背中を軽く叩く。

「ふぇっ!?」

「足を止めてると次から次へと来るぞ。何が起こってるのか知らねぇが、さっさとお前の集落に到着しねぇと、面めん倒どうなことになりかねねぇ」

「わ、分かりました」

　自分が食われかけていたのだ、ということを遅おそまきながら理解したらしいフィーユは怖おぞ気けを感じてなのか体を震わせるが、足を止めてしまってはまた何がやってくるのか分かったものではないということも理解できるのか、ロレンの言葉に頷うなずいてまた森の中を歩き始める。

「ロレンさん、このままなんの手立ても打たずに進むというのは危険な気がします」

　下草を踏み分けつつ、フィーユが指し示す方向へと歩き出したロレン達であるのだが、すぐにラピスがそんなことを言い出した。

「特に、虫の類たぐいが私達に襲い掛かってきた場合、私の法術やロレンさんの剣では到底対処できないでしょう」

「そりゃまぁな」

　どれだけロレンが巧たくみに大剣を扱あつかえたとしても、虫の大群などに襲われてはどうすることもできないはずであった。

　今の所そういったモノが襲い掛かってくる気配はなかったが、いつ虫達がロレン達を獲え物ものだと認にん識しきして襲い掛かってきても、おかしくないような気配が森の中にはある。

「けどよ、どうしろってんだ？」

「シェーナさんの力を貸してもらってください」

〈私ですか？〉

　ラピスの言葉に、ロレンの視界の中にシェーナが姿を現す。

　もちろんその姿はラピスにもフィーユにも見えていないのだが、ラピスは構わずロレンに対して続けた。

「薄うすくエナジードレインを展開してもらって、それを盾にしながら進むのがいいと思うんです。これなら生命力の小さい虫や小動物なら死し滅めつするでしょうし、ちょっと大きめの動物なら嫌がって逃にげ出だすでしょうし」

「虫やら小動物がゾンビ化したりしねぇのか？」

「そこはシェーナさんに力を調整してもらうしかないんですが」

　できるかどうかは分かりませんがと続けたラピスの提案を受けて、ロレンは視界の中にいるシェーナにできるかどうかを尋ねてみる。

　尋ねられたシェーナはしばらく考え込んでいたが、やがてぽんと一つ自分の胸を叩く。

〈やってみます。任せてくださいお兄さん〉

　そうシェーナが請うけ負おったと同時に、ロレン達の前方に生おい茂しげっていた下草がみるみるうちにその色を緑色から茶色へと変じ始めた。

　それに巻き込まれるようにして虫などがぽとぽとと地面へと落ち、それを食べようと近寄って来た小動物達もほどなくしてその場でひっくり返り、そのまま動かなくなっていく。

〈薄く緩ゆるく広く、そんな感じで力を展開しています〉

「夏場に虫むし除よけがいらねぇなこりゃ」

　下草が枯かれて見やすくなった地面に転がっているのは、虫や小さな動物だけだった。

　ある程度以上に大きなものは、シェーナが行使している力に生命力を吸い上げられるのを嫌がって逃げ出し、虫や草よりはおそらく多くの生命力を有しているであろう木立には目立った変化が見られない。

「歩きやすくもなりますね」

　下草が枯れて落ちれば足下を妨さまたげるものがない。

　木立は相変わらず邪じや魔まではあるが、避さけて通れないほどに密集しているわけでもないので、進む速度は格段に速くなる。

「え？　え？　何が起きているんですか？」

　森の様子が変わっているというだけでも戸惑っていたフィーユであったというのに、今度は何もしていないのに、草が枯れていくという状じよう況きように、理解が追いつかない。

　事情を知っていそうなロレン達に説明を求めるような目を向けてくるのだが、ロレン達としてもまさか馬ば鹿か正しよう直じきに何がどんなことをしているのかと説明するわけにもいかず、ラピスはあからさまに視線を逸そらし、ロレンは困ったように笑う。

「秘密だ。冒険者ってのは色々と奥おくの手てがあるんだぜ。覚えておきな」

　こんな奥の手を持っている冒険者は他にはいないだろうなと思いながら、分かったような分かっていないような顔をするフィーユを促うながしてロレン達はさらに森の奥へと踏み込んでいくのであった。







　フィーユは自分の集落までの距きよ離りを、歩いて一刻ほどとロレン達に説明していたのだが、それはやはりエルフ基準の話であったようで、ロレン達が集落らしきものに到とう着ちやくしたのはその倍程の時間を歩いた後のことであった。

　その道中は決して楽なものではなく、ひたすら何かと何かが争あらそい、どちらかが負けた方を食くらうような、酷ひどく殺伐とした光景を延々と見せられ続けるような道のりであり、フィーユの顔色は青を通り越して真っ白になり、ロレンとラピスは嫌いや気けが差したようにげっそりとした表情を顔に浮かべるようになっている。

「動物やら何やらの襲撃もひっきりなしだしよ。シェーナがいてくれなかったらどうなってたか分からねぇなこれは」

　ロレン達の周囲に、エナジードレインを使い続けていたシェーナがいなければ、ロレン達はもっと多くの存在に襲撃されていたかもしれない。

　そのうち、虫の襲撃などがもしあったのならば、ロレンにもラピスにもそれに対応する術がなく、もしかすればそこから退たい却きやく。

　運が悪ければその場で力尽きるようなことになっていたかもしれなかった。

〈お兄さん、まだまだいけますから任せてくださいね〉

　ロレンの視界の端はしに浮いているシェーナが胸を叩いて請け負うが、それに関しては本当に感謝しているロレンである。

「で、あれがそのフィーユの住んでいた集落だってのか？」

　生い茂る木立の向こう側に、少しばかり拓ひらけた空間が見えていた。

　そこには人の背せ丈たけほどの柵さくを張はり巡めぐらせた場所があり、柵の向こう側には丸太を組んで造られているらしいいくつかの建物が見て取れる。

　ロレン達はまだ森の木立の間に立っているので周囲は薄うす暗ぐらいが、その場所は頭上も開けていて日光が降り注いでいるのが見えた。

「そうです！　ここがボクの……」

「そうか。ここが、な……」

　明るい声で答えかけたフィーユであったが、被かぶせ気ぎ味みにロレンが呟いた言葉に思わず言葉を途と中ちゆうで止めて、木立の陰かげから様子を窺うかがっているロレンの顔を見上げてしまう。

　そんなフィーユの反応に気を配る余よ裕ゆうもなく、集落の方向を見つめていたロレンは、すぐ近くでロレンと同じく、木立の陰に隠かくれて集落の方を見つめていたラピスへ小声で声をかけた。

「どうだ？」

「質問が漠ばく然ぜんとしすぎていて、答えが特定できないですね」

　しれっと答えたラピスに、ロレンは険しい視線を送る。

　その視線に気がついたラピスは、ひょいと首をすくめながらもさらに続けた。

「何がどうだというんです？」

「集落の様子だ。お前から見てどう思う？」

「静か過ぎる上に、集落全体に人ひと影かげが見えません」

　ラピスの言葉を聞いて、フィーユは改めて自分が住んでいたはずの集落の様子を見る。

　いつもならば、柵の入り口の所には武装した大人達がいて、柵の周囲には見張りをする大人達がいて、柵の向こう側には子供達やその親達の姿が見えるはずであった。

　だというのに、今の集落はそれらの人影が一つも見えない。

　もしかして集落に何かあったのではないかと不安が高まっていくフィーユは一刻も早く集落へと歩を進めたい気持ちで一いつ杯ぱいであったのだが、ロレンもラピスも木立の陰から集落の様子を観察するばかりで一向にそこから出て行こうとしていなかった。

「あの……お二人とも？」

「言いてぇことは分かる。分かるんだけどよ」

　いつまでそこに隠れているつもりなのかと、問おうとしたフィーユにロレンは頭をかきながら答える。

　その答えには、できればそこへ行きたくないというような拒きよ絶ぜつの意志が感じられて、フィーユはさらに驚いたように目を見開いた。

「あからさまにおかしいだろ。こんだけ日も高ぇってのに、人っ子一人見当たらねぇなんてよ。何かありましたーって叫さけびまわってるようなもんだぜ」

「同意ですね。……ロレンさん！　上です！」

　ぼやいたロレンに同意したラピスが、何かに気がついたように警告の声を上げた。

　即そく座ざに反応したロレンは、右手に持っている抜ぬき身み状態の大たい剣けんを振り回そうとしたのだが、ラピスが警告を発する原因となった頭上から襲い掛かってきたそれの正体を瞬時に見定めると、大剣の柄つかから左手を離はなして自分の顔を庇う。

　その、顔を庇った左腕へ頭上からロレンに襲い掛かってきた何かが噛かみ付つき、同時にその手足がロレンの体へとしがみつく。

「嘘うそだろ、おい……」

　ロレンは自分の左腕に噛み付いているそれを改めて見直して、その正体に信じられないといったような呟きを漏らした。

　ロレンの頭上から音も無く襲撃し、ラピスが警告の声を発するまでその存在にロレンが気づくことがなかった襲しゆう撃げき者しやの正体は、髪かみを振り乱したエルフだったのである。

　歯をむき出し、ロレンの左腕に噛み付いているそのエルフは男性であり、その体格からしてまだ少年と呼ばれるような年ねん齢れいであることが分かった。

　そのエルフの少年は荒あらく息を吐はきながら、まるで獣けもののような唸うなり声ごえを上げつつロレンに噛み付いている顎へと力を込めて、その腕の肉を食い千切ろうとしているのだが、子供だからなのか必死に噛み付いてもその歯が浅くロレンの腕に食い込むばかりで、鍛きたえ上あげられているロレンの腕の筋肉を噛み千切るところまではいたっていない。
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　それでも、歯が食い込んで破けた皮ひ膚ふから血が滲にじみ出だす。

「エルフってのは、人を食うんだっけか？」

　フィーユの手前、フォレストウルフのように殴り飛ばしたり、叩き潰したりすることは幾いく分ぶん躊躇ためらわれ、ロレンは右手に握にぎっている大剣を地面へ一いつ旦たん突つき刺さすと、左腕を噛ませたままの状態でなんとかエルフの少年を引き剥がそうとし始めた。

　しかし、腕わん力りよくでは圧あつ倒とう的てきに有利なはずのロレンなのだが、体全体でしがみ付いて放すまいとするエルフの少年の力は意外に強く、引き剥がすに引き剥がせないまま、ロレンとエルフの少年はもみあうような状態でお互たがいの目的を達しようとする。

「全くもう。ロレンさんになんてことするんですか？」

　見かねたラピスが右手でエルフの少年の服の襟えり首くびを掴んで引っ張る。

　それで引き剥がせるかと思いきや、服が破けるほどにラピスが引っ張っても、エルフの少年は一向にロレンから引き剥がすことができなかったのだ。

　破けた服の切れ端を握り、むっとした表情になったラピスは今度はエルフの少年の首を背後から鷲づかみにし、強ごう引いんにロレンから引き剥がす。

　そしてさらに、引き剥がされた少年がロレンや自分にまた噛み付こうとすることを防ぐために、首を掴んだエルフの少年をそのまま集落に向って放り投げ、かなりの勢いで投げ捨てられた少年は多少の放物線を描えがきつつ地面へ落下。

　着地してからも投げられた勢いを殺しきれずにごろごろと転がっていく。

「ロレンさん、傷の方は？」

「たいしたことはねぇが……」

　噛まれたところはちょうど少年の歯型に凹んでおり、何なん箇か所しよかから血が滲み出していた。

　傷としてはそう大したことのないように見えるのだが、それでも普ふ段だんはそのようなことをしないであろうエルフの少年に噛まれた部分、となればいくらか不気味さを感じてしまう。

　もしや傷口から何かよくないものが体に入り込み、自分もあのエルフの少年のように我を失ってしまうのではないかと危き惧ぐしたロレンだったのだが、その噛み傷はすぐさま血が止まり、ゆっくりとではあるが歯型も消えていく。

〈処置は任せてくださいお兄さん。何かあってもこのシェーナがなんとかしますから！〉

「頼たよりになるねぇ……」

「体調の方に何か変化はありましたか？」

　流石さすがに心配そうに見つめてくるラピスに、ロレンはしばらく沈ちん黙もくし体のあちこちを確かく認にんしてから小さく首を振ふった。

　即座に変化がないからといって安心ができるわけでもないのだが、シェーナが大だい丈じよう夫ぶだと請け負っている以上はそれを信しん頼らいしてやるべきだろうとロレンは考える。

「俺おれの方はいいとして、問題はあれだろ」

　ラピスによって力任せに投げ飛ばされたエルフの少年は、集落の柵に激げき突とつしてようやく転がった状態から止まっていた。

　いきなり噛み付いてくるような相手に慈じ悲ひをかける気はないロレンであるのだが、事態が飲み込めないままに目を丸くしているフィーユが見ている前で、エルフを叩たたき斬きるというのも気が進まない。

　地面に突き刺した大剣を抜き、隠れていた木立から集落の方へと歩き出したロレンは、ラピスに投げ飛ばされたことで、いくらか正気に戻もどっていたりしないものかと期待しながら集落の柵近くまで歩を進めた。

　そこでロレンは、投げ飛ばされたダメージからなのか、立てないままに低く唸り続けているエルフの少年を見下ろす。

「気をつけてくださいね、ロレンさん」

「まぁあの投げられ方で、すぐ飛び掛かかってくるってことはねぇだろ」

　ロレンが見た限りでは人間でも立ち直るのにそれなりの時間が必要となるような投げられ方であった。

　人よりも細身で華きや奢しやなエルフであれば、物理的な防ぼう御ぎよ力りよくはもっと低いはずであり、もしかすれば動けないほどの大おお怪け我がを負っている可能性すらあると思っている。

「おい、ちっとは正気に戻ったかよ？」

　問うロレンに返ってきたのは、低く意味を成さない唸り声のみ。

　これは駄だ目めなのではないかとロレンが思い始めたとき、急にその唸り声の音量が上がった。

　思わず身構えつつ後ずさったロレンの視線の先で、エルフの少年の上げる呻き声は段々と悲鳴のような声へと変わっていき、倒たおれたままのたうち回るその体は、びくりびくりと痙けい攣れんしながら次し第だいに自分の胸や腹をかきむしり始めた。

「なんだってんだ？」

「病気か何かなんでしょうか？」

　ロレンの背後から、様子を観察していたラピスがそんなことを言う中。

　のたうち回るエルフの少年へ、フィーユが悲鳴にも似た叫び声を上げて近づこうとし、ロレンに首根っこを押おさえられて止められる。

「サリオン！　ボクだよ！　フィーユだよ！　分かるだろ!?」

　止められながらも必死に声をかけるフィーユに、地面の上をのたうち回っていた少年の目にわずかながらに理性の色が見えた。

　これはもしかしてとロレンが思った矢先、サリオンと呼ばれた少年はそれまでに聞いたことがないような濁にごった悲鳴を上げると、口から大量の血を吐き出す。

　見れば着ている衣服のあちこちから血が滲み出しており、それが徐じよ々じよに服を赤く染める範はん囲いを広げ出している。

「怪我か？」

「そんな単純なものではないみたいですよ」

　ラピスが指差したのは、血に染まった少年の衣服の一部であった。

　目を凝こらしてみれば、その服の内側に何かうごめくものがあり、それが動くたびに少年が上げる悲鳴が一段と大きくなっているようで、得体の知れないその光景にロレンはフィーユの首根っこを掴つかんだままサリオンという少年から距離を置いてしまう。

「サリオン！　しっかりしてサリオン！」

　叫ぶフィーユに向けて、少年は手を伸のばした。

　届くような距離ではないことは、分かっているはずであるというのに、助けを求めるかのように手を差し伸ばした少年は、そこから急にまるで糸が切れてしまった操あやつり人にん形ぎようのように、ぱたりと差し伸ばした手を地面へと落とし、それまで聞こえていた悲鳴も止やんでしまったのである。

「何がこいつをこんな風に……」

　衝しよう撃げきを受けて、呆ぼう然ぜんとしているフィーユをラピスに任せて、ロレンはどうやら事切れたらしいサリオンなる少年の死体に近づく。

　少年自身は既すでに絶命しているはずだというのに、その衣服のあちこちではいまだに何か小さな盛り上がりがあり、そこがもぞもぞと動いている。

　気味の悪い光景だと思いつつも、その盛り上がりの中に何がいるのかを調べなくては、いずれ自分達にも同じような運命が降りかかるのかどうなのか、という判断がつかず、ロレンは意を決すると、サリオンの着ていた服の盛り上がっている部分をめくった。

「うっ!?」

　思わずロレンが声を上げたのも無理はない。

　そこには背中に一いつ対ついの羽根を生やした小さな人影が、一心不乱に少年の体にかじりつき、肉を食いちぎるという行こう為いを行っている真っ最中だったのであった。







第五章　捕食から調査する







　それは一見するとシェーナに似ているようにも見えた。

　亜あ麻ま色いろの髪を肩かたまで伸ばし、白いワンピースを身に着け、背中からは透とう明めいな二枚の羽が生えている掌てのひらサイズの少女の姿だ。

　ただ、決定的に異なるのはそれらすべてが血に汚よごれているということで、なまじ可愛かわいらしい顔立ちをしているだけに、その異様が際きわ立だっている。

「なんだってんだ……」

　思わず漏もらしたロレンの声に、少女の顔が上がる。

　それまで、既に事切れてしまったらしいエルフの少年の体に噛みついていた彼かの女じよは、じっとロレンの顔を見つめ、ロレンがなんとなく愛あい想そ笑わらいでも顔に浮かべようかと思案し始めたあたりで、少女はその血に染まった口を大きく開くと唐とう突とつにロレン目がけて飛び掛かってきたのであった。

　思わず、本当に思わずロレンは体を少し引きながら、飛び掛かってきた小さな者をその手で叩き落としてしまう。

　掌サイズの存在が、あの大剣を巧みに振り回すロレンの腕力で叩き落とされたのでは、ひとたまりもない。

　小さな打だ撃げき音おんとわずかな手ごたえ。

　それだけを残してロレンへと飛び掛かってきたそれは、地面にうつぶせの状態で叩き付けられると、その周囲に赤いものを飛び散らせながらすぐに動かなくなった。

「それ、妖よう精せい族です……」

　震える声でフィーユが指さす。

「でも、どうして……今までこんなこと……」

　訳が分からないといったように、呟くフィーユであるがロレンとて一体ここで今、何が起きているのかさっぱり分からない。

　それでも情報を集めなければならないだろうと、自分が叩き落とした妖精族の体を拾い上げようとして、ロレンは先ほどまでその妖精族がかじっていたエルフの少年の体が、まだびくりびくりと痙攣していることに気が付く。

「まさかとは思うんだがよ……」

　ロレンのそんな呟きを契けい機きにしたかのように、少年の体のあちこちがぼこぼこと盛り上がりを見せた。

　その光景が意味するものを、即座に理解したロレンはフィーユとラピスに向けて叫ぶ。

「下がれ！　中にまだいやがるっ！」

　皮膚や服を突き破り、次々に姿を現したのはやはり掌サイズの小さな者達たちであった。

　少女のように見える者や少年のように見える者など、髪かみ形がたや顔立ちはそれぞれであったが、どれも簡素な衣服を身に着けて、頭から血をかぶったように赤黒い。

　一体どうやって、あの哀あわれなエルフの少年の体の中に入っていたのかという疑問は生じるものの、ロレンにはそれよりも先に解消しなければならない問題があった。

　それは、どうやらエルフの少年の味に飽あきでもしたのか、それらの小さな者達が一いつ斉せいに背中の羽を羽ばたかせ、一番近くにいたロレン目がけて飛び掛かってきたのである。

　これが普通の魔ま物ものなどであれば、ロレンは迷うことなくその手に握られている大剣でもって迎げい撃げきしたことであろう。

　だが、今飛び掛かってきている無数の妖精族達の体は、大剣で薙なぎ払はらうにはあまりにも小さすぎた。

　大剣の刃やいばと、その質量が動くことで起きる大気の乱れでもって、いくらかは撃げき退たいできるはずではあったが、それでなんとかなるような数ではない。

　大剣を手放して、両手で叩き落とすことも考えたロレンであるが、それでも全く間に合いそうには思えず、迷った分の時間がロレンに迎撃の手段を選せん択たくする時間を失わせる。

　不味まずいと思った時には、目を血走らせて大きく口を開けた妖精族達の顔がすぐ近くにまで迫せまってきていた。

　これは何なん箇か所しよか食い千切られるであろうことを覚かく悟ごして、痛みに耐たえるべく腕うでをかざし、ぐっと歯を食いしばったロレンであったが、予想した痛みがロレンを襲おそうことはなく、代わりに防ぼう御ぎよしようとしてかざした腕に、軽い衝撃をいくつか感じるだけに終わる。

　目を閉じる、という行為は戦せん闘とう中においては自殺行為に等しい。

　それを教え込まれているロレンであったからこそ、目は開いたままであったのだが、その目には自分の腕越しに何かがぽろぽろと地面へと落ちていくのが見え、かざしていた腕を下ろしてみれば、目の前には自分に飛び掛かろうとしていた妖精族達が、まるで虫むし除よけを焚たかれた虫よろしく、地面へと落ちていく光景が目に飛び込んできた。

〈お兄さん、シェーナをほめてください〉

　上手うまく事態を解決できたせいなのか、喜色の滲むシェーナの声に、ロレンは何があったのかをなんとなく察する。

　どうやら、物理的な防御手段では数の多い妖精族の攻こう撃げきを防ぎきれないと踏ふんだシェーナが、即座にこれまで虫除けに使ってきたエナジードレインを展開し、妖精族の命を奪うばったらしかった。

　人に比べると格段に体の小さい妖精族がその身の内に持っている生命力は人間等に比べるとかなり低い。

　ならば相手の数が多かったとしても、きちんと効果を発揮するだろうと考えての行動であったようなのだが、シェーナが考えていた通りに、その力はロレンの体を妖精族から守ったというわけであった。

（すまねぇ、助かった）

　あのままにされていたとしても、エルフの少年のように妖精族のエサになっていたとは思っていなかったが、それでもかなりの傷を負ったであろうことはロレンにも分かる。

　だからこそ胸の内でシェーナに礼を入れてから、ロレンは地面に落ちて動かなくなった妖精族達の体を調べだす。

　突とつ然ぜんのことでシェーナも加減できなかったのか、地面に落ちている妖精族の体はどれもがほぼ完全に干からびてしまっており、ミイラのようになっていた。

　その体を手に取り、持ち上げてしげしげと眺ながめながらロレンはその皺しわだらけの皮膚の表面をつぶさに観察し始める。

「そもそも妖精族はこんな血なまぐさいことをするような種族じゃ……それが一体何故なぜ？」

「さてね。間ま違ちがいなく分かるのは、そういうことをしねぇ奴やつらが実際にそういうことをしているという事実だけだな」

「まさか、集落に誰だれの姿もないのは……」

　そこまで言いかけて、フィーユは自分の想像に恐おそれ慄おののきながら集落を見る。

　結構な騒さわぎを集落の近くで起こしたはずのロレン達であったのだが、集落の中から様子を見ようと誰かが出てくるような気配はない。

「いちおう、アンデッド化する気配はねぇようだな」

　一通り、拾った妖精族の死体を調べ終えて、ロレンは近くに寄ってきたラピスにそれを手て渡わたす。

　死体を手渡すという異常な行動であったが、ラピスは特に気にした様子もなくそれを受け取ると、適当に服を剥むいて表裏をひっくり返しながら調べ始める。

「薬物……寄生虫、魔ま術じゆつの類の形けい跡せきなし。しわしわになっている以外、見た目は実に普ふ通つうのようですね」

「ためらいもしねぇで服、剥きやがったな」

「男の子でしたよ」

「聞いてねぇよ、んなこと」

　ロレンに冷たくあしらわれ、不満そうな顔になりながらラピスは手にしていた妖精族の死体を適当に背後に放ほうり投なげる。

　放物線を描いて、木立の向こう側に消えていった死体が、地面に落ちる音と共に何かが争うような音が聞こえて、どうやらその辺にいた何かが取り合いをしているらしいことを悟さとったフィーユの顔が真っ白になっていく。

「とりあえずフィーユさんには守りの術式をかけときますね」

　半ば棒立ち状態になっているフィーユの肩を押さえてラピスがいう。

「頼たのむわ。いきなり隣となりからがぶっとやられるのはぞっとしねぇ」

「ロレンさんは……大だい丈じよう夫ぶかな？　それもありますしね」

　ちょいちょいとラピスが指さしたのは、ロレンが持っている大剣だ。

　一体これがどうかしたのかとばかりにロレンがそれを持ち上げれば、ラピスはその大剣の刃に触ふれながらなぜか自じ慢まんげに話しだす。

「これには所持者を守る機能がついていますから。呪のろいとかそういうよくないものを寄せ付けないんですよ」

「たまたま武器屋に置いてあったこれの機能を、なんでお前が知ってんだ？」

　実際は、とある依い頼らい中に装備を失ったロレンのためにラピスがどこからか調達してきたものを、武器屋に話をつけてロレンへと売らせたものらしい。

　もちろんロレンも確認はしていないし、ラピスもそのことについては一言も話していないのだが、購こう入にゆうした時の様子からして間違いないだろうとロレンは思っている。

「私、知識の神に仕える神官ですから」

「それ以上、知識の神の神官に無茶ぶりするのは止めてやれよ」

　ラピス以外の知識の神の神官が気の毒になりつつあるロレンである。

　自分とフィーユ以外に聞く者のない状態ではあるのだが、フィーユが知識の神の神官という存在に妙みような期待感を持つようになっても問題だ。

「それはいいとして、集落の中に行ってみませんか？　調査が必要ですよね？」

「全く良くねぇんだが、そうだな、調べてみるのは必要だろうな」

　もしかすれば、生き残りがいるかもしれない。

　いなかったとしても、一体この集落で何が起こったのかの手がかりくらいは見つかるだろうとロレンは大剣を手にしたまま、あまり周囲を警けい戒かいしているような様子もないままに集落の入り口へと歩いていく。

　その後ろを、ラピスとラピスに手を引かれたフィーユが追いかけた。

　張り巡らされている柵の切れている部分から集落の中へと入りこんだロレン達が見た物は、フィーユからすれば想像していないほどに酷い光景であったのだが、ロレンやラピスからしてみればなんとなく想像していた通りの光景である。

　襲しゆう撃げきは急に行われたようであった。

　立ち入ってみた家の中には、酷く荒あらされてはいたものの、どうやら食事を用意していたらしい形跡が見てとれ、家によってはテーブルの上に並べられている料理の残ざん骸がいがある場所もある。

　ただ、それらは全すべて何かによって食い荒らされてはいたのだが。

　死体もいくつか発見した。

　戦おうとしたのか、それとも逃げ出そうとしたのか、その死体から判別することはできなかったが、道の端や建物の壁かべにもたれかかるようにして死んでいるエルフの死体があちこちに残されていたのだ。

　それらもまた、何かによって酷く破は壊かいされていて、死因の特定はできなかった。

「妖精族の襲撃だけ、ではなかったみたいですね」

　ラピスが破壊された建物の壁と、その破壊跡あとに寄り掛かるようにして息絶えている死体を見ながら呟つぶやく。

「建物が破壊されている場所があちこちにありましたから、何か中型から大型の獣か魔物の襲撃もあったみたいです」

「こんな森の中じゃ、犯人捜さがしにゃ意味はねぇだろうな」

　犯人候補がいすぎて、特定できそうにないからなとロレンは頭を振る。

　仮に特定できたとしても、現状では意味があるようには思えなかった。

　なにせ、集落は壊かい滅めつしており、生存者の姿はなかったからである。

「子供を隠そうとしてた形跡もありましたね」

　家の地下室や、大き目の箱の中などで息絶えている子供の死体があった。

　おそらくは親辺りが何かの襲撃をやり過ごし、生き延びてくれることを祈いのってそんなところに子供達を隠したのであろうが、そこにも襲撃者の手は伸びていたようで、祈りが何かに届いたような結果は一つとしてなかったのである。

「いや、さっきの子供がいたっけな」

「今日までは生き延びてた、ということですか……なんとも言えませんね」

　いたましいことだと、ラピスは胸むな元もとで手を組んで目を瞑つぶり、短く祈りの言葉を唱える。

　そうしているとまるで神官のようだ、と一いつ瞬しゆん思ったロレンだったのだが、よく考えてみればラピスは一応、本職の神官であり、ようだというのは失礼に当たるかもしれないと考え直す。

「集落のみんなは……どうなってしまったんでしょうか」

　ロレン達に引き回される形で、集落中の惨さん状じようを目にすることになってしまったフィーユは、虚うつろな声でロレン達に尋たずねた。

　集落の様子からして想像することは可能であるが、確たる答えを持たないロレンは、どう答えたものかとラピスに目を向ける。

「そういうとこ、私に振るのはずるいと思うんです」

「それもそうなんだがよ」

　口が上手かどうかという点においては、ロレンはラピスに太刀たち打うちできない。

　予想していることをそのまま正直にフィーユに話していいのであれば、やれないことはなかったが、それをやってしまった場合にフィーユが受ける衝撃に、フィーユが耐えきれるかどうかは分からなかった。

「まぁたぶん私の予想は、ロレンさんのとはちょっと違ちがうんですけどもね」

　仕方ないというように溜ため息いきを一つ吐いてから、ラピスは縋すがり付つくような視線をしているフィーユに向かい合う。

「集落の人口がどれくらいだったか、はっきりとは分からないのですが規模に対して死体の数が少ないように思うんです」

「それは……」

「えぇ、食べられてなくなったという線もあるのですが、それにしたところで集落一つが計画的に行われた襲撃でもないものに対して、誰だれ一人ひとり逃にげ切きれなかったと考えるのは不自然ではないかと」

　フィーユの目に、少しだけ光が戻った。

　傍かたわらでそれを聞いていたロレンはなるほどと納なつ得とくしてしまう。

　この集落を何が襲ったのかは別として、襲われれば戦わない者がまず取るであろう行動は、逃げるか隠れるかのいずれかが多いはずだった。

　ならば、逃げるを選択した集落の住民がいてもおかしくはなく、逃げ切れた住民が皆かい無むである、とは言い切れない。

「これが私達が森に入る前に見た、宿場町のように計画的にきちんと襲撃されていたのであれば別なんですけども……そんなわけでフィーユさん、この集落の人達が逃げ込む先に何か心当たりとかありませんか？」

　もしかしたら、誰か生き残っているかもしれない。

　そんな可能性を提示されたフィーユは、逃とう亡ぼう先さきとして自分が知っている唯ゆい一いつの場所を、ロレン達に伝えたのであった。







「妖精の隠かくれ里ざと？」

　ロレンはフィーユが口にした言葉をオウム返しに繰くり返かえす。

　ロレンを見上げていたフィーユはその問いかけにしっかりと頷うなずいた。

　どうにも怪あやしさが満まん載さいの名前の場所であるが、この際名前については目を瞑るとして、そこがどのような場所であるのかの説明をロレンはフィーユに求める。

「この森に妖精族が住んでいるのはご存じだと思いますけど、その妖精の中でも位の高い一部の妖精が、生活している里なんです」

「何故そこが逃げ場所になってんだ？」

　エルフと妖精というものは、種族として近い位置にある、ということはロレンも聞いたことくらいはあった。

　体の大きさこそ現在は相当な差があるのだが、元々の祖は同じであるらしいのだ。

　それがどのような道筋を辿たどると現在のような差が生じるのかまではロレンも知らないが、実際にエルフ族も妖精族も、祖が同じであるということを認めているせいで、この二つの種族は大体似たような場所に集落を作り、生活を送ることが多い。

「そこには妖精族の長おさがいるんです。元々ボク達エルフ族と妖精族は近い種族で、その縁えんで緊きん急きゆうの際にはそこに逃げ込んでいいことになってるんです」

「なるほどな」

「それでそこへの道というのは？」

　隠れ里というくらいなのだから、そこへ続く道というものはその辺にあるような道ではないのだろうとラピスは尋ねた。

　そんなラピスの質問に、フィーユは困ったように小首を傾かしげる。

　どうやらこれは、事情は知っていても詳しよう細さいは知らない類たぐいの話であるらしいと、ロレンは溜息を吐きつつ肩をすくめてみせたが、他ほかに情報を得られそうな要素はない。

「この集落を改めて調査してみるしかねぇか？」

「一通り、様子は見たと思うんですけどねぇ」

　状況を確認しただけとはいえ、ある程度は見回った集落である。

　しかも集落自体の大きさはそれほど大きなものでもなく、見落としがあったとは思っていないラピスだったのだが、探す物が違えば見えてくるものももしかしたら違うのではないかと考えて、そこまで積極的に否定することは避さけた。

　そんなラピスの言葉に、少しでも何か見つかる可能性を上げようと、ロレンはフィーユへ尋ねた。

「フィーユ、なんでもいいんだけどよ。なんか思いだすようなことねぇか？」

「え、えぇっと……」

　現状自分の記き憶おくだけが頼りなのだということを理解して、フィーユは必死に何か手がかりとなるような記憶がないものか考え出すが、そうすぐに該がい当とうするような記憶を思い出すことはできないらしい。

　そんなことをしている間にも時間だけは刻々と過ぎ去っていく。

　何も行動せずにいては、得られる物もないだろうと考えて、ロレンは傍らでフィーユの様子を見守っているラピスに声をかける。

「フィーユには考えてもらうとして、他に手がかりがねぇ以上は集落をもう一度さらってみるしかねぇと思うんだが？」

「そうですねぇ。何か使える物が見つかるかもしれないですから、探してみましょうか」

　使える物という単語に、ラピスの手て癖くせを知っているロレンとしては一いち抹まつの不安を感じずにはいられなかったのだが、それは無理に無視をして、まだうんうんと唸りながら考え込んでいるフィーユにロレンは指示を出した。

「じゃあフィーユはここで待機しててくれ。俺おれ達たちはもう一度集落を探たん索さくしてみる。何かあったら大声を出せ。いいな？」

「は、はい」

　フィーユが返事するのを確かめてから、ロレンとラピスは再度集落の調査を行い出す。

　その行動自体はあまり好ましいものではなく、ロレンは顔をしかめながらも集落のあちこちをくまなく探し始める。

　何せ周囲には生々しい襲撃の跡あとが残されたままになっているのだ。

　そんな場所をひっくり返したり、顔を近づけたりして調べるというのは、いくら死体や血を見慣れているとはいっても気の滅め入いる作業であり、ロレンはなるべく余計なことを考えないようにしながら、黙もく々もくとその作業を続けた。

「元々エルフって、あんまり貴金属で体を着き飾かざるようなことをしない種族なんですよね。なんというか自分達の顔立ちが整っているのを知っていて、わざわざ着飾らなくても綺き麗れいでしょ？　とか言い出す種族なんですよ」

「そいつはすげぇ偏へん見けんに聞こえるが……って、なんでそこで貴金属の話が出てくんのか、俺に教えてくれねぇか？」

　とある家に侵しん入にゆうし、その家に備え付けてあった棚たなをひっくり返しながら、何気なく語ったラピスの言葉を聞きとがめて、ロレンがやや険悪な声で尋ねたのだが、ラピスは聞こえなかったのか、聞こえていない振りをしているのか分からないが、答えずにさらにぶつぶつと呟き続ける。

「森の中で狩しゆ猟りようや採取で生計を立てている種族ですからね。現金の類もほとんど溜ため込こんでいない、と……面白おもしろみに欠けます」

「おいまて。お前一体何を探してる？」

「妖精の隠れ里に関する情報じゃないですか？　違いました？」

　答えたラピスの顔は如によ実じつに、当たり前でしょう何を言っているのですかと問いたげな顔をしており、何かしら釈しやく然ぜんとしないものを感じつつも間違った答えではないので責めるわけにもいかずにロレンは自分の作業に意識を戻す。

「人の街との交易があったわけですから、代金の支し払はらいに使う現金がどこかにあると思うんですが……どこにあるんでしょうねぇ？」

「待て待て、お前さっきから関係ないようなことばかり呟いてんぞ？」

　慌あわててラピスの肩に手を置き、自分の方を向かせるロレンであったが、無理に向きを変えられたラピスはむっとした表情でもってロレンを睨にらむ。

「ちゃんと探してますよ？　妖精の隠れ里の手がかりでしょう？　一体何が気になってるというんですか、ロレンさんは」

　あまりに堂々とラピスがそんなことを言うものだから、ロレンも一瞬自分の聞き間違えで、ラピスはきちんと調査をしているのかもしれないという考えが頭をよぎり、ラピスの肩から手を離す。

　肩を掴まれたことで乱れた衣服を整えるラピスに謝罪の言葉をかけて、また作業へと戻ろうとした時に、ラピスが呟いた言葉を聞いてロレンは慌てて再度ラピスの肩を掴むことになった。

「あ、ここに銀貨の束がありますね」

「おいおい、ちょっと待て。お前さっきから現金だの貴金属だのと、このどさくさに紛まぎれてチョロまかす気じゃねぇだろうな？」

　棚の中から、何かの毛皮に包まれて束のような状態で保管されていた銀貨を引っ張り出しながら嬉うれしそうな声を上げたラピスにロレンが突っ込みを入れると、ラピスは発見したばかりの銀貨の束を胸に抱だきながら、至し極ごく真ま面じ目めな顔でこう語った。

「死人は現金を使いませんし、貴金属で身を飾かざることもないんですよ？」

「そりゃ正論だがよ？」

「どうせ放置しても、ここで腐くさらせるか、ここに迷い込んだ誰かの懐ふところを潤うるおすかのどちらかくらいです。ならば、今ここで私の懐を潤してくれてもいいじゃないですか？」

「……持っていくことは止めねぇが。生存者がいたら返してやれよ？」

　持ち主不在の財貨なのであれば、末路はラピスのいうようなことになり、それくらいなら今ここで自分達のものにしてしまうというのもアリなのかもしれないとロレンは思う。

　しかしながらそれが、今探している妖精の隠れ里なる場所において、この集落の住人が匿かくまわれているのであれば、ラピスが抱だき締しめている銀貨というものはそれらの住人にこそ帰属するものであり、ラピスが勝手にどうこうしていいものでは決して無い。

「ロレンさん、急に情報を探す意欲が削そがれて……」

　フィーユのいう妖精の隠れ里に逃げ込んだ集落の民がいるのだとすれば、それらは確かにこの壊滅した集落の財産を引ひき継つぐ権利を有しているはずであった。

　ロレン達が見つけた財貨などが、偶ぐう然ぜん助かった住民のものであるとは限らないのもまた確かではある。

　しかし、他にその権利を有する者がいないのであれば、エルフの集落の中に残されていた物に関しては、生き残った住民達に帰属すると考えるのが普通であった。

　ならば妖精の隠れ里を探すということは、そこにいるかもしれない生存者を探すということであり、見つけてしまえば折せつ角かくの財貨を返へん却きやくしなければならないと知って、やる気を失ったらしい。

「ラピス、真面目にやってくれ。下手すりゃ俺達だってここから生きて出れねぇかもしれねぇんだからよ」

「そうでしょうか？」

　どこか暢のん気きにも聞こえるラピスの答え。

　ラピスが平常通りの反応をしていることに安心感を覚えていいものやら、危機感が足りないと叱しかっていいものやら、ロレンは迷ってしまう。

　おそらく魔ま族ぞくとして能力の高そうなラピスからすれば、この程度のことは危機的な状じよう況きようであるとは認にん識しきされないのかもしれないと考えると、安心するのも叱るのもどちらも違うような気がして、ロレンは答えないままにまた自分の作業へと戻ろうとしてラピスにぽんと一つ背中を叩かれる。

「どうしたってんだ？」

「ロレンさん、一つ大事なことを忘れていました」

　うってかわって真しん剣けんな口調のラピスになんとなく気け圧おされつつ、頷いたロレンへラピスは一つの言葉を告げる。

「この集落、少なくとも一回襲われてるじゃないですか」

「そりゃ、まぁ。この通り壊滅してるからな？」

「ここを襲った何かって、どこに行ったと思います？」

　言われてロレンは考える。

　ここにその何かがいたのであれば、集落へ入ることはできなかったはずだ。

　いないからこそ集落の中へ入り、調査することができているのだが、ではその何かというのは一体どこへ行ったというのかと言えば。

「まさか……」

　どこか遠くへ行ってくれているならばいい。

　だが、ここで大量のエサにありつけたのだ、ということを覚えているのであれば、そう遠くへは行っていない可能性があることに、ロレンは思い当たる。

「ここが何回目の襲撃で壊滅したのか知りませんが……エサ、というか襲撃するべきものがあったということくらいは、きっと覚えてますよね。ここを襲った何か達って」

「そりゃ……まぁ、な」

「そいつら、戻ってこないですかね？」

　何気なくといったような感じでラピスが口にしたその言葉は、ロレンの心に暗い影かげを落とした。

　常じよう軌きを逸いつし、暴走しているような状態であればこそ、その行動はとても簡略化、単純化されていてもおかしくはない。

　一度、エサにありつけた場所へ、再度訪おとずれるという行為は動物などでも見られる行動であり、集落を襲った何かがそれを行ったとしてもなんら不思議ではなかった。

「しかも私達。特に身を隠すようなこともなくこの集落に入りましたよね？」

「ラピス、フィーユのとこへ戻もどるぞ」

　ラピスが全てを言い終えるより先に、ロレンは動き出していた。

　そしてロレンがそのタイミングで動くことをあらかじめ分かっていたかのように、ラピスがその後ろに続く。

　もしもラピスが懸け念ねんしたように、ロレン達がこの集落に入ることがどこかの何かに見られていたとして、その何かがこの集落を襲った何かとつながりがあった場合。

　あのエサ場に新しい獲え物ものが足を踏み入れたという情報が、渡わたってしまった場合にここを襲撃した者達が取る行動は、一つくらいしかない。

「やべぇ！　ここは危ねぇまんまだったんだ！」

「気づくのがちょっと遅おそかったかもしれないですね！」

　離はなれた所から、フィーユの悲鳴が聞こえた。

　暢気に調査などしていないで、ここが壊滅していることだけを確かく認にんしたのならば、さっさと離れておくべきだったと思うロレンであるが、既に時は遅い。

「ロレンさん！　エルフの死体が！」

　ラピスの声に目を向ければ、あちこちに落ちている食われかけのエルフの死体から、ぶちぶちと音を立てながら体を起こした小さな者がいた。

　それらが全て、妖よう精せい族であることを見て取ったロレンは、周囲で起きている光景が何故そのようなことになるのか理解できないまま、舌打ちを一つしながらフィーユを置いてきてしまった場所へと走り続ける。

「妖精族は卵らん生せいじゃないですから、産みつけられていたわけでは……では何故エルフの体から妖精族が？　近親的な種族だから？　でも何が呼び水に？」

　理解できない光景を目にしてラピスが何事か呟いているが、ロレンにはその中身はさっぱり理解できない。

　だが今はそれを気にするよりも、フィーユの身み柄がらを確保することが先決であり、ロレンは建物の間をすり抜ぬけるようにして走り続けると、やがて反対側から必死の形相で走ってきたフィーユを発見する。

「ロレンさん！　妖精族が戻って……」

「分かってる！　逃げるから掴つかまれ！」

　土ぼこりを上げながらその場で急制動をかけたロレンは、走ってくるフィーユの手を握にぎると力任せに引き寄せて、小こ脇わきに抱かかえて今来た道を駆かけ戻もどり始める。

「えっと、あ……もう来てたんですねぇ」

　ロレンの急激な方向転てん換かんに一瞬ついていけなかったラピスは、フィーユの背後から迫ってくる妖精の大群を目にして、あまり焦あせった様子もなくくるりと背を向けると、段々と大きくなっていく妖精達の羽音から逃げるべく、ロレンの後を追いかけるのであった。







「これはなんとなく、良くない状況のように思えてなりませんが、どうでしょう？」

　森の中をひた走りながらラピスがそんなことを尋ねてきたのだが、ロレンにはその問いに返答するだけの余よ裕ゆうがなかった。

　ただでさえ走りにくい森の中を、しかもエルフの子供とはいえ人一人分の質量を小脇に抱えて走っているのである。

　ラピスを背中に背負っていたときよりは楽だとしても、背後から羽音と共に迫ってくる妖精達の速さがあまりに速いせいで、ほとんど全力疾しつ走そうしているような状態であり、少しでも気を緩ゆるめようものならば、足が止まってしまうのではないかと思うくらいの疲ひ労ろう感を覚えていた。

「シェーナさんの迎撃でなんとかなりませんかねぇ？」

〈やっているんですけども……〉

　もちろん、シェーナの返答はラピスの耳には届かない。

　その声を聞けるのはロレンだけである。

　申し訳なさそうなその声を聞いて、ロレンが目だけ動かして周囲を探さぐれば、確かにあちこちで急に力を失って落ちている妖精の姿がちらほらと見受けられはしたものの、追いかけてくる妖精達が飛んでいる範はん囲いが広く散らばっているのと、数が多すぎるせいなのか、あまり効果が出ているようには見えない。

「足を止めれば、群がられて食いつかれるのがオチだろうしよ！　どうすりゃいいんだ？」

「焼きます？」

「お前は食い殺されるよりは、焼け死ぬのが好みかよ？」

　確かにラピスの魔術は強力である。

　フィーユの目がある手前、そうそう簡単に使うわけにもいかない力ではあるが、現在ロレン達が置かれている状況は控ひかえめにいっても窮きゆう地ちであり、そんなことを言っていられるような状況にないことくらいはロレンにも分かっていた。

　しかし、ロレン達が逃げているのは森の中であり、森に入る前の野営地でラピスが使ったような魔術を使おうものならば、追いかけてくる妖精族のみならず周囲の木々まで焼いてしまうことになり、どれだけ延えん焼しようして大規模な火災を発生させるか分かったものではない。

　そうなった場合、ロレン達も煙けむりにまかれてただでは済まないはずでもあった。

「炎ほのお系統じゃない魔術とか使えねぇのか？」

「あんまり得意じゃないんですよ……地味だから」

「見た目で魔術を選ぶんじゃねぇよっ！」

　そうはいってみたものの、使えないものをどうにかしろとはロレンもいえない。

「このまま走り続けてみても、いずれ追いつかれんぞっ！」

「あっちは体が小さい分、こちらよりもスムーズに森の中を抜けてきますからねぇ」

　体の大きなロレンは、自分が通れる木立の隙すき間まを選びながら走っているが、追いかけてくる妖精達はその体の小ささからどの隙間を縫ぬっても追いかけ続けることができ、ほとんど一直線にロレン達を追いかけてきている。

「妖精ってのは飛び疲つかれたりしねぇのか!?」

「するはずですけど、あの状態で疲れたからと止まってくれる気がしません」

　ロレンがちらりと背後へ視線を向けてみれば、そこにあるのは血走った目と血に塗まみれた口でもって、かちかちと歯を鳴らしながら羽音を響ひびかせている妖精達の姿だ。

　元々がなまじ可愛かわいらしい顔をしているだけに、そのような形相で追いかけてくる光景は、下手をすれば夢に見そうなほどに恐ろしいもので、ロレンはすぐに視線を進行方向へと向けなおす。

「話が通じるようには見えねぇしなぁ」

「どうしましょうねぇ」

　危機感の感じられないラピスの声であるが、声とは裏腹に顔には少しばかり焦りの色が見て取れて、ロレンは突っ込みを入れることもなく黙だまって小脇に抱えているフィーユを抱えなおし、走ることに集中する。

　剣けんを振ふるって追ってくる妖精の大群に突っ込めといわれれば、かなり怪我けがを負うことにはなる。

　やってやれなくもないロレンであったが、その大群を追い返すか、やりすごすための作戦を考えろといわれても、考え付く気がしない。

　ならばここは、必死に逃げ続けてラピスが何かいい案を出してくれることに期待するしかないだろうと考えるロレン。

　しばらくしてラピスはロレンの腕の中でぐったりとしているフィーユに一つの質問をぶつけてきた。

「この周囲に、そこそこ深さのある湖とか沼ぬまの類ってないですか？」

「確か……そっちに」

　ロレンに抱えられた姿勢のままで、フィーユが指をさす。

　その方向を確認したラピスは、ロレンの肩かたを叩たたくと走りながら身を寄せるといった器用な真似まねをしながら、背後から聞こえている羽音に負けない声の大きさでロレンに言った。

「そっちに行きましょう！」

「そっちって……」

「沼だか湖だか知りませんが、水があります！　どうするかは分かりますよね？」

　ラピスの意図するところを、ロレンは少しの間考えた後にふとそれに気がつく。

　言われてみれば、背後から追いかけてきている妖精達というものを、その方法ならばやりすごすことができるかもしれなかった。

「蜂はちと同じってわけか」

「そうです。後はそっちにあるのができるだけ綺麗な湖であることを祈りましょう！」

　人を刺さすタイプの蜂に追おい掛かけ回まわされた時に、逃げる方法は色々あれど、その中に水の中に飛び込むというものがある。

　蜂のように空中を飛ぶものは羽が濡ぬれることを嫌いやがり、水中までは追いかけてこない。

　妖精の羽が濡れるとどうなるのかまでは分からないが、かなり高い確率でそこまで追いかけてはこないのではないか、というのがラピスの目もく論ろ見みであった。

　ただそのためにはかなり深い水深が必要となるのに加えて、つま先から頭の先まですっぽりと水に浸つかる必要がある。

　ある程度綺麗な水ならば濡れる不快感をガマンするだけで済む話ではあるが、これが緑に濁にごった水や、腐った泥どろの混じった水などに潜もぐれといわれれば、命がかかってはいるものの躊ちゆう躇ちよしてしまいかねない。

「フィーユ！　そっちにあるのは湖なのか？　沼なのか!?」

「え、えぇっと？」

「沼なら先に言っててくれ！　こっちにだって心の準備ってもんがあるんだからな！」

　飛び込まなくては死ぬというのならば、汚お水すいの中にだって飛び込むことができるだろうロレンではあるが、やはり何の心構えもなしにいきなりは行きたくない。

　だからこそ抱えているフィーユに事前に確認しておきたかったのだが、突然すぎる質問と、激しく上下に揺ゆられている状況でしどろもどろになっているフィーユはまともな答えを返せるような状況ではなかった。

　そうこうしている間に、立ち並んでいる木々の並びが切れて、開けた視界の中に目指していたものなのであろう水場が見えてくる。

「ロレンさん！　湖っぽいです！」

　見えた水の色は、茶色や緑色ではなかった。

　むしろ見た目はかなり透とう明めい度どの高い澄すんだ水のように見える。

「これなら心配いらねぇかもなっ！　飛び込むぞっ！　息を吸い込め！」

「素す潜もぐり!?　いえちょっとロレンさん!?　あぁもう……〈水中呼吸ウオーターブリージング〉！」

　岸辺から一気に水中へと飛び込むロレンを追いかけて、勢いよく湖へと飛び込んだラピスが魔術なのか法術なのか、ロレンには分からない何かを行使した。

　その効果が発揮されたのかされていないのかも分からないままに、ロレンの体は水中へと没ぼつする。

　透明度の高い湖の水は、かなり遠くまで見通せるほどに澄んでいた。

　ロレンが心配していたのは、この黒の森に住んでいたと思われるほとんど全ての存在が何かしらおかしくなっているという現状で、水の中にいるものまでおかしくなっていた場合、妖精達の追つい撃げきを振り切ったとしても今度は水中でそれに追い掛け回される羽目になるのではないかということである。

　しかし、透明度の高い水の中というものは、一いち概がいには言えないのだが生物が生息するのにあまり適していない場合が多い。

　これだけ澄んでいるならば、何かいたとしても見えるはずであり、一方的に先制されることはないだろうと考えながら頭上を見上げたロレンは、水面の上をびっしりと埋うめ尽つくすほどに集まってロレン達が浮うかび上あがってくるのを待ち構えているらしい妖精の大群を見て、背筋にぞっとしたものが走るのを感じていた。

　これが蜂の類であるならば、しばらく水の上で警戒しながら飛んで、やがて諦あきらめて飛び去っていくものなのだが、妖精達は完全に、ロレン達が浮かび上がってくるものだと考えて待ち構えているようである。

　これは不味まずいとロレンは息を止めながら考えた。

　飛び込む前にかなり大きく息を吸い込みはしたものの、その息が永遠に続くわけもなく、息苦しくなれば水上に顔を出して息いき継つぎをしなければならない。

　だがそこを襲おそわれれば、ひとたまりもないくらいの妖精が湖の上に待機しており、とてもではないが息継ぎに顔を出せそうな気配ではなかった。

　このままでは窒ちつ息そくするか、それとも苦くるし紛まぎれに顔を水上へ出して、顔中の肉を噛かみ千ち切ぎられるかのどちらかしかないと危あやぶむロレンの隣となりで、ラピスがロレンの服を引っ張る。

　何事かとそちらを向けば、ラピスは水中で大きく口を開け、胸を膨ふくらませながら呼吸をして見せたのだ。

　そんなことをすれば、普ふ通つうは咳せき込こんでしまい、即そく座ざに肺の中の空気を吐はき出だしてしまうはずだったのだが、ラピスは何事もなかったかのように、さらにもう一度吸ったり吐いたりを繰り返してみせて、ロレンにもやるように促うながしてくる。

〈お兄さん、お姉さんが使ったのは水中で呼吸ができるようになる魔ま術じゆつです。大だい丈じよう夫ぶですから息を止めずに普通に呼吸してみてください〉

　ラピスの様子を見ても、水中で呼吸ができているということがいまいち信じられないロレンは口を開くことを躊躇ためらっていたのだが、死の王として魔術の知識を持っているシェーナからも勧すすめられて、おずおずと口を開き水を吸い込んでみた。

　すると本来は口の中に入り込んでくるはずの水が、何か見えない壁のようなものにせき止められているかのように入り込んでくることはなく、代わりに冷たい空気だけが喉のどを通り抜けて胸へと落ちていくのが感じられる。

　確認のために小脇に抱えているフィーユの様子を見れば、こちらもこわごわとではあったが水の中で呼吸ができることを確かめている最中であり、これならばとりあえずすぐに溺でき死しすることはないらしいとロレンはほっと安あん堵どした。

　そんなロレンを、ラピスがその手を取って引っ張り出す。

　体格差もあり、しかも水中ともなればいくらラピスが引っ張ってみたところでほとんどロレンが動くことはないのだが、一体何がしたいのかと考えれば水中で声が出せないラピスの代わりに、シェーナがその行動の意味を教えてくれる。

〈お兄さん、魔術の効果は永遠じゃないんです。魔術の効果が切れる前に顔が出せるような位置まで逃げてしまわないと、結局は死んじゃいますよ？〉

　折角すぐに溺死するという運命からは逃のがれられたというのに、結局なんやかんやの末に溺死してしまったのでは非常に聞こえが悪い。

　ならばとばかりにロレンはラピスに手を引かれるままに水中を移動し、なんとか頭上で待っている妖精達たちの目から逃れられそうな場所を探す。

　しかし、どこまで進んでみても頭上から黒い影を落としている妖精の大群が途と切ぎれる気配を見せない。

　湖自体はそれほど大きなものではないようだったのだが、そんな湖でも覆おおいつくすほどの数の妖精が集まってきているのだとすれば、とんでもない数である。

　これはどうしたものかと、頭上に群がっている妖精達の影を見上げながら思案するロレンはやや諦め気味に視線を水中へと戻し、ラピスが何か手で追おい払はらうような仕草をしているのに気がついて首を傾げた。

　まさか水上にいる妖精の中に、水の中まで潜れるような個体でもいたのだろうかと近づいていけば、ラピスが追い払おうとしているそれが、まさかそんなことはないだろうと思っていた水中を潜る妖精族であるのを見て、目を見開く。

「ちょ、ちょっと待まって欲ほしいのですよーっ！　私の話を聞いてくださーいっ！」

　ラピスの掌てのひらに追いたてられるようにしながらも、その周囲から離れようとはしないその妖精族は、どうやら女性のようであった。

　水の中だというのにはっきりと聞こえるその声に、ロレンはその場から逃げ出そうとしていた足を止め、ラピスは追い払おうとしていた手を止める。

　二人の動きが止まったのを見て、ラピスの周囲をくるくると回っていた妖精は、ラピスの正面でその動きを止めた。

「人間さん、人間さん。貴方あなた達はまだ正常ですか？　もしやあれから逃げてきたのですか？　もしそうなら、この場は助けてあげますので、私達も助けて欲しいのですよー」

　これまで出会ってきた妖精族達は、会話を交かわすこともなく、いきなり噛み付いてくるようなものばかりであった。

　だが、一体どのような方法なのか水中で息が詰つまることもなく、何故なぜか声を出すこともできて、しかも会話が可能な妖精族の出現にロレン達は戸と惑まどう。

「とりあえずご案内するので、話だけでも聞いて欲しいのですよー」

　栗くり色いろの髪かみをゆらゆらと水の中で揺らし、背中から生えている羽をしっかりと羽ばたかせながらロレン達をどこかに案内しようとする妖精族の少女。

　その案内に現在の状況では乗る以外に助かる道はなさそうだと、ロレンとラピスは大人しくその案内に従って水の中を歩き出すのであった。
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第六章　依頼されて引受ける







　唐とう突とつに現れた、どうやら正気を保っている妖精の少女。

　その少女に導かれ、などというと少しは格好のいい話になったのかもしれなかったが、実際には他に選せん択たく肢しもなく、ロレン達は言われるがままに妖精の少女の後をついて、湖の中を泳ぐことになっている。

　相変わらず頭上は、ロレン達が上がってくるのを待ち構えているらしい、正気を失っている妖精達の影で真っ黒になっており、水中を呼吸しながら移動するというロレンからしてみれば不思議な感覚と相まって、どこか現実味を感じないままにロレン達が案内されたのは湖の底にある横穴であった。

　人がどうにか這はって進める程度の広さの横穴を潜ってしばらくすると、穴は行き止まりに当たってそこから上へと続く縦穴に変化する。

　そちらもどうにか人一人が通れる程度の太さしかなく、ラピスとフィーユは問題なかったのだが、体格がいい上に大剣という錘おもりを背中に背負っているロレンはそのままでは通ることができず、先に縦穴を通ったラピスに大剣を引ひき揚あげてもらい、その後ロレンが一人で穴を登るといった形でどうにかそこも通り抜けた。

　どうにか穴を抜けて、ロレンは穴の縁に手をかけると水の中から体を引き揚げる。

　ぼたぼたと水の垂れている体から水を適当に跳はね飛とばしながら周囲を見回せば、ロレンはそこが洞どう窟くつのような場所であり、柔やわらかく白い光が辺りを照らし出していることに気がついた。

「うぇえ……びっちょびちょですよ」

　声がした方を見れば、上から下まで濡れねずみとなったラピスが地面にペタンと腰こしを下ろした状態のままで、水を含ふくんで重くなってしまった神官服をどうしたものかと適当に絞しぼったりしている。

　ロレンやフィーユはそれほど厚着をしておらず、濡れたところで大したことはなかったのだが、ラピスが着ている神官服は冒ぼう険けん者しやとして動けるようにそれなりに簡略化されてはいたものの、やはりロレン達に比べると使っている布が多く、それらが全すべて濡れてしまったために不快感も重さも酷ひどいことになっていた。

「ロレンさんがいきなり飛び込むから……」

「いや、あの状況じゃ飛び込む以外ねぇだろ？」

「〈水中呼吸ウオーターブリージング〉しか間に合わなかったじゃないですか。他にも色々、濡れない魔術とか水圧を防ぐ魔術とかあったんですよ？」

　恨うらめしそうな顔で見上げてくるラピスであったが、そんな準備をしてから飛び込んでいたのではとても間に合わなかったのではないかとロレンは思う。

　そう思うのであるが、それを口にしたところで濡れたラピスの機き嫌げんが良くならないのは分かりきっていたので、この場はあえて沈ちん黙もくを保った。

「もう脱ぬぎます……こんなぐちゃぐちゃじゃ動けません……」

「まじか？」

　ロレンを責めても仕方が無いということは、ラピスも分かっていたようで軽い恨み言を口にした後は、なんとかその濡れた神官服を少しでも着き心地ごこちよくできないものかとあちらこちらを叩いたり絞ったりし始めたのだが、やがてそれら全てをすっぱりと諦めると、濡れた布が肌はだに張り付く感かん触しよくが不快なのか、顔を顰しかめつつ勢いよく服を脱ぎ始めたのである。

　自分のような男がいる場所で、そこまで躊躇ためらいもなく脱ぎ始めていいんだろうかと思ってしまうロレンなのだが、濡れた衣服をいつまでも身につけているというのは確かに不快な話であり、そのままでいろとも言いがたい。

　できればロレン自身も一いつ旦たん服を脱いで、火を焚たくなりして乾かわかしてしまいたい気持ちで一いつ杯ぱいであったのだが、果たしてこんな洞窟のような場所で燃やすものやら、火を焚く場所やらがあるのだろうかと考えていると、そんなロレンの顔の真正面にふわふわと飛んできた者があった。

「お話できますかー？」

　それはロレン達をそこへ連れてきた妖精であった。

　こちらはラピスが言っていたような、水に飛び込む前の準備用の魔術を展開していたせいなのか、着ているワンピースのような服も濡れてはおらず、髪や羽にも水の跡は見てとれない。

「私の言葉が分かりますかー？　人間さーん？」

「あぁ、聞こえてるし、分かってるぜ？」

　何はともあれ、その妖精はロレン達にとっては自分達を助けてくれた相手である。

　丁てい寧ねいに対応しておくべきだろうと考えて、ロレンは顔の前に滞たい空くうしている妖精に答えを返すと妖精はにっこりと微笑ほほえんでロレンの肩に止まった。

「自己紹しよう介かいしますとー、妖精族のコルネといいますよー。よろしくです」

「なんか間延びした子ですね」

　ラピスが名乗りを上げた妖精族に対する感想を口にするが、そのラピスの方を見ようとしてロレンは即座に顔ごとラピスから視線を背そむけた。

　どうやらラピスは順調に服を脱ぎ続けていたようで、ロレンがちらりと見た限りでは胸覆いと下した穿ばき以外は全て脱ぎ捨ててしまった状態で、地面に腰を下ろしたまま濡れた服を傍かたわらに積み上げているような状態だったのである。

　つまりは、胸むな元もとやらお腹なかやらが丸見えで、ロレンには見るつもりはなかったものの、しっかりとそれらの映像が目に焼きついてしまっていた。

「あれ、ロレンさん顔真っ赤ですよ？」

「うるせぇな。ちっとは隠せ」

「そうはいっても……見ているのロレンさんだけですし？」

「それが問題なんじゃねぇか」

　赤い顔を隠すようにしながらぶっきらぼうにロレンが言えば、ラピスは一体何を言われているのか理解できないような顔でしばらくロレンを見つめた後、にやりと顔を歪ゆがめるような笑え顔がおになった。

「あれ？　もしかしてロレンさん照れてます？」

「ラピス。こう言っちゃなんだが、俺おれは恥はじらいのねぇ女は好きにゃなれねぇぞ」

　からかわれる前に、釘くぎを刺しておけとばかりにロレンが言えばラピスが慌てて脱ぎ捨てた服を拾い上げて胸元を隠そうとしだす。
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　しかし、濡れた服を自分の体にまた当てるというのはあまり気が進まないようで、しばらく服を自分の体から近づけたり遠ざけたりした後で、困ったようにロレンを見上げる。

「えぇっと、コルネだったか。ご覧の通り、俺ら濡れネズミだ。どうにか服を乾かしてぇんだが、なんとかならねぇか？」

「それならついてきてくださいー。あっちに私達の住すみ処かがありますからー」

　ロレンの頼たのみを受けて、コルネと名乗った妖精族の少女はロレンの肩からふわふわと飛び立つと、手招きしながら洞窟らしき空間の奥おくへとゆっくり飛んでいく。

　ロレンは、半はん裸ら状態のラピスと、濡れたまま地面に座すわりこんでいるフィーユの二人に声をかけると、コルネの後を追いかけていくことにした。

「それにしてもここはどうなっているんです？」

　一時しのぎとして濡れた服を胸元に抱きながら、周囲を見回すラピスが先を行くコルネに尋たずねる。

　尋ねられたコルネは、質問の意味が分からなかったのか首を傾かしげて見せた。

「見た所、ここは地下の空くう洞どうだと思うんですけれども？」

「そうですよー、ここは貴方達が黒の森と呼んでいる場所の地下ですよー」

「何故こんなに明るいんですか？」

「それはですねー、岩いわ肌はだに光るコケが生えているからですねー。なんで光るのかは私にも分からないですねー」

　コルネの説明に、ロレンは周囲の岩肌に顔を近づけてみる。

　確かにそこにはうっすらとではあったがコケが生えており、そのコケから発する光が洞窟全体を照らし出しているらしいことが分かった。

「自然型の迷めい宮きゆうなんかで見られるタイプのコケですね。結構あちこちで見られるものですから、珍めずらしいものじゃないですよ」

　しげしげと壁かべを観察するロレンにラピスが言う。

「前に見た、古代王国期の遺い跡せきの壁とは違ちがうのか？」

「光ってれば同じというわけじゃないですよ、ロレンさん」

　以前にゴブリンを繁はん殖しよくさせるという目的のために造られたらしい古代王国の遺跡の内部を探たん索さくした時に、壁に使われていた建材が今ロレン達がいる洞窟の壁のように光っていたことを思い出してのロレンの言葉だったのだが、ラピスは一言でそれを否定する。

「希少性も光量も、値段から何から全て段だん違ちがいです」

「みなさんー、壁なんて見るのは後でいいですから、ちゃんとついてきてくださいよー。風邪かぜひいちゃいますよー」

　濡れた体のままのロレン達を心配するようなコルネの言葉に、ひとまず周囲の観察は棚たな上あげしておくとしてロレン達は足早にコルネを追いかける。

　水辺からしばし歩くと、洞窟のようだった空間が開けたドーム型の広場のような空間へと変わった。

　地面にはロレン達の腰の辺りくらいまでしかない小さな石造りの建物がいくつも建ち並んでおり、まるで小規模な街の模型のようだと思ったロレンだったのだが、それらが模型ではないことは、建ち並ぶ建物の間を行き交う、羽の生えた小さな人ひと影かげを見ればすぐに分かる。

「大きな人きたー」

「きたー」

　コルネの声に応じて、あちこちからふわふわと少年や少女の姿をした妖精達が飛び上がり、ロレン達の周囲を飛び回り始める。

　まさか襲ってこないだろうなと思いつつも、先さき程ほどまでの体験から周囲を妖精に取り囲まれるという状態に身構えてしまうロレンだったが、背中の大剣の柄つかへと伸のびかけたその手をラピスが押おさえた。

「大丈夫ですよ、敵意は感じないですし」

「あ、あぁ……悪い。思わずな」

「気持ちは分かりますけどね」

　追い掛け回された時の記き憶おくはラピスとて忘れているわけではない。

　思わずロレンが身構えてしまうのも無理はないと思うくらいにはラピスもあの大量の妖精達による襲しゆう撃げきを恐おそろしいものだと考えていた。

「みなさん、ここで服を乾かすのですよー」

　コルネがロレン達に指し示してみせたのは、その空間の壁に開いている横穴であった。

　ロレンが近づいてみるとその穴は人が通れるとは思えないくらいの太さしかなかったのだが、どうやらロレン達がいる空間よりずっと下に繋つながっているらしく、しかもその穴からはかなり暖かい空気が流れ込んできていたのである。

「地下の空間ですのに、肌はだ寒さむさを感じなかったと思ったら、こんなので温度調整していたんですね」

「ここの穴の近くに、服を干すといいのー。乾いているし、あったかい風だから乾くと思うのー」

「お言葉に甘あまえましょうロレンさん。この穴の所に服を置いておけば、そこそこ早く乾くでしょうし、何よりここが一番あったかそうです」

「服を乾かしている間に、私の話を聞いてほしいのー」

「そういや、助けて欲しいとか言ってたっけな？」

　いそいそとラピスが暖かい風が吹ふいてくる穴の縁ふちに自分の服をかけていくのを見ながらロレンがまた近くで滞空し始めたコルネに言えば、コルネは少しばかりその表情を曇くもらせながらこくりと頷うなずく。

「言ってみろ、助けてくれた礼もある。多少は無む茶ちやでも聞いてやるからよ」

　自分の服を干し終えて、今度はまごまごしているフィーユを脱がしにかかったラピスを見ながらロレンはコルネへ告げると、コルネは真しん剣けんな表情を顔に湛たたえつつ、ロレンの正面へと回るとその顔の高さで、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめると間延びした口調はそのままに、ロレンへこう告げたのであった。

「私達の、妖精族の長おささんを討とう伐ばつして欲しいんですよー」







「権力闘とう争そうか何かか？」

　下の者が上の立場の者を討伐して欲しいと頼む理由としては、それくらいしか思いつかなかったロレンがそう尋ねてみたのだが、尋ねた本人がおそらくは違うだろうなと思ってしまっている。

　そもそも妖精族という種族がどのような種族であるのかを、ロレンは詳くわしく知らない。

　それでも妖精という言葉の持つ雰ふん囲い気きからして人の世でいうような権力争あらそいがあるようにはあまり思えなかった。

　実際にロレンからそんなことを言われたコルネも一体何のことを言われているのか分からないといった顔をしており、ロレンは詫わびながら話の続きをしてくれるよう頼む。

「ですから、私達の長を討伐して欲しいのですよー」

「自分らの長を討伐ってのは穏やかじゃねぇぞ？　一体何があった」

「長がですねー、おかしくなってしまったのですよー」

　背後で、未いまだに濡れた衣服を身に纏まとったままのフィーユに気がついたラピスがそれを脱がそうとしだしたのと、衣服に手をかけられて慌あわててそれに抵てい抗こうしだしたフィーユとが、取っ組み合いになっているのを極力視界の外へと締め出すようにしながら、事情の説明を求めるロレンに、コルネはむき出しになっている岩肌の凹おう凸とつの一つへ腰こし掛かけると、心なしか肩を落として語りだした。

　それによれば、妖精族の長の様子が少し前から段々とおかしくなっていったのだという。

　元々、妖精族という種族は気まぐれでいたずら好きで、好こう奇き心しんの強い傾けい向こうがあり、森に住むエルフや森に入ってくる人族達によくいたずらをしかけたりしていた。

　そのいたずらがいたずらの範囲を逸いつ脱だつし始めたというのが始まりであったらしい。

「それまでは本当に他た愛あいのないいたずらばかりだったのですよー」

「念ねんの為ため、例でも挙げてみてくれ」

「たとえば、エルフさんの使っている塩を砂糖と掏すり替かえてみたり、森を歩いている人族さんの頭の上から泥どろ水みずをかけてみたりする、そのくらいだったのですよー」

「十分迷めい惑わくな話だが……まぁいい、先を続けてくれ」

「そんな可愛らしいいたずらを仕し掛かけ続けていた私達だったのですが、ある日突とつ然ぜん長が、エルフの集落の食料庫を襲えといいだしたのですよー」

　食料を失えばエルフは飢うえる。

　さすがに他ほかの集落等に助けを求めるであろうから、餓が死ししたりするようなことはないのかもしれなかったが、それでも受ける被ひ害がいとしては大きい。

　いかに森の恵めぐみが豊かであったとしても、その被害を埋め合わせるには、エルフ達に多大な労力を強しいることになり、それはもういたずらではないと多数の妖精達が反発。

　しかし妖精族の長とその傍そばにいた妖精達は強ごう引いんにことを推おし進すすめてしまい、エルフの集落の一つから食料を根こそぎ奪うばい取とってしまったのである。

「私達はエルフさんに食料を返すよう、長にお願いをしたのですよー。でも長はそれを聞き入れてくれなかったばかりか、奪った食料をみんな食べてしまったのですよー」

「みんな!?　そりゃすげぇな。半はん端ぱな量じゃねぇだろうに」

　しかも話はそれだけでは終わらなかった。

　エルフの集落から食料を得ることに味をしめた長とその周囲の妖精達は、あろうことか他のエルフの集落にまでその手を伸ばし始めたのである。

「そりゃエルフ達も怒おこっただろ？」

　ちらりとロレンがフィーユを見れば、いつの間にやらフィーユはラピスの手によって下穿き一枚の状態に剥むかれてしまっていた。

　濡れているフィーユの服を鼻歌交じりに干しているラピスの傍らで、何故だか自分を抱だき締しめるような感じで胸元を隠かくしつつ、顔を真っ赤にしていたフィーユはロレンの視線に気がつくと首を横に振ってみせる。

　どうやらその辺りの事情をフィーユは知らないらしい、と知ってロレンはコルネの話へ注意を戻もどす。

「確かにエルフさん達は怒ったのですよー」

　間延びした口調はそのままで、コルネの言葉に哀かなしさの感情が混じる。

　ロレンはそれを、エルフ達を怒らせてしまったことへのものだろうと考えたのだが、コルネの語った実情はそれとは大きくかけ離はなれていた。

「エルフさん達は抗こう議ぎに来たのです。私もみんなも長が謝あやまるものだとばかり思っていたのですよー」

　思っていた、ということはそうはならなかったということである。

　行き過ぎた行こう為いを謝罪しても、それだけで話が終わるわけもないのだが、ことを荒あら立だてずに収束させるにはそれ以外に方法はないようにロレンは思う。

　それがそうはならなかったというのだから、事態は悪化の一いつ途とを辿たどったに違いない。

　そう考えたロレンの思考を読んでいたわけでもないのだろうが、コルネはわずかに顎あごを引き、視線を下げるとぽつりとこぼすように言った。

「長は、抗議に来たエルフさん達を皆みな殺ごろしにしてしまったのですよー」

「そこは、ですよーとか言ってる場合じゃねぇような気しかしねぇんだがな？」

　思わず突っ込んだロレンであるが、それも無理はない。

　一方的に相手の食料を奪い、それを食い散らかし、被害を与あたえた張本人が被害を受けた相手から抗議されたからといって、それを殺すような真似をすれば、これが人族の世界での話ならば確実に戦いになる。

　エルフ達にとって不幸であったのは、この森に住む彼かれらは種族という区切りよりは集落ごとという区切りでもって行動していたこと。

　そしてエルフと妖精との魔術の腕うでを比べた場合、妖精の方が技量も魔ま力りよくも上であり、しかもその妖精の中でも強力な個体たる長が相手だったことだった。

「もちろん、妖精側にも少なくない被害が出たのですよー」

　そのこと自体はコルネからしてみても哀しい出来事ではあったのだが、しかしそれで長の暴走も止まるものだとも思っていた。

　戦力が減れば、いくら長が強力な魔術の使い手であったとしても、その無理は通しにくくなるはずであったからだ。

　しかし、長はあるとんでもない方法で減った分の戦力を補ほ充じゆうしてみせ、さらに他のエルフの集落へとその手を伸ばし続けたのであった。

「エルフを捕ほ食しよくでもしたんですか？」

　急に口を挟はさんでみたのはラピスであった。

　そのラピスが口にした言葉に、フィーユは顔を強こわ張ばらせ、コルネは哀しげな顔のまま俯うつむいてしまう。

「どういうことだ？」

　一人だけ事情の分からないロレンが、おそらくその事情を知っているのであろうラピスに尋ねれば、ラピスは丁寧に説明し始める。

「エルフと妖よう精せいは近い種族なんですが、妖精族の方が種としてはやや上位に位置しているんです。ですので妖精がその力でもってエルフの体に干かん渉しようをしかけると、上手うまくいけば妖精はエルフの体から自分の仲間を作り出すことができるんですね」

　かなり酷い内容の言葉をこともなげに話したラピスであったが、最後に普通はそんなことやりませんけどね、と付け加えることも忘れなかった。

「でもこれであの内側から食い破られたエルフや、死体から発生した妖精等についての説明がつくというわけです。つまりはその長さんというのが力を付け続け、黒の森の広こう範はん囲いに自分の力の影えい響きようを及およぼすようなことができるまでに至っているということですね」

「その通りなのですよー」

　ラピスの言葉をコルネが認めた。

　つまりはその妖精族の長というのが現在この黒の森で起きている異変の原因であり、その原因を取り除かなくては黒の森で起きている現象は止まることがない、ということであるらしかった。

「このまま長を放置していては、いけないのですよー。この森に住む妖精族が迫はく害がいの対象となりかねないですし、エルフさんも狩かりつくされて絶ぜつ滅めつしてしまうのですよー」

「そこで俺おれ達たちに長を討伐してくれ、ってことに繋がるわけか」

「もちろん、長さんを死なせたいわけではないのですよー」

　しかし、それ以外に方法がないように思えるというのもまた事実であった。

　少なくとも、コルネ達同族の妖精の話を聞かなかったという長が、人族であるロレンの話を聞くとは到とう底てい思えない。

　また、エルフを皆殺しにしてしまった長が、人族やら何やらに手心を加えてくれるとは到底考えにくく、ロレンは出会った途と端たんに戦せん闘とうになりかねないとすら思っていた。

「だがよ。一体何がそんな長ってのをおかしくしたってんだ？　元々はそんな奴やつじゃなかったんだろ？」

「そうなのですよー……でも、私にだって原因は分からないのですよー」

「何かこう、心当たりとかないのですか？　いつもと違うものを食べたとか、いつもと違う何かを身につけたとか」

　ラピスの言葉に、コルネはしばし眉み間けんにシワを寄せつつ考え込む。

　その間に、ロレンはおそらく濡れているロレンの服を剥はぎ取とろうとしたのか、そーっと伸びてきたラピスの手を軽く叩たたいて諦めさせつつ、一番上に羽織っているコートだけ脱いで、干してくれるようにいいながらラピスへと手て渡わたす。

「えーとですよー。これが原因かどうかは分からないのですがー」

「なんでも構いません。情報はあった方がいいですからね」

　ラピスの言葉にコルネは頷くと、どうやら心当たりを思い出したらしく口を開く。

「実は、私達妖精というのは、ぴかぴかした物とかきれいな物とかが大好きなのですよー」

　言われてロレンの頭にまず浮かんだのは、その辺にいくらでもいるカラスの類たぐいであった。

　何故だか光るものをひたすら集める習性のあるその鳥は、巣の中に鉄くずだのガラス片へんだのと、光っているものならばなんでもかんでも集めてしまうのだが、時に銀貨や金貨、宝石といった高価な代しろ物ものまで巣に持ち込んでいることがあり、思わぬ収しゆう穫かくになったりしたものだが、妖精にもそんな習性があったらしい。

「集めた物は大体、長の所に一旦集められてそれから適当に分配されたり、里に飾かざられたりするのですがー。ちょっと前に妙みようなものを拾ってきた子達がいたのを思い出したのですよー」

「妙なもん？」

　妙な物なら拾ってくるな、と思うロレンなのであるがそういう理り屈くつは妖精には通用しないらしい。

　コルネはそれまで腰掛けていた岩の凹凸の上で立ち上がると、その両りよう腕うでを一杯に広げてからロレンにこう語った。

「大きさはこれくらいのですねー。ぴかぴか光った金属の箱で、表面に見たこともないような模様が描えがかれていたのですよー」

「おい、ちょっとまて」

　コルネが両腕を一杯に広げたくらいの大きさ、というのは大体コルネの背せ丈たけほどということになる。

　そしてコルネの背丈は大体ロレンの掌サイズであった。

　つまり、妖精族の誰だれかが拾ってきたその金属の箱というものは、およそ掌サイズのものだったと考えることが出来る。

　そうなってくるとロレンは、コルネが口にしたような形容の箱は以前にロレンがこことは別の場所で目にしたものに似ているのではないか、と思えたのだ。

「なぁラピス。俺はつい最近、そんなような箱を見たような記憶があるんだが……」

「奇き遇ぐうですねロレンさん。実は私も同じことを考えていました」

　ロレン達が一つ前に受けた依頼。

　冒険者養成学校の生徒が受ける実地試験において、潜もぐった迷宮の先で見た怠たい惰だの邪じや神しんという存在を封ふうじ込こめていたヴォルフの遺産の一つ。

　その遺産こそがまさにコルネが説明したような、金属の箱で表面に複雑な模様が描かれたという代物だったのである。

「偶ぐう然ぜんだと思いてぇのは俺だけか？」

「私も偶然だと思いたいんですが……他に心当たりもありません」

　もしもそれが、ロレン達が予想している物であるのだとすれば。

　そう考えるとロレンは気分が暗く沈しずんで行くのを感じてしまう。

　前回は相手の方が勝手に逃にげてくれた。

　復活したて、ということもあったのだろうが怠惰という名前からしてもやる気のない邪神であり、被害がなかったとは言わないが邪神を名乗る者を相手にした割には小さな被害で済んでいたとロレンは思っている。

　しかし、今回の邪神はどんな邪神なのかは分からないまでも、妖精族の長の変わりようからして既すでにかなりの影響が出ていると思われ、そんな邪神がすんなりと手を引いてくれるかと考えると、その望みは薄うすいように思えた。

「そうは言っても、ここまで話を聞いといて、知らねぇ振ふりもできねぇしなぁ」

「……いつかロレンさんはそのお人ひと好よしさで命を落としかねない気がします」

　一番問題の無い選択肢は、このまま地上に出る道を探し、何も見なかったことにして黒の森から立ち去ることだろうとロレンは思う。

　だがしかし、ここまで内情を知った上で、はいさようならという行動が取れないのもまたロレンという人物の性格であった。

「追っかけられてるところを助けられたって恩もあるしな。状じよう況きようを聞いてその長ってのをどうにかできねぇもんか考えてみるだけみようぜ？」

「しないという選択肢が存在しないようですから、仕方ないですね。えっと、コルネさんでしたっけ？　これからする質問に答えてください。そこから色々考えてみますから」

「は、はいなのですよー」

　一つ溜ため息いきをついてから、ラピスは立て続けにコルネへ質問をぶつけ始める。

　その様子を見ながらロレンは、半裸じゃなければ様になる光景なのになと思いつつ、岩肌に干した自分のコートが乾くのを待ち始めるのであった。







　ラピスによるコルネへの質問攻ぜめは結局ロレンのコートがしっかりと乾くまで続いた。

　その頃ころにはラピスやフィーユの衣服も乾いており、フィーユは早々に衣服を身につけ、ラピスは質問攻めにしたコルネを解放してから、難しい顔をしながら乾いた衣服を身につけ始める。

「どうだった？」

　情報収集をラピスに一任した形で待っていたロレンに尋ねられて、ラピスは考えを纏めるかのようになんどか首を振った後で、ようやく口を開く。

「まず、妖精の隠かくれ里ざとのことですが、どうやらここのことみたいです」

　コルネが妖精族の長おさ討とう伐ばつの話をし始めた辺りからそうではないかと考えていたロレンだったのだが、その予想は外れていなかったようである。

　元々ロレン達たちはそこに行くための情報等を欲ほつしていたわけであったわけで、期せずして情報云うん々ぬんを得る前に直接目的地にたどり着いていたらしい。

　それはそれで朗報であったのだが、同時に悪い報しらせでもあった。

　それはフィーユの住んでいた集落の住民達のことである。

　ロレン達が妖精の隠れ里への道を探していたのは、そこにフィーユの集落の住民が逃げ込んでいるのではないか、と考えたせいであった。

　しかしながら周囲にエルフ達の姿は無く、妖精族達が暮らしている小さな建物では、とてもエルフ達を匿かくまうことなどできはしない。

　つまり、この場所にエルフは逃げ込んでいないということになる。

「一応確かく認にんしましたが、ここにエルフが逃げ込んできたことはないそうです」

「他にここと同じような場所はねぇのか？」

「コルネさんが知る限りは、ないようですね」

　望みが完全に消えてしまったわけではない。

　妖精の隠れ里に逃げ込んだのではないか、というのはフィーユの予想であり、実際にエルフ達がそのように行動したのかどうかは分からないままだ。

　もしかすれば他のエルフの集落に逃げ込めたエルフがいるかもしれない。

　しかしそんな予想は確認する術がなく、現時点においてはここにはエルフはフィーユ以外にいない、ということだけを確認してしまったような形になる。

「みんな……」

　自分だけ助かってしまったのかもしれない、という事実に衝しよう撃げきを受けるフィーユではあったが、ロレンもラピスもそれに対してはかける言葉がない。

「盗とう賊ぞくに拉ら致ちされて、そのおかげで助かるとかすげぇ運だよな？」

「ロレンさん、それは思ってても言ったら駄だ目めです」

　ぼそぼそと小声で会話するロレンとラピス。

　かたや生き死に等は日にち常じよう茶さ飯はん事じで、昨日まで元気だった仲間が次の日には冷たくなっていることなど何度も経験してきた傭よう兵へいであり、かたや自分の興味以外は何がどうなってもあまり気にしない魔ま族ぞくである。

　二人共全く空気を読まないというほどではないので、不用意な発言でフィーユの精神を抉えぐるようなことはなかったものの、正直な所フィーユがどのくらいの衝撃を受けているのかという点についてはあまり理解しておらず、当然気の利きいた台詞せりふの一つも頭には思おもい浮うかんでこない。

「えーと、気を取り直しまして。長さんというのはこの妖精達の集落の奥の方に結界を張って閉じこもっているそうで、討伐するのであればまずその結界を破ることから始めなきゃいけないみたいですね」

「コルネ達には破れない結界なのか？」

　そこそこの魔ま術じゆつの腕を持っているらしい妖精族なのであれば、結界の一つや二つくらい、自力で解除できてしまうのではないかとロレンは考える。

「かなり本気で取とり掛かかれば何とかなるくらいの結界のようですね」

「だったら……」

「本気で結界を破れても、その後で長を倒たおす戦力が確保できないということですよ」

　妖精族の長と戦う為に結界を破ったとしても、その結界破りだけで魔力を消費しきってしまうことがあれば、その後に控ひかえている妖精族の長と戦う為の力の確保ができない。

　それがコルネが長の討伐を考えても、手をこまねいていた理由だった。

　現在コルネがある程度把は握あくしている隠れ里の妖精達の力を集結しても、長を討伐できないからこそ外部のロレン達のような者に助けを求めるようなことになったというわけである。

「実はコルネってそれなりに偉えらいのか？」

「ここのまとめ役というくらいには偉いみたいですね」

　そのコルネの提案としては、長のいる場所に通じている通路を閉ざしている結界は、里の妖精が総出でなんとか破るので、そこを通って長のいる場所へ赴おもむき、長を討伐して欲ほしいというものであった。

「なぁ、俺の勘かん違ちがいだったらいいんだけどよ？　総出でどうにか結界を破れるってぇことは、その長ってのはここにいる妖精全部より強ぇってことだよな？」

「そうなりますねぇ」

　長が張った結界を破るのに、里の妖精全部が力を合わせるということは、長一人の力と里の妖精達の力でどうにか釣つり合あいが取れる、ということを表している。

　ただでさえエルフよりも魔術の腕に長たけている妖精族が里一つ分くらい集まってどうにか対等という長の強さがうかがい知れる話であり、どれだけ厄やつ介かいそうな相手であるのかということは、難しく考える必要などなく一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。

「倒せんのか、俺達で？」

「人目を気にしないなら、なんとかなるでしょう」

　心配するロレンの言葉に答えたラピスの声は力強い。

　人の目があるからこそ、ラピスはその力を使うことを躊躇い、ロレンの内側にいるシェーナは満足に力を振るうことができないのだ。

　しかしそれがなくなり、制限なしに力を振るうことができれば、ラピスもシェーナも強力な存在であり、決して妖精族の長にひけを取るつもりはなかった。

「まぁ人目があっても、騙だまし騙だましなんとかできるんじゃないかと」

〈お兄さん、私もこっそりお手伝いしますから！〉

　力をセーブしながら戦ったとしても、魔族であるラピスと死の王であるシェーナの力を駆く使しすれば、どうにか長と渡わたり合あうことができるのではないかとロレンは考えた。

　下手をしなくても国くらいなら滅ほろぼせそうな二人である。

　大たい剣けんを扱あつかうくらいしか能のない自分は添そえ物もの程度の働きでも良さそうだと考えてしまったロレンなのだが、ラピスやシェーナの方からすればロレンを前面に押し出し、自分達はフォローに回るくらいできっとなんとかなると考えていた。

「それじゃコルネの依い頼らいを受けるってことでいいんだな？」

「そうですね。きちんと報ほう酬しゆうについても決めておきましたから」

　質問攻めによる情報収集だけを行っているのかと思いきや、ラピスはコルネのお願いを依頼として処理し、その依頼料まで決めてきてしまったらしい。

　随ずい分ぶんと手の早いことだと感心するロレンへ、ラピスは自分が決めてきたという依頼遂すい行こうの料金を語りだす。

「決めてきた、なんて格好のいいことを言ってみても実際には大したことにはなりません。なにせ妖精族という種族もエルフに輪をかけて金属製品をほとんど使わない種族でして」

「食料関係なんかも、あの体じゃそれほど食わねぇだろうから、俺らがもらう分ってのもなさそうだしな」

「そう考えるとエルフの集落から持ってきた食料を食くい尽つくした、というのは凄すさまじいですよねぇ。鉄の胃い袋ぶくろの強酸性の胃液でも持っているんでしょうか？」

「さてな、それでどんな条件にしてきたってんだ？」

　妖精族はエルフ族よりさらに、人族との交流が少ない種族でもある。

　エルフのように人との交易もほとんど行っていないことからして、この隠れ里に現金の貯ちよ蓄ちくがあるとも思えず、ロレンはラピスに尋ねた。

「それはですね。長さんの討伐が首しゆ尾びよく終しゆう了りようしたら、妖精族さん達が持っている物の中から一つを選んでそれを貰もらう、という約束です」

　ラピスが狙ねらっていたのは、妖精達が好きだからといって集めてくるぴかぴかしたものやきらきらしたものの中に値打ち物があるのではないか、と踏ふんでの条件であった。

　凄まじく値の張るものがなかったとしても、宝石の一つも手に入れることができるのであれば、そこそこの収入になるだろうという算段である。

「掘ほり出だし物ものがなくとも、今回のお仕事を黒字にするくらいのものはあるのではないかと期待している次し第だいですね」

「その辺が妥だ当とうだな」

　困っているのだから、そこにつけこんで一つといわずにいくつか貰っていけばいいのではないか、という考えもあることにはあったのだが、弱よわ味みにつけこんで報酬をせしめたとしてもこの場合はあまりいい気分になれそうにないとロレンは考えた。

　ならば気持ちよく依頼を受けて、尚なお且かつ収支が赤字に転落しない程度の条件として考えれば、ラピスが決めてきた条件というのがちょうどいい塩あん梅ばいに思えたのである。

「フィーユはここに置いていくぜ？　文句ねぇよな？」

「文句ないですし、それが当たり前です」

　二人の会話にフィーユがはっとして顔を上げるが、ロレンもラピスも妖精族の長の所へフィーユを行かせる気は全くなかった。

　もしかすると、というレベルの話になるのだが妖精族の長はフィーユにとっては集落の仇かたきともいえる相手である。

　まだ確定していないとはいえ、その可能性は非常に高い。

　ならばこの戦いはフィーユにとっては仇かたき討うちという要素が強く、フィーユとしてもせめて妖精族の長に一いち撃げき当ててやりたいという気持ちがあったのだ。

　それが分かっていて連れて行かない理由は、妖精族の長がエルフの死体から自分の同族を生み出しているというコルネの話からであった。

「お前を連れていきゃ、お前を守らなきゃならねぇ。その上で長にお前から妖精を作り出しでもされた日にゃ、俺達ゃ外と内から挟はさみ撃うちにされちまう」

　だからここは堪こらえてくれ、とロレンが言えば、フィーユはやや不満げな顔をしていたのだが、やがて黙だまって顔を伏ふせた。

　どうやら聞き分けてくれたらしいと見て取ったロレンは、そろそろ話が終わっただろうかとふよふよと飛んできたコルネに頼みごとを引き受けることにしたと話す。

「絶対なんとかする、とは請うけ負おえねぇけどな」

「そこまで望むのは高望みというものなのですよー。引き受けてもらえただけでもありがたいのですよー」

　嬉うれしそうにコルネはロレンの周囲をくるくると飛び回る。

　それを目で追っていたのでは、目が回りそうだと思いながらロレンは確認するように飛び回り続けているコルネへ問いかけた。

「結界の解除はそっちに任せていいんだな？」

「もちろんなのですよー、私達も及ばずながら力になるのですよー」

「依頼内容ってのは、長の討伐でいいんだな？　つまり、殺せってことで」

「……それでお願いするのですよー」

　その答えをコルネが口にするまでに、ほんのわずかな時間が生じる。

　その一いつ瞬しゆんの時間にコルネがどのような思いを抱き、それらを消化していったのかはロレンには窺うかがい知しれない話であったが、それでもお願いすると言い切ったコルネへ、ロレンは力強く頷いて見せたのだった。







第七章　戦闘から発掘する







「作戦は簡単です。その長さんとやらがいるところに繋がっている通路。これに張られている結界をコルネさん達が破ります。そしてその通路を通って長さんと接敵し、これを撃げき破はすれば依頼終しゆう了りようです」

「簡単に言うな……まぁやることっつーのはそれくらいなんだけどよ」

　妖精族のコルネからの依頼を受けたロレン達は、コルネに案内されて長がいるという場所に繋がっている通路の前まで来ていた。

　もちろんフィーユについては他の妖精族達に世話を頼たのんでおり、この場にはいない。

「いいな？　間ま違ちがってもフィーユをこっちに来させるんじゃねぇぞ？　もし万が一こっちに来ようもんなら、長の討伐なんざほったらかして逃げるからな？」

　念ねん押おしするロレンに、コルネは自信満々といった様子で自分の胸を叩いてみせる。

「任せるのですよー、最悪一時的に〈石化ペトリフイケーシヨン〉の魔術を使ってでも足止めするのですよー」

「お前も大たい概がい、物ぶつ騒そうだな……」

　コルネが口にした魔術は、普ふ通つうは足止めに使うような魔術ではない。

　生物を石に変えてしまう魔術であり、解呪しない限り犠ぎ牲せい者しやは永遠に石像として留め置かれてしまうような魔術であり、れっきとした攻こう撃げき用の魔術である。

　エルフ以上の魔術の使い手である妖精族の、しかもそこそこの地位にあるらしいコルネからそんな魔術を撃たれれば、フィーユなどではひとたまりもあるわけがなかった。

「分かってると思うが、殺すんじゃねぇぞ？」

「任せるのですよー」

　軽く請け負うコルネであるのだが、妖精族の任せろという言葉がどの程度信しん頼らいのおけるものであるのかロレンには判断がつかず、一いち抹まつの不安は残った。

「それはそれとして、準備の方はよろしいんですかロレンさん？」

　ラピスに確認されてロレンは自分の体を見下ろす。

　準備といわれても特別何かするようなものはない。

　いつも身につけている服とブーツに革かわ鎧よろい。

　その上から羽織るように着ている黒いコートと、手には同じく黒い大剣。

　これが現在のロレンの装備の全すべてである。

　多少他の荷物も持ってきてはいたのだが、水に飛び込んだときに濡ぬれてしまっていたのと、長との戦いになった場合には使い道もないだろうからとフィーユの所に置いてきてしまっていた。

「俺おれの方は構わねぇぞ」

「そうですか、ではコルネさんお願いできますか？」

「分かりました、いくのですよー」

　コルネの号令で隠れ里中の術者の力が集結した、らしい。

　確かに何か重圧のようなものを感じることは感じるロレンなのだが、特に何か光ったり、爆ばく発はつしたりするわけではないので、一体どのくらいの何が集まっているのかきちんと感じ取ることができないのだ。

〈魔術なんてそんなものですよお兄さん。攻撃系統でもないのに、重圧を感じている時点で結構すごいことなんですけどね〉

　シェーナが説明してくれるのだが、やはりぴんと来ていないロレンに対してシェーナが仕方ないですねと呟つぶやきながらロレンの視界に自分の視覚を同調させ始めた。

　すると、それまで何も見えなかったロレンの視界の中で、一心不乱に集中しているらしいコルネの周囲に何か歪ゆがみのようなものが漂ただよっているのが見え始める。

　その歪みはロレンでも少し見上げてしまうくらいの高さにまで及んでおり、コルネの体の小ささから考えても、かなり強力な何かがそこに集まってきているのであろうことが視覚から理解できた。

〈あれが集まってる魔力です〉

「なるほどな、こりゃ便利だ」

〈死の王の視覚ですから、長くは同調させられないです。お兄さんの精神力をがりがり削けずるようなものとか見えちゃいますから〉

　そう語るとシェーナはすぐにロレンとの同調を切断し、ロレンの視界はまた普通のものへと戻る。

「それではいくのですよーっ！」

　コルネの体から何かが放たれた。

　それが何であるのかをロレンは知らないが、おそらくは先さき程ほどシェーナのおかげで見ることができた周囲の空間を歪ませるほどの何かを、一気に解き放ったのであろうことはロレンにも分かる。

　その解き放たれた何かは、ロレン達の目の前にある通路の中へと飛び込んでいくと、しばらくして何かしらすえた臭においのする空気が通路の向こう側から漏もれ出だしてきて、思わずロレンとラピスは顔を庇かばうように腕をあげ、その空気の流れから顔を背そむけてしまう。

「結界を破ったのですよー」

　それまでふわふわと飛んでいたコルネが、どこか疲つかれ切きったようにへろへろとした飛び方に変わりつつ、ロレンとラピスへ声をかける。

　長のいる空間への道が開いた、ということなのではあるがロレンは非常に嫌いやそうに顔を歪めてみせた。

「なんだってんだこの臭い……」

「おそらく長さんのいる場所から流れてきている空気なのでしょうが……この臭いの元のある場所に行くのは嫌ですねぇ」

「ちょ、ちょっと!?　それは困るのですよー」

　慌あわてるコルネにラピスは冗じよう談だんですよと笑いながら返す。

「それじゃロレンさん、お先にどうぞ」

「お前……まぁ役割としても俺が先に行かなきゃならねぇんだろうがよ……」

　通路の先にどんなものが待っているのか分からない状況で、神官であるラピスを先に行かせるという選せん択たく肢しはロレンにはなかったのだが、それでもお先にどうぞと譲ゆずられて嬉しい思いをするわけでもない。

　それでも行かなくては話は始まらないとばかりにロレンが意を決して通路へと足を踏み入れれば、遅おくれることなくラピスがその背後に続いた。

　通路もやはり壁かべに光るコケが生えており、視界の確保に不自由するようなことはなかったのだが、一歩一歩と先に進むに連れて流れてくる臭いの方は段々と強いものへと変わっていく。

　この臭いだけでも十分、戦う士気を削そがれそうだとロレンが思い始めた辺りでようやく通路が切れて、ロレン達はかなり広い空間へと出た。

「ここが長ってのがいるとこなのか？」

　周囲を警けい戒かいしながら、その空間へと足を踏み入れたロレンは辺りに漂っている臭しゆう気きに顔を顰しかめる。

　ここまで臭いの元げん凶きようとの距きよ離りが近づくと、一体何の臭いなのか分かるだろうと思っていたロレンだったのだが、かなり長に近づいているはずだというのに臭いの正体が分からない。

　以前に、立て続けに出しゆつ撃げき命令が出て、しばらく体を清めることができなかった傭兵時代の仲間達の体たい臭しゆうに似ているような気がしないでもなかったのだが、その空間に漂う臭いはロレンの記き憶おくの中にあるその臭いをさらに煮に詰つめたような臭いになっている。

「汗あせと垢あかと……何か食べ物が腐くさるような臭いとがごちゃ混ぜになっていますね」

　手で口と鼻を覆おおいながら、なんとなくといった感じで臭いの元凶を口にしたのだが、本当にそれらのものの臭いであるのか、或あるいはもっと別な何かの臭いであるのかは、詳くわしく調べてみないことには分かりそうもなかった。

　だが、ロレン達にそのような時間はなかったのである。

　最初にそれに気がついたのは、やはりラピスであった。

　それがいたのは、ロレン達が入った空間の一番奥おく側の壁かべ際ぎわの位置。

　最初ラピスはそれが一体なんであるのか、理解ができずにいた。

　だがしばらくして、それがもしかしてとある者の成れの果てではないかと気がついたラピスは、臭いに対してずっと嫌そうな顔をしているロレンの袖そでを引く。

「ロレンさん、あれ……もしかしてあれって」

　言われたロレンは、ラピスが指差す方向を見て、壁際に存在していたそれに言葉を失ってしまう。

　そこにあったのは、肌はだ色いろの山であった。

　かなり天てん井じようが高く、広い空間となっているその場所に、ほとんど天井に届くのではないかとしか思うことのできないくらいに巨きよ大だいなそれとは一体なんであるというのか。

「えーと？　いやこれは……違ちがうでしょう？」

　じっとりと、おそらくは汗なのであろう液体に濡れた肌色の塊かたまり。

　その塊が幾いくつかのシワのようなもので部位が分けられているように見えるのだが、その分けられた部位の中のもっとも巨大な塊が、規則正しく膨ふくらんだりしぼんだりしている様子からして、どうやらそれが呼吸を行っている生き物であるらしいことが分かる。

　しかし、では一体それがなんという生き物であるのかという問いかけに対しては、ロレンは答えることができなかった。

　それだけ異常な格好をした何かが、壁際にどっかりと根を下ろしていたのである。

「臭いの元ってのは、これらしいな」

　ぬらぬらと光るそれは、まるで油をぶっかけたようでもありとても触さわろうという気にはなれず、ロレンは少し気味悪そうに近寄って、足の先でそれを突ついてみた。

　そんなロレンの行動に慌ててそれを止めに入ったラピスだったのだが、時は既に遅おそく、その巨大な何かの注意をロレンは引いてしまったのだ。

「ォマエラ……ナニモノダァ……？」

「しゃべったぞこれ!?」

　どこから声を出しているのかさっぱり分からないものの、それは間違いなく言葉を発し、つま先でそれを突いたロレンの行動に反応しての言葉であった。
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　片言のようではあるが、確実に意味の通る言葉としてそれらを発した巨大な塊に、ロレンはじりじりと距離を取りながら、同じく隣となりで間合いを離はなしつつあるラピスに問いかけてみる。

「ラピス、ありゃ一体……」

「妖精族の長さんがいるという場所に進んでた私達なのですから、出会った相手がなんであるのかはなんとなく予想がつきませんか？」

　そんな風に言われてしまえば、ロレンとしては心当たりがないわけではなかった。

　しかし、事前に知らされていた情報と、現在目の前でぶよぶよと動き始めている塊とを照らし合わせれば、信じたくないような結論が浮かび上がってくる。

「嘘うそだろ……まさか、こいつが妖精族の長だってのか？」

　確かに、妖精族の長がいるといわれる場所に踏み込んで出会った存在であるのだから、妖精族の長と出会ったと考えるのが一番自然であった。

　しかしながらロレン達が出会った妖精族というものは、コルネのように掌てのひらサイズの少年少女の姿をしており、決して今ロレン達の前にあるようなそびえ立つ肉にく塊かいとしか形容のできない存在ではなかったのだ。

「おかしいだろ!?　なんでこれが妖よう精せい族の長なんだよ!?」

「それを私にいわれましても、困ります」

　理由として考えられそうなのは、一つくらいしかなかった。

「食い過ぎで太りやがったのか……」

　元々がどのくらいの大きさであったのかは、長を見たことのないロレンやラピスに分かるわけもなかったのだが、それでも妖精族というくらいなのだから、まさか最初から見上げるほどに大きかったとは考えにくい。

　そうであるならば、見上げるほど巨大な体に成り果ててしまった理由というものは、ひとえにエルフの集落などから強ごう奪だつしてきた食料を、全て食い尽くしてしまったせい、と考えるのが自然の成り行きであった。

「それにしたってこれはねぇと思うけどな」

「もう自力では動けそうに無い大きさですよね」

「これなら大した苦労もしねぇで、やれるんじゃねぇか？」

　隠かくれ里ざと中の妖精達よりもずっと強い力を持った妖精であると聞かされていたからこそ、討とう伐ばつするのにそれなりの苦労を伴ともなうものだとばかり考えていたロレンだったのだが、これなら相手は動けないのだし、楽に済みそうだと考えたロレンは、次の瞬しゆん間かんにその場から素早く飛びのいた。

　ほとんど同時にそれまでロレンが立っていた場所に、数発の炎ほのおの弾たまが着ちやく弾だんし、周囲に炎を撒まき散ちらす。

「動けないからといって、楽させてくれるような相手じゃなさそうですね」

　確かに妖精族の長は、とても自力では動けないような体格になっていた。

　だが動けないのと戦えないのとは、まるで関係が無く、特に魔術を扱う存在ならば最低限、意識さえあればほとんどの魔術は扱うことができる。

「こりゃ気合入れねぇと、こっちがやられそうだな」

　改めて大剣を構えなおしてそう呟くロレンへ、巨大な肉の塊は戦いへの緊きん張ちよう感からなのか、あるいは新しい獲え物ものが目の前に来た歓かん喜きからなのか、ぶるぶるとその体を震ふるわせて、周囲にまたすえた臭いを撒き散らし出すのであった。







　初手を妖精族の長に譲ったような形になったロレン達であったが、その反はん撃げきは素す早ばやく強きよう烈れつなものであった。

　ラピスは様子を見るために一歩後ろへと下がったのだが、代わりに前へと出たロレンがその大剣を振りかぶり、巨大な肉の塊目め掛がけて斬きりつけたのである。

　見た目からしてそれほど硬かたい相手でもない、というのがロレンの予測であったのだが、魔術による防ぼう御ぎよがあればその限りではない。

　それだけに一撃目はロレンのほぼ全力を以もつて打ち込まれた。

「ギィ……？」

　悲鳴とは取れない長の声。

　それでもロレンの放った一撃は、長の体を深々と断たち切きり血ち飛沫しぶきをあげる。

「こっちの攻撃は効くみてぇだな……だが……」

　即そく座ざにロレンはその場から飛びのく。

　それはいましがたロレンが斬りつけた部分の肉が持ち上がり、それまでロレンが立っていた場所に叩たたきつけられたせいだ。

　濡ぬれ雑ぞう巾きんで床ゆかを叩いたような音と共に、ロレンがつけた傷口がさらに広がり、新たな血肉を床へとぶちまける結果となっているのだが、長に怯ひるんだような様子はない。

「鈍にぶい上に、体がでかすぎてまともに入ってるって気がしねぇな」

「グゥ……キズゥ……」

　それでも体を傷つけられたことくらいは分かるのか、長は体全体を使って這はうようにロレンから離れようとする。

　この体で動けるのかと驚おどろくロレンは、即座に追いすがってさらに一撃を加えるのだが、長はそれにはまったく構う気配を見せずにさらに床を這う。

「逃げてるわけじゃねぇよな？」

「もしかして、あれですかね？」

　ラピスが指差したのは長の体から少し離れた所にある長の体と同じくらいの山である。

　長の巨きよ体たいにばかり目を奪うばわれていたロレンは気がつかなかったのだが、よく見ればそれはおそらく黒の森に住んでいたのであろう動物や、一部はエルフの死体が積み重ねられた山で、どうやらロレン達がこの空間に入るときに感じた臭いの構築に一役買っているような代しろ物ものであった。

「嫌な予感しかしねぇな」

「予感もなにも、これは確実にあれでしょう」

　ラピスも嫌そうな顔をしているが、長はそんな二人に全く構うことなくその山へと這い寄ると、そのまま体をぶつけるようにして山にくっつき、くっついた場所からなにやら硬いものや柔やわらかいもの、そして湿しめったものを咀そ嚼しやくしだす音がし始める。

「食って、るよな？」

「それはもう間違いなく」

　傷を受けたから、回復するために食べ物を漁あさる。

　ある意味分からなくもない行動ではあった。

　だが、目の前に敵がいる状態で行う行動ではなく、ロレンは呆あきれ返かえった目で長を見る。

「そんな目で見たくなる気持ちも分かりますが……傷、治ってきてますよ」

　ラピスがロレンをたしなめるように言う。

　確かに長にロレンがつけた傷口が、普通ではありえない速度で塞ふさがっていき、やがて傷を受けた時よりもさらに膨れ上がり出す。

「こいつ、食ってる限りは死なねぇんじゃねぇか？」

「どうでしょう？　まぁ食料も無限にあるわけじゃないですし」

　地道に削り、食料が尽きるのを待つしかないのかと思いながら、ロレンはさらに長の体へ攻撃を加えた。

　大剣の刃やいばが長の肉を抉えぐり、新たな傷口を作り出すのだが、その傷口も長が食べ続けている間はみるみるうちに塞がり、攻撃を受ける前よりもさらに巨きよ大だい化かしていってしまう。

　斬りつけるだけではだめなのかと考えたロレンは、一撃を加えた直後すぐに刃を横へと薙なぎ払はらう攻撃へ方法を変えた。

　斬りつけ、薙ぎ払われた長の体はただ傷口を広げただけではなく、体の一部を切り飛ばされてかなりの大きさの肉塊が地面へとうち捨てられる。

　これならば、ただ斬りつけるよりもさらに大きな被ひ害がいを与あたえられるのではないかと考えたロレンだったのだが、斬り飛ばされた肉塊は地面に落ちるなり、ロレンが予想していなかった変化を起こした。

　それは、長の肉の塊がいくつかの塊に分ぶん裂れつしたかと思うと、いきなり掌サイズの妖精族となってロレンに襲おそい掛かかったのである。

　まさか斬った肉から妖精が出てくるとは予想していなかったロレンでは、その攻撃に対応することができない。

　せめて首筋や目は守ろうと、大剣から左手を離し、顔を庇うように腕うでで防御しようとしたロレン。

　その腕へ、生み出されたばかりの妖精達が一いつ斉せいに噛かみ付つく。

〈エナジードレイン！〉

　その小さな口が持つ歯が、ロレンの皮ひ膚ふを突き破ろうとした瞬間。

　ロレンの内側にいるシェーナが死の王の力を解き放った。

　瞬しゆん時じに生命活動を停止させられるほどに生命力を奪われて、地面へと落ちていく妖精達。

　ロレンはすぐに長から距離を取りながら、内心でシェーナへ礼を述べる。

「厄介すぎんだろ、切り離したら妖精に変わりやがんのか」

「我わが眼前に渦うずを巻き、荒あれ狂くるえ、紅炎の嵐あらしよ。〈炎嵐フアイアーストーム〉」

　毒づくロレンの背後から、どうやらそれを準備していたらしいラピスの魔術が行使される。

　長の体を巻き込むように、突とつ如じよ地面から吹ふき上あがった炎の嵐が生じ、ロレンはその炎が発する熱から顔を庇うように手をかざす。

　そのかざした手の向こう側で、魔術の炎に焼かれていく長だったのだが、ラピスは魔術の効果が終わるよりも前に、渋しぶい顔で呟いた。

「水気が多すぎます……焼き尽くせませんねこれ」

　ラピスの言葉の通りに、炎の嵐が収まった後にはいまだに長の巨体が残されていた。

　確かに表面は焼かれ、一部は炭化してぼろぼろと崩くずれたりもしていたのだが、その下からは新しい肉が盛り上がり、すぐにまたぬらぬらとした表面を露あらわにする。

「どうすんだこれ？　刻んで潰つぶしてくしかねぇか？」

「シェーナさんのエナジードレインで、なんとかなりません？」

　困った時の、というわけでもないのだろうがラピスがそんなことを言い出す。

　確かに傷をつけずに命だけを吸い取るエナジードレインを、死の王クラスのアンデッドが使えば、いかに妖精族の長がこれだけ肥大化した化け物でも、なんとかなるのではないか、と思えなくもない。

〈ちょっとそれは勘かん弁べんして欲しいかなと思います〉

　だが、そんなロレン達たちの考えを余所よそにロレンに対してシェーナが伝えた言葉は、エナジードレイン自体を使いたくないという拒きよ否ひの言葉であった。

〈さっきみたいな妖精さんへの防御行動としては、使い続けますが……すみませんお兄さん、どうしても本体へのエナジードレインはご勘弁ください〉

　弱々しい思念でロレンにそう伝えてくるシェーナ。

　長が食事を続けながら放った炎の弾を、大剣の腹で受け止めながらロレンは何故なぜそこまで拒否するのかの理由をシェーナに尋たずねてみる。

〈さっき、あの妖精さん達を吸い尽くして分かったんですが……この長さんの生命力、ものすごく美味おいしくないんです。ありていにいえば、不味まずすぎるんです〉

　ラピスには聞こえない声が、そんなことをロレンへと伝えてきてロレンはなんと応じたものか考え込んでしまう。

　生命力に味があるとは初耳であったのだが、それが非常に美味しくないというのは一体どういうことなのか、ただの生者でしかないロレンには想像もつかない。

〈私も初めての経験ですので、お兄さんになんと説明したものやら……えーっと、がんばって味の説明からしましょうか？〉

「いらねぇ……」

　不味いというものをいかに不味いか懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明されたところで、それだけ不味いのだということが分かるだけで何の益もない。

　ただ、一度は死の王となったシェーナが吸うことを嫌がるほどに不味い生命力を、この妖精族の長が持っているのだ、という事実にロレンはまた驚きを感じていた。

「どんな感じです？　ロレンさん」

　ロレンとシェーナの会話は、ラピスには聞こえない。

　経過を聞くことができないラピスはロレンから結果だけを聞くしかシェーナと意思疎そ通つうを行う方法がないのである。

「結論からいうと、こいつ凄まじく不味いらしい」

「あー……それじゃ無理に吸ってくれとはいえないですねぇ」

　あっさりと、シェーナのエナジードレインによる長の吸い殺しを諦あきらめるラピスにロレンは不思議そうに問いかける。

「納なつ得とくしちまうのか？」

「納得しますよ？」

　食事をまだ続けている長が、近くでしゃべっているロレン達を邪じや魔まだと感じたのか立て続けに炎の弾を撃ち込んでくる。

　それをラピスが素早く胸むな元もとで印を結び、それほど大きくはない声を出す。

「知識を尊ぶ神よ、魔まなる力より我らを守まもり給たまえ。〈対魔防御プロテクシヨンフロムマジツク〉」

　淡あわく光る半はん透とう明めいの膜まくがロレン達の周囲に下りたかと思うと、長が放った炎の弾がその表面に着弾し、まるで火種を水の中に落としたような音と共に消しよう滅めつする。

　自分の攻撃が意味を成さなかったことに、わずらわしげに体を揺ゆする長を見ながら、ラピスは立て続けに次の術を放った。

「見えざる神の拳こぶしにて、敵を打うち倒たおさん。〈気弾フオース〉」

　ラピスの力によって引き出された奇き跡せきの欠片かけら。

　その信しん仰こうの度合いを示すような巨大な力の塊が長の体を打つ。

　まるで本当に、神が天上からその拳を持って敵を打ったかのように、大きく陥かん没ぼつして血を撒き散らす長の体であったが、その攻撃を放った本人であるラピスは不満げに鼻を鳴らしてみせた。

「叩き潰すには至りませんか……修しゆ行ぎようが足りません」

「今のそういう法術なのかよ？」

　長の巨大な体を叩き潰すとなれば、それ相応に巨大な力でなければ無理であろうとロレンは思う。

　そんな巨大な力を操あやつるための術にしては、詠えい唱しようが短すぎる気がしたのだ。

「いえいえ、今のは通常ですとマッチョなお兄さんが本気で殴なぐり飛とばすくらいのダメージを与える法術ですね」

「そんなんで、叩き潰せるわけがねぇだろうが？」

「そこはほら、私の敬けい虔けんな信しん仰こう心しんを源としているわけですし」

　どの口がそんなことをと思いながらロレンは長に向かって大たい剣けんの攻撃を繰くり出だし続けている。

　一撃ごとに確実に長の体に傷を刻んでいってはいるのだが、刻んだ端はしから回復されていくので、どうにも無む駄だなことをし続けている気がして仕方がない。

「私ほど、知識の神様への厚い信仰心を持っている神官もなかなかいないと思うんですが、どうでしょう？」

「……そりゃまぁ、ちっと納得できっかな？」

　他ほかの神々と知識の神というのは少しばかり毛色が違うのだ、という事実を思い出すことができれば、なるほどラピスほど知識の神に対して敬虔な信徒もいないかもしれないと考え直してしまう。

「しっかし、切って駄だ目め、叩いて駄目じゃどうすりゃいいんだこれ？」

「まぁ定石どおりに考えるなら、焼いてしまうのが一番なんでしょうが……」

　そこでラピスは言葉を濁にごして周囲を見回す。

　何をしているのかと思いつつ、ロレンは長の体の一部がまた自分達を押おし潰つぶそうと叩きつけられてきたものを、大剣の一撃で切り払った。

「ここが外なら迷うことなく焼くんですけどねぇ」

「あぁ……確かに場所は悪ぃな」

　完全な閉へい鎖さ空間、とまではいかないもののロレン達がいる空間は風通しのいいところであるとは到とう底ていいえないような場所であった。

　そんなところで、見上げるほどに巨大な肉の塊を焼きつくすほどの火力を使おうものならば、熱やら大気の澱よどみやらで大変なことになるのは目に見えている。

「けど、それじゃどうすりゃって……あ？」

　ロレンの言葉が途と中ちゆうで止まる。

　何かあったのだろうかとラピスがロレンの視線の先を追えば、あまりそれを食料とは認めたくなかったものの、いちおう食料だったのであろう物が作っていた山がほとんどなくなりかけていた。

　ロレン達の相手をしながら、よくも食べたものだと感心してしまうような光景であったが、それが無くなってしまった場合に次に長が関心を向けそうなものといえば、この場において一つしかない。

「もしかしねぇでも、次は俺らを食い物にしようとするんじゃねぇかな？」

「現実から目を背けていたいですねぇ」

　これまでは、長からしてみれば何か分からないけど傷を負わされ、それを治そうとすれば腹が減るので、食料を食べよう、という状態だった。

　それが食料がなくなってしまったことで、傷を治すと腹が減るのだが、食べるべき食料がないから、目の前にいるこいつらを食べよう、となることは目に見えている。

　つまりそれだけ攻撃の手が激しくなるということで、打開策を未いまだに見み出いだせていないロレン達としては、歓かん迎げいしたくない状態であった。

「さて、本気でどうしましょうこれ？」

　一体どこが頭で、自分達を見ているのかさっぱり分からない肉塊の注意が、徐じよ々じよに自分達の方へ向く気配を感じ取りながら、ラピスは本当に困ったような声を上げ、ずりずりと近寄ってくる肉塊を見上げるのであった。










「見てる場合でもねぇだろっ！」

　巨大な肉塊を見上げるラピスの体を、ロレンが横よこ抱だきにして飛ぶ。

　一いつ拍ぱく遅おくれてそれまでラピスがいた場所へ叩き付けられる長の体の一部が、地面を叩いて自じ滅めつするかのように、血をまき散らした。

　そこへ左手一本だけで大剣を振ふり回まわすロレンの一いち撃げきが入れば、また大きく長の体は抉えぐられて、大きな肉塊が地面へと落ちると同時に何体もの妖精族へと変化してロレン達を襲う。

〈エナジードレイン……うぅ、これ本当に嫌です……〉

　泣き言を思念に乗せながら、シェーナが行使したエナジードレインが、妖精族達を速すみやかに絶命させ、地面へと落とすのだが落ちた妖精族の体を長の体が覆うように動き、即座に巻き込んで吸収してしまった。

「ついに、自分まで食い始めやがったぞこいつ」

「不毛な戦いになりつつありますねぇ」

　他人事のようにロレンに抱かかえられたままの状態で呟くラピスであるが、抱えているロレンの方はそんな呟きに応こたえる余よ裕ゆうがない。

　次から次へと、ロレン達に叩き付けられてくる肉の腕を、左手のみで保持している大剣で切り払うのに忙いそがしすぎるのだ。

　しかも切り離してしまえば即座にそれが妖精族へと変化され、まるで散さん弾だんのようにロレン達に襲おそい掛かかってくるのだから、始末に負えない。

〈吐はけないのは分かっているのですが、それでも吐きそうです……〉

　実体のないシェーナはいくら吐き気を覚えても、吐き出すものがない。

　もし吐けるとするならば、吸い込んだ長の生気くらいなものであるのだが、それを吐いたところで、不快感が消えるわけでもないのだ。

「こりゃ何か打開策がねぇと、埒らちがあかねぇぞっ！」

　体を切きり裂さかれながらもまるで痛みを感じていないかのように、次々に攻撃を繰り出してくる長もかなりなものであるが、それを大剣という重量武器を片手一本で操りながらさばき切るロレンの技量も半はん端ぱではない。

　肉と鋼が打ち合わされる音が断続的に鳴り続け、あちこちに血や肉にく片へんが飛び散る中、その余波を浴びて白い神官服のあちこちに赤いシミを作り始めたラピスが溜ため息いきを吐く。

「この服、帰ったら買いなおさないといけないですねぇ……」

「んなこと言ってる場合じゃねぇよっ！」

「高いんですよ、神官服って。布地も結構いいもの使っていますし」

「服の心配よりも命の心配をしやがれ！」

　ロレンとしては、一いつ旦たん距きよ離りを取ってラピスをおろし、両手で大剣を扱あつかいたいところであったのだが、長が繰り出してくる攻撃は止やむことを知らず、一度打ち合いに応じてしまってからは引くに引けない状態が続いている。

　抱きかかえているラピスから腕を放すということも考えはしたのだが、長が立て続けに攻撃を打ち込んでくる最中にラピスを放せば、その攻撃はラピスをも襲うことになり、華きや奢しやな体のラピスが圧あつ倒とう的てきな質量を持っている長からの攻撃をさばけるとは到底思えなかったのだ。

　もちろん、魔族であるラピスのことであるから、もしかしたらあっさりとさばいてしまう可能性もあったのだが、どちらともいえない話に賭かけてみる気には、ロレンはなれなかった。

　一つ間ま違ちがえば、死なせてしまう場面に賭けなど行いたくなかったのである。

「ちっとは遠えん慮りよしやがれってんだっ！」

　頭のどこかで何かが嵌はまるあの感覚。

　あれが来れば、とも思うロレンなのだが確かに一時的に通常とはかけ離れた攻こう撃げき力りよくを発揮することはできるものの、あの感覚が一旦自分を襲えば、そこから先には時間制限というものが発生してしまう。

　長おさを倒しきれればいい話であるが、そうでなかった場合は全く動けない状態で長と対たい峙じするような状じよう況きように陥おちいり、後は食われるのを待つ以外に手がなくなるのだ。

「ロレンさん、ちょっと私の言う通りにやってみてもらえます？」

　そんなことを考えていたロレンの腕の中から、ラピスが抱えられたままロレンを見上げつつ、提案のようなものを持ち出してきた。

　相変わらず続く長からの攻撃をさばきながらロレンが視線だけラピスの方へと向ければ、ラピスは体を捻ひねり、やや無理な体勢からロレンの胸元にその手を当てる。

「今からちょっと無む茶ちやなことをします。その感覚を忘れないようにしてもらうと、ロレンさんの戦せん闘とう能力が飛ひ躍やく的てきに上がるんです」

「何する気だ!?　改造とかするんじゃねぇぞ？」

「しないですよ。こんな設備も道具もない場所でできるわけないじゃないですか」

　私をなんだと思っているのですかとぶつぶつ文句を言いながらも、ラピスの手はロレンの胸元をまさぐる。

　その感かん触しよくにややくすぐったいようなものを感じていたロレンは、しばらくして自分の胸に押し付けられたラピスの掌が熱を持ち始めていることに気がついた。

　体温、というには熱過ぎるように感じるそれは、皮膚や筋肉を貫つらぬくようにロレンの体へ伝わると、そのどこか深い場所から何かを引きずり出してくるような感覚に、ロレンは長の攻撃をさばく手を休めないまま、わずかに身み震ぶるいをする。

「これは……」

「ロレンさんの奥おくの手ての暴走は、たぶん生命力とか体力を力に転化させていると思うんですよ。でもそれですと力ちから尽つきるのも早いですし、実はロレンさん自身がかなり危ないことになります」

　ロレンが握にぎっている大剣の柄つかが、軋きしんだ音を立てる。

　それは、これまで以上の握あく力りよくでもってロレンが大剣の柄を握りなおした音だった。

　同時に長が繰り出してきた攻撃を迎むかえ撃うつ一撃は、それまでの一撃と比べて見み違ちがえるほどの速度と威い力りよくを持って放たれる。

　その一撃がこれまでのものとは違うことを示すかのように、長の体は深く大きく裂け、これまではどれだけ切り付けられようともびくともしなかった長が、初めて痛みに怯ひるんだかのように、自らわずかながら後退し、ロレンから距離を取ろうとし始めた。

「お、お？」

「魔族なら誰だれでもできる自己強化です。自分にしか効果がありませんので、恩おん恵けいの技能に比べるとやや劣おとるのですが」

　長がロレンの攻撃に怯んだことでできたわずかな隙すきの間に、ラピスはロレンの腕からするりと抜ぬけ出だすとそのまま背後へと跳とぶ。

　自分がいれば、ロレンが十分にその力を発揮しづらいということが分かっているからこそ、この場をロレンへと譲ろうと考えたのだ。

「魔ま力りよく操作の感覚さえ覚えれば、使えるようになるでしょう。今回は私が強制的に引きずり出しましたが、その感覚を忘れないように」

　説明するラピスの声を聞きながら、ロレンは自分から離れていこうとしている長へ鋭するどく一歩踏ふみ込こみ、掬すくい上げるように両手で握った大剣を振るう。

　勢い余ったのか目測を誤ったのか、切っ先がわずかに地面を抉り、火花を散らしつつ長の体へと吸い込まれていった一撃は、深く長い傷を長の体に刻み込み、たまらず長が悲鳴を上げ出した。

「ギ、ギズゥゥウウウ!?」

「うるせぇっ！　刻んでやるから逃にげんじゃねぇよ！」

　下から上へと駆かけ抜ぬけた一撃を、力で押さえ込んだロレンは今度は上から下へと叩きつけるような一撃を長へと見み舞まう。

　体に深い二筋の傷をつけられて、重みで長の体から千切れて落ちた肉片は、これまで同様に妖精族へと変わり、ロレンへ噛みつこうと飛とび掛かかったのだが、これをロレンは大剣の刃の腹で打ち払うように迎げい撃げき。

　まるでハエたたきで叩き潰されたかのように、大剣の腹に潰されてひしゃげる妖精族の体を軽い一ひと振ふりで払い飛ばすと、更さらに一歩踏み込んだロレンは大剣の刃を長の体深くへと突きいれ、そこから容よう赦しやなく捻って抉る。

　広げられた傷口から勢いよく噴ふき出だす血に、長が身もだえしてなんとか大剣の刃を引き抜こうと体を下げるのだが、ロレンは構わずそこからさらに奥へと刃を突き入れた。

「ん？」

　かなり深くまで突き入れた大剣の切っ先。

　そこに妙みような手ごたえを感じてロレンは眉まゆ根ねを寄せる。

　相変わらず長が上げる言葉になっていない悲鳴が、やたらとうるさく感じる中でロレンは切っ先に感じた手ごたえを確かめるかのように、ぐりぐりと大剣の刃を捻った。

　そのたびに大きさと音程の変わる長の悲鳴に辟へき易えきしつつも、しばらくそうしていたロレンはやがてその突っ込んだ刃を引き抜いて、その刃の中ほどを掴つかんでいる人の手に気がついて思わす大剣から手を離しかけてしまう。

「なんだっ!?」

　大きさからしてそれは妖精族のものではなく、ロレンやラピスを同じ人族くらいの大きさの手である。

　それが大剣の刃を掴んでいるという現実に恐おそれおののきつつもロレンは大剣の刃をそっと長の体から引き抜き始めた。

　普ふ通つう剣の刃など掴んでいたのでは、指が大変なことになりそうなものなのだが、何故だか長の体内から出てきたその腕は、刃が指に食い込むこともなくロレンの手によって大剣が引かれるのにあわせてずるずると、抉った傷口から外へと出始めたのである。

「……気持ち悪ぃな」

「ロレンさん、一体長さんの体の中から何を引っ張り出したんですか？」

　不思議と攻撃が止んだ長の体から伸のびる一本の右みぎ腕うで。

　つるりとしたその肌はだと、それほど筋肉のついていないそれはおそらく女性の腕なのだろうと思われたのだが、それが長の体から一本だけひょろりと生えている光景は、どこからどうみても異常である。

「どうすんだこれ？」

「それは……抜いてみる以外ないのでは？」

　ラピスの言葉にロレンは長の様子を窺うかがう。

　それまでの攻撃が嘘うそであったかのように、長の体を構築している肉塊はぴくりとも動こうとしない。

　その肉塊からぷらんと伸びている女物の腕というなんともいえない光景にロレンはやや迷ったものの、一いつ旦たん握にぎっていた大剣を肉塊へと突き立てて手を放すと、やや躊躇ためらいながらも肉塊から生えている腕を両手で握り、力を込めて引き始めた。

　長の体がそれほど固くなかったことと、腕の持ち主も自分から外に這い出ようとしていたことが相まって、それほど時間をかけることもなく長の体が裂けて、ロレンが掴んでいる腕の先に肩かたと頭が引きずり出されてくる。

　血と脂あぶらに塗まみれたその頭は、白に近いような色の金きん髪ぱつに整った細ほそ面おもて。

　それが長の体から引きずり出されてきた途と端たんに、激しく咳せき込こみ始めて、地面に血の混じった正体を知りたくもないようなどろどろとした何かを吐き出し始めてロレンは慌あわてて掴んでいた腕を放し、肉塊に突き立てた大剣を回収すると、やや離れたところで様子を見守っていたラピスの所まで急いで戻もどる。

　その間にも、あまり上品とはいえない音で吐と瀉しやを繰り返していた肉塊から生える頭は、やがてあらかた吐き出し終えたのか荒あらい息をつきながら、肉塊の外に突き出していて自由に動かせる右腕で口元を拭ぬぐうと、いきなりずるりと腰こしの辺りまでを長の体の中から引き抜いた。

　その姿は、当然というかやはりというか全ぜん裸らであった。

　しかも若い女性の体である。

　形良く突き出した胸の双そう丘きゆうを隠そうともせず、全身を血に染めた状態でしばらく顔を腕で拭ったり、手を鼻に近づけて臭においを嗅かいだりしていたその女は、やがて両手を妖精族の長であった肉塊につくと、一気に腰から下を引き抜いて裸足はだしのまま地面へと下りた。

「うっわー、これは酷ひどい。くっさいわぬるぬるするわ血だらけだわで、折せつ角かくの美び貌ぼうが台無しやん」

　全裸の体のあちこちを確かく認にんするように眺ながめていた女は、やがて確認を終えたのか視線を自分の体から、遠巻きに見守っているロレン達へと向けると、邪じや気きの感じられない笑え顔がおで声をかけてきた。

「ありがとなぁ兄にいやん達。いやぁうちもこれに解放されたときはどないしようかと。元々料理とかあんませぇへん奴やつらみたいで、なんでも生で食いよるし、少々腐くさってても食うし、なんや生ゴミみたいなん食わされてこのまま死ぬんやないかと思うとったんよ」

　笑いながらロレン達に向けてきた目を見て、思わずロレンは大剣を構えた。

　その瞳ひとみは、形こそ人のものと変わらない瞳であったのだが、その色が鮮あざやかな紫むらさき色いろをしていたのである。

「そんな構えんでも、ここで何かする気ぃないよ？　それに兄やんらには感謝してるんよ。うちのことここで引っ張り出してくれんかったら、いつまでもこのデカブツと一いつ緒しよにおらんといかんかったからなぁ」

「お名前を伺うかがっても？」

　言葉の出ないロレンに代わって、ラピスが問いかける。

　問われた女は何か奇き妙みようなものでも見るかのようにラピスを見た後で、胸元で腕うで組ぐみなどしながらその質問に答えた。

「なんやけったいなのがおるけどまぁいいわ。うちはグーラ＝グラトニー。昔は暴食の邪じや神しんなんて言われて、どこぞの冒ぼう険けん者しやに封ふう印いんされとったんやけど、こうしてここに復活したんよ。質問の答えはこれでえぇか？」
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　ラピスは頷うなずくとさらに質問を重ねる。

「大人しくまた封印されるつもりは、ないですよね」

「ないなぁ。こいつにけったいなもん食わされ続けたおかげで口直ししたいし。それにもう十分長いこと封印されとったやろ？　ちょっとは羽伸ばしてもえぇんやない？」

　どうだろかと尋ねるようなグーラと名乗った女性に、ラピスはしばらくじっと視線を注いでいたのだが、やがて目を伏ふせやや俯うつむき加か減げんでグーラに答えた。

「ご随ずい意いに」

「そっか。ほなうちはこれにて失礼するかな。あ、そうそう、兄やん名前なんてぇん？」

　いきなり話を振られたロレンは、虚きよを衝つかれたような顔になりながらも、素す直なおにその質問に答えを返してしまう。

「ロレンだ」

「そっか、兄やんロレンっていうんか。ほなロレン、今日のことはほんとにうち感謝しとるんよ。このお礼はいずれってことで、ほな、さいなら」

　ロレンが何か言葉を口にする暇ひますらなく、グーラは笑顔のままロレン達に手を振り、そしてまるで水の中に潜もぐるかのように軽く地面を蹴けり飛とばすと、何の変へん哲てつもない地面へするりと頭からその体を潜らせてロレン達の前から姿を消したのであった。

　後に残された妖精族の長であった肉にく塊かいは、いきなり何日もの時間が経過したかのようにぐずぐずと腐りだし、液化した腐ふ肉にくが地面へと流れ出し始める。

「なんだったんた？」

「さぁ？　たぶん妖精族の長さんが解放してしまって、今の今までほとんど融ゆう合ごうしてた邪神を切きり離はなしたので、長さん死んじゃったっぽいですね」

　ラピスの言う通りに巨きよ大だいな死肉と化した妖精族の長。

　その体から発せられる腐ふ臭しゆうに、この場で何が起きたのか詳くわしく考察するよりも先に、この場から逃げ出さなくてはとんでもない悪あく臭しゆうと見たくも無い惨さん状じようを同時に経験させられることになりそうだと、二人は慌てて一目散にこの空間に来る時に使った通路へ飛び込むのであった。







エピローグ　事無く帰還する







　結局のところ、妖よう精せい族の長の死亡が確認されたのはロレン達たちがコルネの所に逃げ戻ってから数日経たってのことであった。

　ロレンやラピスの証言から、どうやら死んでしまったらしい、ということは分かっていた。

　それでもきちんと確認しなければならないというコルネの主張はロレン達も理解できるものであったのだが、依い頼らいを受けた側であるのだから結果の確認が終わるまでいて欲ほしいというコルネの求めで、森に足止めされたのは予想外の出来事である。

「食費と宿賃が浮ういた、と思えばいいんじゃないでしょうか？」

　ロレンは元々戦場から戦場を渡わたり歩あるくのが仕事であったので、街に戻れないことは特に気にならなかった。

　ラピスは少しばかりぐずったものの、コルネに頼たのまれてロレンがそれに応じると決めた時点で諦めていたのか、それほど文句も口にしていない。

　しかし、体のサイズが全く違ちがう妖精族の集落である。

　ロレン達を泊とめるような設備があるわけもなく、ロレン達はその数日間をテントと寝ね袋ぶくろで過ごすことになったのだった。

「野宿と変わんねぇし、食費だってあれじゃなぁ……」

　暴食の邪神、と呼ばれていたグーラなる女性がちらりと言っていたように、妖精族は食材というものをほとんど調理せず、そのまま食べるのが普ふ通つうであった。

　それだけに、ロレン達に出される食事も生の野草に果物、といったなんの手も加えられていないようなものがほとんどだったのである。

　これにはロレンもラピスもやや閉口させられ、仕方なく集落の端っこで少しばかりの火を使わせてもらい、持ってきた保存食やコルネ達の集落に繋つながっている水路で捕つかまえた魚等を駆く使しして、なんとか数日間を凌しのいだのであった。

　長の死亡を確認するまでに時間がかかったのは、長の死体の状態のせいである。

　まずあの暴食の邪神なる女性が体の中から抜け出た時点から、腐り始めてしまった死体は長なのかそれとも別の生き物なのか判別することができず、しかもその臭いからして妖精族達もおいそれとは近づけない状態になっていたのだ。

　仕方なく妖精達は、大量の花やら香こう草そうやらで臭いを誤ご魔ま化かしつつ、さらには腐肉と化した長の死体を少しずつ焼いたりしてどうにか現場から証しよう拠この品となりそうなものを回収し、それをさらに詳しく調べてあの巨大な生き物が間違いなく長の成れの果てだろうという結論に至ったのであった。

「今回は助かったのですよー。本当に感謝しているのですよー」

　長が亡なくなった後、この集落はコルネがまとめ役として長に就任したらしい。

　フィーユに関しては黒の森のエルフが全ぜん滅めつしていなかったことから、コルネ経由で別の集落のエルフ達に連れん絡らくをとり、そこに身を寄せることになっている。

　家族ばかりか集落全すべてを失った形になったフィーユではあるが、エルフとしてこの先まだ長い時間が残されており、いずれ今回負った心の傷も癒いえる時が来てくれればいいなと、ロレンには祈いのることしかできない。

「さて、今回の依頼の報ほう酬しゆうの件なのですがー」

　コルネがロレン達を案内したのは、集落の一角にある倉庫のような建物の所だった。

　そこでは他の妖精族達が、せっせと倉の中の物を外へと運び出している。

　ロレン達が倉の中へ入れない以上、物色するためにはそうする以外なかったのだが、一いつ生しよう懸けん命めい妖精達が運び出している物の数々は結構な量になっていた。

「お約束どおり、なんでも一つだけ好きなものをお持ちくださいですよー」

　コルネの言葉を受けて、早さつ速そく物色を始めたのはラピスである。

　ロレンの方は物を手に取ることもなく、ラピスがためつすがめつ次々と、地面に山と詰つまれた物品を手にしては品定めするという作業を見守るばかりだ。

　そもそも、ロレンの目ではたとえば宝石が二つあったとしてどちらが値打ち物であるのか、見分けることができない。

　そういった知識がないのだから、ここは知識のあるラピスに任せるのが最も効率のいい報酬のもらい方だろうと考えたロレンだったのだが、しばらくしてラピスが妖精族の宝を漁あさる手がぴたりと止まったことに気がつく。

「どうした？」

　声をかけたロレンへ、振り向いたラピスの動きは錆さびついた扉とびらの蝶ちよう番つがいのような動きであった。

　一体何がラピスにそんな動きをさせているのだろうかと、そのすぐ背後まで近寄ったロレンはラピスの肩かた越ごしに手元を覗のぞき込こみ、その手の中にある物を見て顔を顰しかめる。

「そいつは……」

　ラピスの手に握られていたのはロレンの目から見て、それほど高価には見えない無む色しよく透とう明めいの宝石であった。

　大きさこそそこそこのものではあるが、カットは適当でラピスが驚おどろくほどのものには見えなかったのだが、なんとなくロレンはそれに見覚えがあるような気がして首を傾かしげる。

「ロレンさん、これ……」

　どうしようというどこか途と方ほうに暮れたラピスの声に、ロレンはふとそれがなんであるのかを思いつき、強い驚きを覚えて目を見張った。

「まさかそれ……あれか？」

　ロレンが思い出したのは、以前の依頼で潜った冒険者養成学校のことであった。

　その最下層で、ラピスが何気なく手にし、そのまま持ち帰ってきたものが今ラピスの手の中にあるものとそっくりだったのである。

「どこだそれ？」

「たぶん、右腕かなーと……」

　それは、ラピスの両親がラピスが人の世界に来る時にラピスから奪うばい取とり、あちこちに隠かくしてしまったというラピスの四し肢しと瞳が、形を変えられた代しろ物ものだったのである。

　現在ラピスは左ひだり腕うでを、その冒険者養成学校から持ち帰り、自分のものとしていたのであるが、どこから持ってきたのか、どうやら右腕らしきものが妖精族の倉庫の中にあった、ということであるらしい。

「黒の森のどこかに落ちてたのを拾ってきたんだと思うんですが……」

「そいつはまぁ都合のいいこって」

　探していたものが見つかったのだから、それは幸運だろうと思うロレンだったのだが、ラピスは困ったような顔をするばかりで、それをもらおうとはしない。

「どうした？　そいつで決まりだろ？」

　他にどのような宝があるかは分からないものの、ラピスの体の一部ならば金銭には替かえ難がたいものであり、この場において他の選せん択たく肢しがあるとロレンには思えない。

　さっさとそれをもらえばいいものをと思うのだが、ラピスの意見は違うようだった。

「今回これは諦めましょう」

「なんでだよ？」

「これはお金にできませんから。ロレンさんに分配できません」

　そういって妖精達が積み上げた宝の山へ宝石を戻そうとしたラピス。

　横から手を伸ばしてそれを掴み取ったロレンは、ラピスが慌てて何かしようとする前に、コルネに向けてそれを掲かかげて見せる。

「コルネ、今回の依い頼らい料りようはこいつにしてくれ」

「分かったのですよー」

「ちょっと!?　ロレンさん!?」

　抗こう議ぎの声を上げようとしたラピスの手元に、もらったばかりの宝石を押し付けるようにして渡してから、ロレンは言う。

「そんな気になるんだったらよ。ラピスが俺おれに分配してくれたことにして、借金を減らしてくれりゃいいじゃねぇか」

「それは……しかしそれでは……」

　ロレンの借金額は減るのであろうが、全体からしてみれば現金収入には全く繋がっていない。

　ロレンはマイナスがいくらか減るだけであるし、ラピスは生身が戻るという利益はあるものの、金額的にはゼロのままだ。

「ここに来る前に、街で精算した魔ま物ものの討とう伐ばつ部位の報酬があんだろ？　現金収入はそれで十分なんじゃねぇか？」

「それなんですけどね……」

　申し訳なさそうなラピスに、ロレンは首を傾げた。

　何かあったのだろうかと思うロレンの考えは、嫌いやな方向へと的中していたのである。

「精算の証明書、荷物の中に入れていたんですが……」

「それがどうしたってんだ？」

「隠かくれ里ざとに来る前に、水に飛び込んだじゃないですか」

　そこまで言われればロレンでも、一体何があったのか悟さとる。

　暴走した妖精族から逃げるために仕方なかったとはいえ、服も荷物も芯しんまで濡ぬれるほど長く深く湖に浸つかっていたのだ。

　その荷物の中にある証明書がどうなったのかは推おして知しるべしということである。

「濡れた、か……」

「えぇもうぐちゃぐちゃに。乾かわかしてみましたが滲にじんでほとんど読めません」

「そいつは……まぁツイてねぇこった」

　あの時はそうする以外なかった、とロレンは思っていた。

　結果が残念なことになってしまったが、誰を責めることもできない話であり、ならばロレンもさっさと諦あきらめてしまう。

「まぁ、俺は借金が減って、ラピスは体が戻る。これでいいってことにするしかねぇんじゃねぇか？　今回諦めたって、どうせいずれ取りに戻ることになんだろ？　二度手間かけるよりゃ、今もらっとけ」

　これで話は終わりだとばかりに、ロレンがぽんとラピスの頭に手を置けば、まだ迷うような表情をしていたラピスだったのだが、やがて納得したのかへらっとした笑いをロレンに向けて、手て渡わたされた宝石を胸むな元もとに抱だき締しめる。

「帰りは濡れないようにちゃんと私が魔ま術じゆつをかけてあげるのですよー」

「そうしてくれ……って、出入り口あの水の中しかねぇのかよ？」

「もう一つの出入り口は、前の長の体が塞ふさいじゃってるのですよー」

　それもまた仕方の無いことだとロレンは諦める。

　水に飛び込むか、あの腐肉をなんとかして別の出口から外に出るかを選べといわれれば、水に飛び込んだ方が楽であるし、今回はコルネが濡れないように魔術をかけてくれるというのだから、考えるまでもなかった。

「それじゃ、俺達はこれで」

「ロレンさん、ラピスさん、本当に感謝しているのですよー。お二人が長を何とかしてくれなかったら、私達もあの妙な力に囚とらわれて、誰かを襲おそっていたかもしれないのですよー」

　荷物をまとめ、隠れ里から立ち去ろうとするロレン達にいくつかの魔術をかけながらコルネがロレン達の周囲を飛び回りつつ、感謝の言葉を述べる。

「このご恩は忘れないのですよー」

「依頼を受けて、報酬までもらってんだから、恩とか別にいいんじゃねぇのか？」

「それでもなのですよー、ロレンさん達には依頼を受けないで、知しらん振ぷりしてこの森から出るという選択肢もあったのですよー。妖精族のコルネは、本当に感謝している。このことを忘れないで欲しいのですよー」

「あぁ、分かった。それじゃ、縁えんがあったらまたな」

　名残なごり惜おしそうに手を振るコルネに別れを告げて、ロレンとラピスは隠れ里に来た時に通った水路へと飛び込んだ。

　来る時は水の冷たさがはっきりと肌で感じ取れたものの、今回は濡れないような魔術をコルネにかけてもらっているおかげで、服が濡れる不快感もなければ、水の冷たさを感じることもなかった。

「いつもこうだといいんだがなぁ……」

　今回は、依頼を受けたわけではなかったので失敗はしていない。

　討とう伐ばつ報ほう酬しゆうの方は証明書がほとんど読めないので期待できないが、損をしたといっても黒の森まで来るために揃そろえた道具や食料の代金くらいで、それほど大金でもないはずだった。

　加えて、ラピスはまた生身の一部を取り戻すことができ、ロレン自身はいくらか借金の額を減らしてもらえることになっている。

　しかも、いつもなら大体依頼が終わった後は病院送りになっているのが最近の定番であったのだが、今回はきちんと意識もあるし、体に大きな傷も負っていない。

「逆に物足りなく……」

「ねぇよ」

「おのれ、次こそは……」

「誰だよお前は!?」

「そんなこといいつつ実は？」

「ねぇからさっさと泳ぎやがれ！」

　コルネの魔術のおかげで水中でもしゃべることができ、からかいを入れてくるラピス。

　そんなラピスを軽く小こ突づいて先に行かせながら、それでもやはり今回のように怪我けがもなく、意識はあり、しかも金額的に大損していない結末というのは、そうそうないことなのかもしれないなと思いながら、ロレンは先を行くラピスの後を追いかけるようにして、ゆっくりと泳ぎ出すのであった。







幕間　とある神官の手記より







　ラピスです。

　こないだ街で偶ぐう然ぜん出会った知り合いに、私って普通の魔ま族ぞくですよねって言ったら。

　何か物もの凄すごく残念なものを見る目と、鼻で笑うという反応をされてしまいました。

　ちょっといらっとしましたが、きっと目が悪くてあんな目つきになったのだろうと、とてもよく効く目薬と、封ふうを開くとちょっと洒落しやれにならない呪じゆ詛そを撒まき散ちらす手紙を送っておきました。

　あの人も魔族ですから、死にはしないでしょう、きっと。

　意外と魔族というのは人の世界に溶とけ込こんで人知れず生活したりしているものなのです。

　こんなに見目麗うるわしく、しかもフレンドリーだというのにどうして忌いみ嫌きらわれたりするのでしょうねと虚こ空くうに問いかけていたら、偶然近くを通りかかったロレンさんに性格のせいじゃないかという的確なツッコミを頂いてしまいました。

　ちょっとめげそうです。




　ところで、私の相方のロレンさんなのですが、どうにも冒険者としての依い頼らい達成率が悪くなる一方で、何か考えなければならないとふと思ったのです。

　これは決して手て頃ごろな依頼がなかったからというわけではなく、お仕事に成功することにより冒険者としての喜びをロレンさんに感じてもらおうという親切心から出た考えであることに疑う余地などありません。

　そんなわけで私が考え付いたのは、依頼を受けずにお仕事になることをしようというものでした。

　これならば最初から失敗の目は消されているわけですから、あとは成功する以外ありません。

　しかも依頼ではないので、余人が交わるようなこともなく私とロレンさんとの二人っきりの行動ということになります。

　まさに一石二鳥とはこのことではないでしょうか。

　と思った矢先にいきなり宿場町が何者かに襲われているところに出くわすというのは、運が悪いというのか星の巡めぐり合あわせが悪いというのか。

　小さな宿場町とはいっても、そこを根こそぎ奪い取って殺ころし尽つくすというのには、結構な人数が必要なはずです。

　ロレンさん曰いわく、最低でも二百人近くからなる傭よう兵へい崩くずれの盗とう賊ぞく団ということなのですが、これって結構危険な存在ですよね。

　面めん倒どう事を起こさないうちに根こそぎ退治してしまうべきだと思うのですが、いかんせんこちらの戦力に不安が、と思っていたらロレンさんが一つ告白をしてくれました。

　以前の依頼中に助けることができなかった、とある都市国家主席の娘むすめさんにして、どこかの誰かにアンデッド最上位である〈死の王〉にされてしまったシェーナさんという少女の精神体がロレンさんの内側に間借りしており、その力を使うことができるというのです。

　この時点で勝ちはもらったようなものです。

　相手が何百いようとも、周囲の目を気にすることなく〈死の王〉の力が使えるなら、最初に触しよく媒ばいとして何人か切きり倒たおしてもらえれば、後は中位から下位のアンデッドを生み出すだけで話は終わりです。

　アンデッドの怖こわいところは、死が死を呼び、呼ばれた死がまた死を撒き散らすというところですね。

　せいぜい盗賊さん達には私達の寝ね床どこと夕食を奪った罪の重さを地じ獄ごくで噛かみ締しめてもらうとしましょう。

　ちなみにアンデッド達は生きてる存在ならば手て当あたり次し第だいに殺し尽くしてしまうはずなので、一連のできごとに関する目もく撃げき者しやは存在しないはずです。

　あとで知らん振りするのにも役立ついい方法なのですが、普通は使えないのが難点といえば難点な方法でした。




　そんな感じで盗賊団を壊かい滅めつさせた私達なのですが、楽しい家や捜さがしタイムに入ったところでちょっと面倒なものを発見してしまいました。

　エルフの子供です。

　ロレンさんにしっかりと確認してもらったところ、男の子でした。

　流石さすがに私も、見知らぬお子さんの性別確認はちょっとできません。

　乙女おとめですよ、私。

　お名前はフィーユさんというそうで、ちょっとした行いき違ちがいから私が彼かれを踏んづけたりする一幕もあったりしたのですが、ロレンさんが根気強く話を聞きだしたところによると、実にありきたりな話で人ひと攫さらいのようなものに攫われた被ひ害がい者しやさんだということが分かりました。

　出身は私達が向かっている黒の森だということなので、いつまでもフィーユさんを連れまわすわけにもいかず、つれて帰ることになったというのは自然な流れだったのですが、どうにもエルフというのは体が貧相な割に頭がかちかちに固い連中なので、何か勘かん違ちがいして襲ってこなければいいな、と思います。

　あ、これはあのニムさんにはちょっと内ない緒しよにしておかなければならないお話ですね。

　その後、ちょっと宿屋でいいことがありました。

　フィーユさんを連れた私達のことを宿屋の主人さんが家族連れだと思ってくれたのです。

　実に見る目のある主人さんだと思うので、こっそり商売繁はん盛じようを知識の神様にお祈りしておきました。

　きっと無む駄だに溜ため込こんだ知識の中からそれとなく宿の運営の助けになるような導きを行ってくれることでしょう。

　もっとも、家族連れのお話はすぐにロレンさんに否定されてしまったのですが。

　難なん攻こう不ふ落らくですね、まったく。




　それでフィーユさんを連れて、フィーユさんの集落まで行くことになったのですが、到とう着ちやくした黒の森の様子がどうにもおかしいのです。

　特におかしかったのは遭そう遇ぐうしたフォレストウルフの群れだったのですが、普ふ段だんならばそれほど大きな群れを作らないはずのフォレストウルフが、何故なぜか今回に限ってはやたらと大きな群れを形成していました。

　それだけでなく、仲間がやられたり、火が燃え上がったりすれば結構簡単に退散するはずのフォレストウルフが、何故かやたらとしつこいのです。

　余よ程ほど私かフィーユさんが美味おいしく見えるのかもしれませんが、焼いても裂さいても一向に退く気配を見せないフォレストウルフ達は、どこか異様な雰ふん囲い気きに見えました。

　異変はこれだけに納まらず、翌日黒の森の中を歩いていると、ここはいったいどこの魔ま境きようなのかと疑ってしまうような光景が次から次へと出てきたのです。

　こんな場所で生活しているエルフというのは、変人を通とおり越こして変態なのではないかと思ってしまっても仕方がないような光景だったのですが、フィーユさんがいうにはいつもそんな感じになっているわけではない、とのことでどうやらこの森で何かが起きているのは確かなようでした。

　やっぱりロレンさんの行く先には何かのトラブルが常について回るのだなと、ちょっと感心してしまいます。

　ここで大だい活かつ躍やくしたのがロレンさんの体の中に間借りしているシェーナさんです。

　何せ広く薄うすく展開したエナジードレインの能力は、虫や小動物の類たぐいならばほぼ即そく死し状態で処理できてしまいますし、そこそこ大きい動物も難なく吸い殺してしまえるのが〈死の王〉という存在なのです。

　まさに虫むし除よけいらずの優すぐれもの。

　一家に一体〈死の王〉を、というレベルで有益なのはやはり流石は〈死の王〉というべきところなのでしょう。

　そんなシェーナさんの助力を受けながら進んだ私達だったのですが、フィーユさんの集落に到着してみると、どうやらここでも異変が起きているらしく、集落はもぬけの殻からになっていて、しかも生き残りを何故か妖精が襲っているという始末。

　何がどうなっているのか分からないままに、私達も妖精に襲われはしたのですが、これもまたシェーナさんの力でなんとか撃げき退たい。

　すごいですね。〈死の王〉って、普通は災害とかにたとえられる存在のはずなのですが、味方に回るとこれほど心強い存在もなかなかいません。

　しかし妖精というのは私の中のイメージではお花畑でぱたぱた飛んでいるおとぎ話っぽいイメージしかないのですが、血ち塗まみれで襲おそい掛かかってくる妖精というのはなかなか、悪夢の中に出てきそうな光景でした。

　夢に見ないことを祈りたいですが、見てしまったらロレンさんに慰なぐさめてもらいましょう。




　そんな感じで全滅してしまったのではないかと思われたフィーユさんの集落なのですが、話を聞いてみると緊きん急きゆう時の避ひ難なん場所があるといいます。

　で、そこへの手がかりを探している間にまた妖精の襲しゆう撃げきです。

　エルフさんの死体から次々に湧わき出でてくる妖精というのも、中々ホラーな光景ですが、それに追われるというのはもっと恐ろしい体験ですね。

　森ごと焼ければなんてことはなかったんですが。

　私は確かに魔族で、人よりは魔術が得意ではあるのですがどうも火か炎えんとか雷らい撃げきとかいった派手な魔術が好みでして、地味な魔術はあまり習得していないのです。

　そんなわけで、追いかけてくる無数の小さな妖精達から逃にげ切きるにはどうしたらいいかといえば、やはり基本は水の中に飛び込むのが一番でしょう。

　蜂はちに襲われたときにも使える、手軽で簡単な方法です。

　もっとも、近くに飛び込める水場があればという話なのですが、今回は幸いにも飛び込める場所がありました。

　しかも透すき通とおった綺き麗れいな水が湛たたえられている湖です。

　あまり綺麗な水には魚が住まないとはよくいわれるお話でして、これならば水中で何かに襲われるということも少ないでしょうということで、全員仲良く湖にダイブです。

　ちなみにできる魔族である私は飛び込む前にちゃんと水中で呼吸ができるようになる魔術を使ったのですが、ロレンさんには気づかれなかったようで、おそらく中にいるシェーナさんが指し摘てきしてくれるまで必死に息を我が慢まんしていたのがちょっと可愛かわいかったです。




　さてこの水中で、私達はまだ正気を保っている妖精さんに出会います。

　妖精族のコルネさんと名乗るこの妖精さんのお話を聞いている最中に、濡れた衣服を脱ぬいでいたら色々とロレンさんに見られてしまったのですが、特に気にしません。

　というかロレンさんはもうちょっとそういうところに視線を走らせてもいいと思ったりするのですが、顔を赤らめられた上に恥はじらいのない女性はちょっと敬遠したいみたいなことをいわれてしまっては無む理り強じいもできませんね。

　濡れた衣服を乾かしている間にコルネさんのお話を聞いてみると、妖精族の長おささんがとある代物を拾ってきてからおかしくなってしまい、エルフを殺したり食べてしまったりしたというお話。

　その拾ってきた何かについてコルネさんに聞いてみると、どうにも以前に見た物と特とく徴ちようが似通っているのが気になりました。

　おそらく長さんがおかしくなったというのも、それが原因なのでしょう。

　助けてあげられるのならば助けてあげたいところですが、残念ながら有効な手段についての心当たりがなく、長さんをこのまま放置することもできないということで、仕方なくこれを討伐する流れに。




　フィーユさんをコルネさんのところへ残し、コルネさんの協力を得て長さんのいる場所へと到着した私達なのですが、長さんはこの時点で既すでに妖精とは到とう底ていいえないような風ふう体ていになり果ててしまっていました。

　なんといいますか肉塊としかいえないような状態です。

　これは速すみやかに討伐して差し上げるのが長さんのためでもあるかなということで、ロレンさんが攻こう撃げきを始めたのですが、これが魔術はまだ使えるし、切りつければ切られた肉から妖精を生み出すしで中々に厄やつ介かいな相手です。

　しかもロレンさん曰く、シェーナさんのエナジードレインも長さんの生気が不味まずすぎるせいで吸うに吸えないという状態。

　私もここは神官らしく法術でお手伝いをと思ったのですが、長さんの巨きよ体たいの前にはいかにこの敬けい虔けんな使徒の力をもってしても、決定打にはほど遠い効果しか望めません。

　ここ、笑うところじゃないですよ。

　打つ手が次々に潰つぶされる中で、ついに長さんが私達を食料として認にん識しきしてしまいます。

　ここは一発、何か起死回生の手をということで私がロレンさんに魔族直伝の自己強化術を伝授することにしました。

　これでロレンさんの戦せん闘とう能力は、あの使うと倒れる状態にならなくとも格段に上じよう昇しようしたはずで、あとは刻んで倒すだけ、という時点でロレンさんが長さんを切りつけた傷から妙みようなものが姿を現しました。

　それは女性の腕うでです。

　いったい何がどうなっているのか分からないままに、ロレンさんがその腕を取って引っ張り上げると長さんの中から全ぜん裸らの女性が引ひっこ抜ぬかれてきました。

　なんとこれが暴食の権能を司つかさどる邪じや神しん、グーラ＝グラトニーさんだったのです。

　いえ、コルネさんがいっていた長さんがおかしくなったきっかけになった品というものを聞いたときから邪神関連っぽいことは分かっていたのですが、まさか長さんと同化していたとは夢にも思わず。

　しかもこの邪神さん、クセのある話し方でいろいろとしゃべっては、こちらの理解が追いつく前にさっさと逃げていってしまったのです。

　後に残ったのは邪神さんが切り離されたせいで死んでしまわれたらしい長さんだったものの残ざん骸がいだけという始末。

　なんといいますか、非常に迷めい惑わくなお話です。




　それでもまぁコルネさんからの依頼はちゃんと達成したということで報酬を戴いただく段になったのですが、ここで私達は偶ぐう然ぜん妖よう精せいさんの誰だれかが拾ってきたらしい無色透明の宝石。

　所謂いわゆる私の体の一部を発見してしまいます。

　報酬はコルネさん達が持っている物から一つだけ、ということでしたのでこれをもらってしまってはロレンさんへの報酬がもらえず、一いつ旦たんこれは諦めようと思ったのですが、ロレンさんの勧すすめで報酬としてもらえることに。

　ただ水に飛び込んだときに、森に来る前に狩かっていた魔物の討伐証明書が濡れてしまい、現金収入に関しては全くないようなことになってしまったのですが、それでも構わないといってくれたロレンさんに感謝です。

　困りましたね。

　また私の好感度が上がってしまうじゃないですか。

　でも、やっぱりロレンさんっていい人です、本当に。




　さて今回の手記はこのくらいにしておこうかと思います。

　終わってから気がついたのですが、今回ロレンさんたら結構色々と戦ったりしたというのに、病院に送られるような重傷を負っていません。

　これはいいことのはずなのですが、なんでしょうこの胸に去来する物足りなさというか、なんとも表現しがたい感情は。

　いえ、それを望んでいるというわけではないのですが、何か仕事終わりにはベッドで寝ねているロレンさんを見るのが習慣化し始めているような、そうでもないような。

　絶対にそうならない方がいいに決まってはいるのですが、うーん？

　とりあえず、説明のつかないこの気持ちは棚たな上あげしておくとして、次の冒ぼう険けん譚たんまで、筆を休めることにしましょうか。







あとがき







　皆様、初めましての方は初めまして。そうでない方はお久しぶりでございます。

　こちらのタイトルでごあいさつをするのも、今回で四回目となりました、まいんでございますが、皆様いかがお過ごしのことでしょうか。

　小説の三巻と四巻の間には深くて暗い溝があり、その溝を飛び越えていくのは常に至難の技なのですが、本作品はありがたいことに四巻目の刊行を迎えることができました。

　これもひとえにこの本を手に取っていただけた皆様のおかげと深く感謝致しますと共に、これからも変わらぬご贔屓をお願いできればと思う次第です。




　前回のあとがきで、あとがきのネタをください的なことをこっそり書いてみたりしたのですが、現在までのところ、ネタの供給は一件もありません。

　きっと皆様、まいんが巻末で好き勝手に何かしら書いていた方がいいだろうと思ってくださったのでしょうと思うことにします。

　そう思っていればきっと幸せになれるでしょう、主に私が。

　信じる者は救われる。

　大体掬われるのは足下と相場が決まっておりますが、日本語って難しい。




　さて、末尾になりますが。

　ホビージャパンの編集部の皆様、そして校閲の方や営業の方やデザイナー様。

　今回もまた素敵な挿絵を描いて頂いたperoshi様に、毎度電話口にてお話に付き合って頂いている担当Ｋ様、本当にありがとうございました。

　そして読者の皆様に深く感謝を。

　今後も重ねてご愛顧頂けます様お願いし、次巻でまたお会いできることをお祈りしつつ、結びとしたいと思います。




まいん
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